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第０章　媛ひめさんのレポート





　　　　１



《千ち葉ば美み國くにの話　その１》

　夏休みだっていうのに、陸上部のマネージャーの仕事は夕方までかかった。マンションの入り口まで来ると、体がかなり熱くなっているのを感じた。早くシャワーを浴びたい。

　手のひらを、静脈パターンを読み取るつるつるのセンサーに当てると、ピッと文字盤が緑色に変化し、ガチャンと鍵かぎが外れた。研究のモニターとして先生がこの仕組みの鍵をつけることができた意味を、あたしは知っている。それはつまり、この部屋に、肉体を持たない存在は住んでいないということだ。

「ただいま」ドアを開あけ、そう云いった。云ってから、気づいた。「──あ。先生、出張してるんだっけ」

　代わりに返事をしたのは、背後のドアが閉まる金属音だった。

　郵便受けに入っていた大きな封筒を見つけ、取り出す。厚い書類が入っているらしく、結構重い。西日で封筒を照らし、差出人を確認すると、片かた倉くら媛ひめとあった。──先日、先生に会いたいと連絡を取ってきた女の子だ。

　──これって、もしかして……！

　ローファーを脱ぎ捨て、リビングに向かう。──やっぱり気になって戻り、ローファーを揃そろえ、逸はやる気持ちであらためてリビングへ。

　──もしかして、もしかして、前云いってたレポート!?　彼女は電話の中で、とあるゴーレムの精神を『卵』の中に移し変える実験に成功したと云っていた。そんな実験、おそらく先生もやったことはないはずだし、第一先生以外に操そう形けい学がくを研究している人なんているわけないと思っていたから、それを聞いたときは信じられなかった。

　でも、こんなにぶ厚いのを送ってくるということは、いくらなんでも嘘うそじゃないよね？

「あ」

　──開あけちゃった……

　勢い余って。勝手に開けちゃって、大丈夫かな？　……大丈夫、だよね。あたしだって、“〝責任”〟を──美み郷さとを救う“〝責任”〟を背負っているんだから。

　中身を確認したら、思ったとおりレポートだった。

　あたしは先生より先に、須弥しゆみくんにこのことを伝えたいと思った。やっと見つけた希望なんだ。これで美郷を救えるかもしれないんだ。

　携帯を持つ手が、興奮で震えていた。なんとか操作して、耳に当てる。ドキドキしていて、呼び出し音を聞きながら、声がちゃんと出せるかどうか不安になった。

「あ、須弥くん？　前云ってたの本当だったみたい！　いま帰ってきたらレポートが──」

『……ただいま、電話に出ることができません。発信音のあ』

　ピ。

　電話は、あたしの興奮を嘲あざ笑わらうかのように、そんな無機質で無感情な女性の声を伝えてきた。

　あたしは、一気に醒さめてしまった。

「何やってんの、あたし。自分だけハイになっちゃって、……ホントのバカだよ」

　見ると──茜あかね色いろになったリビングは、広かった。見慣れているはずなのに、あたしの手には到底負えないくらい広く見えて、なんだかどんどん奥行きが遠のく感じがして、テレビやテーブルが歪ゆがんで……

　封筒も携帯も床に落とし、あたしはその場に崩れた。

“〝どっちだって同じじゃない。救っても救わなくても、結果はどうせ同じなのに……”〟

「そんなことないよ。あたしは──美郷を救いたいよ。須弥くんを救いたいよ。あたしのことは、どうだっていいんだから」

　寂しくなんか、ないんだから。

　カーペットの上を這はってテーブルまで辿たどり着き、その上に置いてあったエアコンのリモコンを握ってボタンを押した。冷気があたしを包んで、徐々に混乱が収まっていく。

　──そだ、電話がだめならメールだ。文字にしたら、冷静になって伝えられるじゃない。



『須弥しゆみくん。今日、前話してた媛ひめという女の子から、封筒が届きました。きっと、精神移し替えのレポートだと思います。あたしバカだから、こんな高度な操そう形けい学がくのレポート、たぶん読めないです。できればうちに来て、読んで聞かせてくれませんか？　美み郷さとを、ダイヤモンドの中から救い出すヒントがあるかもしれないので……早く来てね』



　あたしは『……早く来てね』を削除して、送信した。



　　　　２



　今朝もいつものように早起きして学校に来た。事務室から鍵かぎを借りて化学実験室を開あける。実験台のそばの丸椅い子すに座り、眼鏡めがねを外して、心拍数を下げようと一つ深呼吸をした。

　夏休みとはいえ、部活動や夏期講習など、学校を利用する生徒は少なくない。ぼくが早起きする理由は、他ほかの生徒とすれ違いたくないからというのもあるし、気温が上がりきらないうちに移動してしまいたいからというのもあった。それに、朝の学校は、壁や床から伝わる冷気と、蝉せみやすずめの鳴き声しか聞こえない静けさが感じられて、気が休まる時間帯だった。

　ぼくは片かた倉くら媛さん──回りくどい方法だったけど、とにかくぼくにゴーレムの存在を教えてくれた天才の後輩──の助手を続けている。彼女より早くこの実験室に来て、わずかに薬品の入り混じった臭においのする部屋の空気を入れ替え、勉強をしながら彼女の到着を待つのが夏休みの日課になっていた。

　乾いぬい琴こと子こさん──夏休みに入る直前、互いの想おもいを伝え合い、そして人間の肉体を手に入れたゴーレムの女の子──にぼくは云いった。『ぼくは乾さんのものになりたい。心の扉に、乾さんの遺伝子でしか開けられないシステムの鍵をかけるよ。もし乾さんが望むなら、もうクラスにも通わないし、化学サークルも辞める』と。乾さん以外の人、とくに女の人とは関かかわらない、心をもっと閉ざす、という意味の約束をしたんだ。彼女はぼくと“〝同じ”〟ように嫉しつ妬と心が強いから、安心させようとして云った言葉だった。

　でも、乾さんは、佐さ藤とう唯ゆいさん──はすっぱだけど頼りがいのある、ぼくが生き返らせたゴーレム──と媛さん、それに周す防おう先生と関わるのは許してくれた。

『ウチ、タモさまから好きなことまで奪いたくないんだ。媛ちゃんと会わなくなったら、タモさまゴーレムのこと勉強しなくなっちゃうんでしょ？　それはダメだよ。それに媛ちゃんはウチの恩人だし、縁を切るわけにはいかないよ』

　唯さんとは三人で食事をするような関係だし、周防先生は先生という立場だから、大丈夫と云ってくれたんだ。

『でもね、あのときの媛ひめちゃんの演技、ちょっと感情的すぎるって思うの。ホントに演技だったのかなぁ。よくわからないんだ、媛ちゃんの本当の気持ちが……』

　と不安をこぼしてはいたけど。

　そして、ぼくもまた、別の種類の不安な気持ちを抱いだいている。ゴーレムという存在と向かい合った期間に、知り合いの数が増えてしまったことだ。これからずっと人と深く関かかわることなく生きていくんだ、と思っていたぼくが、こんなことになるなんて、いま思い返してみると信じられない。

「他人が怖いから、乾いぬいさんの嫉しつ妬と心を口実にして、もう一度関係を断ち切りたい」なんて思っているわけでは、けっしてない。彼女たちとの関係は、簡単に切れるようなものじゃない。むしろ、その関係をきちんと維持できるかどうか、うまく会話していけるかどうか、心配で堪たまらないんだ。

　ちなみに、タモさまという渾あだ名なは、ぼくの本名──森もり田た友ゆう二じと苗みよ字うじが同じＴＶタレントの芸名をもじってつけられた。中学校のときに呼ばれていたものなので、高校二年のいまは乾さんにしかそう呼ばれない。……さらに云いうと、そのタレントが「趣味は妄想」と云っているのを聞いたことがある。ぼくも趣味ではないけど、妄想ばかりしているから、そこは共通点だなと……関係のない話だ。

「おはようございます、先輩」

「おはよう──」眼鏡めがねをかけ直す。「──ございます」

　媛さんが実験室に来た。そのときに交わすあいさつ一つとっても、それを云った自分自身にぎこちなさを感じてしまう。

「今日も早いですね。わたし血圧が低いので、いつもきーちゃんに起こされてて」

「……ああ、うん」

「先輩本屋の近くに住んでるのに、大変じゃないですか？」

「いや、まあ、ね……」

　ど、どうしよう。うまく返せない……

　媛さんは、入り口の鍵かぎを内側から締めた。そうしてしまうと、きっと廊下を通る生徒は、中に人がいることには気づかなくなるだろう。彼女もまた、人と関わるのは苦手みたいだ。

　彼女は黙って筆記用具を取り出し、勉強を始め──なかった。

「……先輩、すいません。やっぱり眠たいです。少し横になります」

　部屋の片隅から、きーちゃんからマッサージを受けるときにいつも使っている長いクッションを持ってきて教卓に敷き、眼鏡をケースにしまって、その上に寝転がってしまった。

　──夏休みに入ると、媛さんの様子が変わった。

　こんなふうに、元気がなくなったんだ。

　兄の照てらすさんといるときをハイ、講義など操そう形けい学がくに携わっているときをミドルだとすると、最近は明らかにローな状態が続いている。もともととろんとしているタレ目をさらにとろーんとさせて、ずっと眠たそうだ。

　ぼくへの講義も、もちろんしなくなった。たしかにあれは、媛ひめさんにとっては重労働だったろう。その代わりにぼくは、『操そう形けい学がく概論』という、これまた赤あか石いし或ある火び先生が書いた専門書を渡され、それを読み始めている。



　何日か前、

「媛さん、最近元気がないみたいだけど、どうしたの？　照てらすさんが夏期講習始まって忙しいから、かまってくれないとか？」

　とぼくが心配して訊きいたとき、彼女は自分がそんな状態になった原因をぽつぽつと話してくれた。

「すいません、先輩、心配かけてしまって。おにいちゃん──いえ、兄はおそらく関係ないと思います。……自分でもよく分析できなくて、感覚的な言葉でしか表せないんですが、なんだか……空からっぽになってしまったんです。心が、スカスカになっちゃった感じがするんです。その空白は、おにいちゃ──兄やきーちゃんといても、埋まらないんです」

「べつにおにいちゃんって云いってもいいよ」

「たぶん、操形学の目標を、失ってしまったからじゃないかと思うんです。琴こと子こ先輩を『卵』に移し替えるのに成功してから、やることがなくなってしまいました。ハルモニアゴーレムの琴子先輩と会って、わたしの操形学研究は、飛躍的に進んだんです。もともと操形学の実験って、『願望』に出会うこと自体珍しくて、なかなかできないものですから、琴子先輩は、格好の研究対象でした」

「空っぽになるのは、仕方がないんじゃないかな。きみたちがぼくにしたことは、一年以上もかかったんだから、反動はあると思う」

「先輩を陥れて、『願望』を作り出そうとしたときのことも、何か自分の中で引っかかってるんです。わたしが先輩に迫ったとき、演技だったのに、途中から自分でも抱いだいたことのない気持ちになってきて……。あんなに心が動揺したことなくて、わたし女優でもないのに、涙が出てきちゃって……。先輩、これいったいなんなのか、わかりませんか？」

　乾いぬいさんが心配していたことは、媛さん自身にもよくわからないみたいだ。「それは演技じゃなくて、本当の気持ちが……」なんてベタなこと云っても仕方がないし、ぼくは返答に困った。

「……あ、すいません。先輩は被害者なのに、こんなことを訊いてしまって……。でも、なんだか自分が自分でないみたいで、落ち着かなくて、それを考えないようにしてたら、いつの間にかまた眠っちゃってるんですよね……」

「そうなんだ……。きっと、体とか頭とかが、休みを求めてるんじゃないかな？」

「……そうかもしれませんが、でも、そろそろまた操形学の目標を見つけないと、ずっと空白が埋まらないまま、虚むなしいままになっちゃうんじゃないかって……。先輩、やはり唯ゆいさんを、研究対象にさせてくれませんか？　近くに、ゴーレムは彼女しかいないので」

「それは……やっぱりダメだよ」

　ぼくは作り主として、唯ゆいさんを実験や観察の対象として見ることは、どうしても許すことができなかった。けれども、媛ひめさんをこのままにもしておけなくて、ぼくはとっさに思いついたことを云いった。

「媛さんのやったことって、赤あか石いし先生の研究と並ぶようなすごいことだったんだよね？　だったら先生に直接、今度のことを報告してみたらどうかな？　おそらく、何かヒントをくれるかもしれないよ？」

「んー……そう、ですね。父に云えば、専門書を手に入れたルートを辿たどって、先生に行き着くかもしれませんね。やってみましょうか」



　──そしていまは、先生の住んでいるところと連絡が取れて、レポートを送り、向こうからのリアクションを待っているところらしい。

「……ん、先輩？」媛さんは横になったまま目を開あけて、云った。

「どうしたの？」

「オルゴール、聞きませんか？　聞いてると、何だか安心するんです」

「うん。鞄かばんの中だよね？　開けていい？」

　ぼくは媛さんが頷うなずくのを確認してから、彼女の鞄の中からハルモニアのオルゴールを取り出した。シルバーメタリックの箱型で、手のひらに載るくらいのサイズのシリンダーオルゴール。ぜんまいを回して蓋ふたを開けると、ピン状の突起がいくつもついた円筒が回転して、櫛くし歯ばを弾はじき、音楽を奏かなで始めた。ハルモニアが響かせる、狂いのない、完かん璧ぺきに澄んだ音ね色いろ。曲は、乾いぬいさんが中学三年の合唱コンクールで演奏したのを、スローテンポに編曲したのものだった。少し切なくなるような、でも安心するメロディーだ。

　しばらくその音楽を聞いてから、媛さんは云った。

「先輩？　わたし、おにい──おにいちゃんの云うとおり、自然に話ができる相手を、作ったほうがいいと思いますか？」

「……うん。たぶんね」

「その相手、先輩がなってくれますか？」

「……うん」

　ぼくは、反射的にそう答えた。やや間をおいて「あ、でもそれって……」と云って媛さんを見たら、彼女はもう目を瞑つむっていた。──眼鏡めがねを外し、体の力を抜いて横になっている媛さんは、ボブな髪型が素朴で、寝顔がかわいくて、でも胸は大きくて……ぼくに迫ってきたあのときの媛さんが脳裏に……

　──！　何見てんだ。何考えてんだよぼくは。

　自分が無意識にいやらしい視線を向けてしまったことを反省し、ぼくはノートに向かった。操そう形けい学がくの勉強もしたいが、この夏休みは、序盤に宿題を一気に終わらせようと思っている。乾さんが秋の定期演奏会や文化祭、合唱コンクールに向けての練習で忙しいから、勉強はぼくが先にやって、教えてあげられるようにしておかないと。

「ん……、友ゆう二じさん。ふぅ……ん」

「！」

　勉強していたら、媛ひめさんに寝言で、呼ばれたことのない呼ばれ方をされて、ぼくは思わずシャープペンを落とした。集中できなくなり、オルゴールの蓋ふたを閉じて、廊下に出る。

　──ぼくは、どうしてこんな……

　ぼくは、自分の欲望が嫌いだ。媛さんはただ、ぼくと自然に話がしたいって云いっただけなのに、こんなにドキドキしてしまうなんて。こんなぼくを乾いぬいさんが見たら、呆あきれてしまうに違いない。

　ぼくは窓越しに空を見た。輪郭のはっきりした、真っ白い雲が青空に立ち上っていた。

　合唱部の練習の音と、ジーワジーワという蝉せみの鳴き声を聞きながら、ぼくは頭を冷やしに行った。



　ぼくが操そう形けい学がくの勉強を続けているのは、またゴーレムを作るのが目的ではない。単純に面白いからというのが最も大きな理由だけど、乾さんのためにという部分も大きい。乾さんは、人間の体を手に入れたといっても、厳密にはまだゴーレムだ。今後彼女にどんなことが起きるかわからないし、媛さんにいつまでも頼ってはいられない。まだまだ追いつけないけど、もっと勉強しなきゃと思うんだ。

『操形学概論』は『はじめての操形学』と違って、装丁もハードカバーだし内容もハードで、いかにも専門書という本だ。受験の参考書とはまったく勝手が違うので、読むのに時間がかかる。けれども、それに見合った内容があって、『はじめて』では『呪じゆ紋もん』のサンプルしか載ってなかったけれど、『概論』を読破すれば自分でそれを作れるようになるみたいだ。それらをマスターすれば、ゴーレムを作る以外にも、いろいろな可能性が広がると思う。ちなみに『はじめて』は、数ページコピーしてから媛さんに返した。

　午後になり、ぼくがパラパラと『概論』を読んでいたら、媛さんがアイスコーヒーを持ってきてくれた。実験室にある冷蔵庫には、媛さんが内緒でボトルコーヒーを置いていて、それを冷凍庫で作った氷とともに、大きめのビーカーに注ぐ。最初は抵抗があったが、もう慣れた。

「先輩、それ難しくないですか？」媛さんは隣の丸椅い子すに座った。「前半はわたしの講義の内容と同じだと思いますけど、後半はとくに」

「うーん。『はじめて』と同じ人が書いたとは思えないくらい、難しいっていうか、回りくどいっていうか……。だからまた、媛さんに訊きくことがあると思うよ」

「はい。講義しない代わりに、たくさん訊いてください」

　媛さんはビーカーを両手でもってコーヒーを飲んだ。「にが。でもおいし」と呟つぶやいた。

　ぼくは、こんなまったりした関係は、悪くないと思う。……でもこれじゃあ、乾さんよりも媛さんといる時間のほうが長いので、もっと乾さんとの時間を作らなきゃとも思った。

「雨、降りそうですね」

「うん。……傘かさ、持ってこなかったな」

「夕立なら、すぐやみますよ。それに、やまなくても、琴こと子こ先輩が傘持っていたら、大丈夫ですし」

　外を見る。お昼頃ごろまではじりじりと太陽が照りつけていたのに、いまは部屋の蛍光灯を点つけたいぐらいに暗くなっていた。

　──とそのとき、誰だれかが部屋の入り口を開あけようとしたのか、鍵かぎががちゃがちゃと鳴り、それからとんとんとノックの音がした。

　媛ひめさんが行って鍵を開けると、そこには、乾いぬいさんが立っていた。髪を結わえていない、“〝勝負どき”〟の彼女だった。

「タモさま」乾さんは、目の前の媛さんには目もくれず、ぼくを見て云いった。「ちょっと……入っていい？」

「…………」媛さんはしばらくじっと乾さんを見てから「そういうことですか。じゃあ、わたしは……おにいちゃんのところにでも……」と云って部屋を出てしまった。

　乾さんは、さっきまで媛さんが座っていた椅い子すをぼくの近くに寄せて座り、いきなりぼくの腕に自分の腕を絡めてきた。

「タモさま……好き」

「！」

「あのコと仲良くしすぎだよ。酷ひどいよ」

「で、でもそれは、乾さんがいいって云ってくれたんじゃ……」

「……ねぇ、気づかない？　ウチのほうが、あのコより大きくなったよ？」

「大きいって……何が？」

「もう、鈍いんだから。コレだよ、コ・レ」

　乾さんがさらに体を寄せると、何かが二の腕にふわりと押し付けられた。コレって……

「!!」

　ぼくは思わずそれを見た。ぼくに押し付けられているものは……胸だった。セーラー服の布地を押し上げ、裾すそからへそを覗のぞかせるくらいの大きなおっぱいが……。おっぱいって、なんてことをぼくは……

「ね、パッドじゃないよ。ウチまだゴーレムでしょ？　だから肉体も変形できるってわかったんだよ。だから……」

「ご、ごめ……ダメだよ。何やってるんだよ乾さん！　離れて!!」

　ぼくはもがいたが、その柔らかな感触にすっかり骨抜きにされてしまっていて、それはほとんど抵抗にならなかった。

　突然、稲光がフラッシュした。

「きゃ！」

　乾さんはその拍子に短く悲鳴を上げてぼくに抱きつき、そのまま床に押し倒してきた。丸椅子が音を立てて床に転がる。

「えへ。雷が、口実になったね。もう、逃げられないんだから」

　乾いぬいさんはぼくの胸に自分のふくよかな双丘をむにむにと押し当てながら云いった。

　──もう無理。理性が……

「ね、タモさま」乾さんは吐息交じりにぼくの耳元で囁ささやいた。「胸のせいで、エッチしてくれなかったんでしょ？　だったら、これで大丈夫だよね？」

「乾……さん。違うよ。ぼくは胸が理由でできないわけじゃなくて……。乾さんはああいう胸でも似合ってると思うし……。だから、冷静になって」

「ふーん……。でも、ボクもうガマンできないよ……」



    

  
    
      



    

  
    
      「や、やめ……」ぼくは、ボクは……ボク？「……ん？　乾さん、いまなんて？」

「あ、しまった」

　ぼくは一気に理性を取り戻し、この事態を飲み込んで、露骨にため息をついた。

　そのとき、部屋の引き戸が勢いよく開かれた。

「こんなことまでするなんて聞いてない！　もうやめて！　タモさまを苦しめないで！」

　……なんだこの展開。なんだこの聞いたことある科白せりふ。何してんの二人とも。

「唯ゆいさん、ウチそんなエッチなこと云わないよお！」

　髪を結わえた乾さんが、結わえていない乾さん──の偽者の服を掴つかんで揺らした。

「ちっ。ボロが出ちゃったなぁ」

　偽者は体を起こすと、すぐに自分──唯さんに戻った。セーラー服の襟えりやスカートが赤くなり、褐かつ色しよくから白い肌に変化し、胸もしぼみ、髪型も外ハネになった。少し鼻にかかった乾いぬいさんの声ではなく、唯ゆいさんの地声になる。

　肉体を持ったゴーレムである本物の乾さんは変形できないのをわかっていたのに、どうして騙だまされちゃったのだろう。

「…………」ぼくは無言で椅い子すを戻し、座る。

「あ、友ゆう二じ怒った？」

「……呆あきれてるんですよ。何やってんですか」

「ご、ごめん。違うの。これはね……違うんだよ。怒らないでタモさまぁ」

　乾さんはそう云いってうろたえたが、唯さんは反省するどころか意地悪く笑った。

「怒った友二の顔、カワイイねぇ」

「な……」

「それに、友二に怒る権利はないしね。本もとはと云えば、悪いのはアンタのほうなんだから。アンタが琴こと子こちゃんとエッチしないのが原因なんだからね」

「唯さん！　そんなストレートに云わないでよぉ」

「……どういうことですか？」

「琴子ちゃんがボクに相談してきたんだよ。あれから毎日友二の部屋に行ってるのに、エッチどころかキスもしてくれない、やっぱり胸がないのが原因じゃないかってね。だからボクが確かめようとしたんだよ。ボインの琴子ちゃんで、アンタの火が点つくかどうか」

「それで学校まで来たんですか？　誰だれかに見られたらどうするんです？」

「人いないし、変身するから大丈夫……って話を逸そらさないの。どうなのさ、そのへんのところ」

「だからぼくは、乾さんの胸をひっくるめて、全部がかわいいって……」

　ぼくは云ってから恥ずかしくなって、唯さんから目を逸らしたら──顔を赤くしている乾さんと目が合って、さらに恥ずかしくなった。

「ほらね、琴子ちゃん。コイツつるぺたフェチだったでしょ？」

「そ、そうは云ってないですよ。ただ、乾さんに魅力がないわけじゃないってことを……」

「ふーん。どうだか」唯さんはどっかりと椅子に座り、足を組んだ。

　乾さんが、ぼくから目を逸らして、訊きいてきた。

「……じゃあ、どうしてなの？　どうして……」

「そうだ、それそれ。どうしてアンタエッチしないのさ。そんなに惚のろ気けてるくせに」

「それは……その……」

「もしかして、エッチがうまくできるかどうか不安なだけとか？」

「いや、それは……たしかにそれも不安だけど……」

「あ、友二、もしかして×××××なんじゃないの？　その若さで」

「え？　×××××って何？」

「い、乾さん。そんな言葉繰り返さなくていいから。それにぼくは、違いますよ」

「あー。タモさまも知ってるんだ。またウチだけが知らないんだ。酷ひどい！」

「あーもう」唯ゆいさんは頭を掻かく。「ボクが悪かったよ。ボクが話の腰を折っちゃいました。じゃあ、他ほかに理由があるってことなのね？　やっぱりそれは、琴こと子こちゃんには云いったほうがいいと思う。自分の彼女に隠しごとするのは、よくないよ？」

　唯さんが真剣な表情になった。見ると、乾いぬいさんも不安げなまなざしをこちらに向けている。……云わないわけにはいかないみたいだ。

「座って、乾さん。……正直に、話すよ」

　乾さんはぼくの言葉に従う。一つ深呼吸してから、ぼくは云った。

「乾さん。その……赤飯、食べた？」

「お赤飯？　あ、えっと、食べてないよ。なんで？」

「あー、なるほど。気づかなかった。そういうのもあるわけか」

「……あ、それって……」

　唯さんはすぐに、そして乾さんもさすがに、その意味をわかったようだ。

「ぼくはそのことを、媛ひめさんに聞かされて知ったんだ。人間の、女の人の体のこと。ぼくは、よくわからないんだけど、おそらくもう少ししたら、はじめてそれを経験するらしいんだ。いままでゴーレムだったから当然なんだけど。17歳ではじめて体験するのは、結構遅いほうらしくて、それは辛つらいことだって、媛さん云ってたから、それで……」

「そう考えれば当たり前か。なんだ琴子ちゃん、ボクにそんなこと云わなかったじゃないのさ」

「……ごめん。お母さんに云われてたのに、ウチ忘れちゃってたよ……」

　乾さんがしゅんとしてしまった。

「ごめん、この話、イヤだった？」

「ううん、大丈夫」

「媛さんはこうも云ってたんだ。乾さんは、性的なものごとの、情報だけが先行している状態にあるって。いままでずっとゴーレムで、他の女の子より抑圧が大きかったから、その……エッチしたいっていう気持ちだけが先走って、体がついていってないんだって。だから、乾さんがそれを経験して、ある程度安定してからでないと、ダメだって。そういう苦しいことも受け入れてはじめて、自分の体だと実感できるようになるって。だからさ、きれいごと云ってるみたいだけど、そういうのはちゃんとしなきゃって……」

　それきり、三人とも黙ってしまった。やっぱり、こういう話はしちゃいけなかったかなと後悔した。

　……外では、ごろろと雷鳴がなり、じきに雨が降りだした。

「んん～」唯さんが、なんだかそわそわし始めた。

「どうしたの？　唯さん」乾さんが訊きく。

「い、いや。雷が、ちょっとね。それに雨って、あれから苦手なんだ……って違うよ。そうじゃなくて」足を組んでいたのを戻して、続ける。「ボク、そういえば生理なくなっちゃったんだなぁって、思ってたんだよ。死ぬ前は、なんでボクがこんな毎月苦しまなきゃいけないんだとか、子供なんかいらない、女の体なんかいらないとか考えたこともあったなぁって。でもさ、いざなくなってみると、これがまた、物足りないっていうか、大事なものをなくしちゃったような気がしてさぁ。……あ、べつに琴こと子こちゃんは自分だけ体を持ったことを責めなくてもいいからね」

「う……。でも、ごめん」

「だから、謝らないでって。そうだ、琴子ちゃんが×××××迎えたら、ボクがお赤飯炊いてあげようか？　お祝いってことでさ、また三人で食事しようよ。それに、死ぬ前のボクの×××××も余ってるはずだから、全部あげるよ。ボクが使い方を──イヤッ」

　また稲光がフラッシュして、一拍おいて雷鳴が轟とどろく。唯ゆいさんは目を閉じ、耳を塞ふさいだ。

　意外なところで、彼女の弱点を知ってしまった。

「──あぁ、調子出ないなぁ」

　ふぅとため息。そして──

「……ぬぅ!?」

　唯さんが、雷のときとは違った反応をびくんとして、妙な声を発した。それから落ち着きなくきょろきょろしだした。

「どうしたんですか？」

「し、視線を感じる。だだだ誰だれかに、見られてる！　もしかして、ストーカー!?」

「え!?」「嫌だ。嘘うそでしょ？」

　部屋を見渡すと、入り口が少し開いているのに気づいた。二人より先にそこに行き、勢いよく開あける。

「わ──びっくり、です」

　そこには、媛ひめさんが胸の前で携帯電話を握り締めて立っていた。

「あれ、媛さん？　何してるの？　いま唯さんのこと見てた？」

「いえ、わたしはべつにそんなこと……。それよりも先輩！　すごいですよ！　いま家にいるきーちゃんからメールが来たんです。赤あか石いし先生の助手の方から、直接会いたいって連絡が入ったらしいんです！　すぐ会いに行きましょう！　先輩とわたしの二人で、行きましょう！」

　ぼくは、媛さんの、見たことのないハイテンションっぷりに困惑した。

　……そして、背中から感じる乾いぬいさんのヤキモチ波動に、ぶるっと戦せん慄りつした。

「何？　なんなのよあのコ！　ボクを見るなぁ！」

　唯さんは一人頭を抱えていた。



　　　　＊



　あれから、べつに修しゆ羅ら場ばってわけじゃなく、ひと悶もん着ちやく……っていうほどのこともないけど、女の子たちのそれぞれの主張があってから、その場で解散した。

　乾いぬいさんはいつものように、遠いし坂も多い道のりをわざわざ歩いて、ぼくが親元を離れて独人ひとり暮らししている部屋まで来てくれた。ぼくは冷蔵庫から冷えたオレンジジュースを取り出して二つのコップに注ぎ、座卓に置いた。

　開あけ放した窓のそばにあるベッドに座り、外を眺めながら、扇風機の風を浴びて涼んでいる乾さんを、ぼくは座布ぶ団とんに座ってジュースを飲みながら、思わず見み惚とれた。扇風機の風が、ゴム紐ひもを解ほどいたさらさらの髪やセーラー服の生地、そしてスカートをなびかせた。

　……スカートが風で少し持ち上がって、中が見えそう──「きゃっ」彼女はそれに気づき、パタと両手でスカートを押さえてから、こちらを窺うかがった。

「……見た？」

　ぼくは、ジュースを置いてから、ぶるぶると首を横に振る。

「見てないの？　ホントに？」

　こくこくと今度は縦に振る。彼女が気づくより早く目を逸そらしていたから、見ていない。

「思わず隠しちゃったけど……ホントなら、隠さなくてもいいし、タモさまも見ていいのかもしれない」

「そんなことないよ。そんな──」

　──人間の体になったからって、エッチなことにオープンにはならなくていいと思う。

　唯ゆいさんみたいにはすっぱになったら、乾さんのイメージが……

「タモさまが、ウチの体を心配してくれてたっていうのはわかったよ。けど、それは……その、えええエッチの話だけでしょ？　きき、キスとかは、だめなの？」

　ぼくは乾さんと目を合わせられなかった。

「たぶん、それだけで終われないと思う。自分を抑える自信が、ないよ」──だってぼくは、エロ妄想を克服できてないから。「そんな暴走した自分の欲望だけで、乾さんを傷つけたり、痛がらせたりしたくないんだ」

「でもでも、この前まで、手も繋つないでくれたし、ぎゅってしてくれてたよ？　いまはそれもしてくれなくなって……、どうしてなの？」

「それはだって、あのときは乾さんを安心させようと、必死で……」

「んー……、好きな人だったら、大丈夫なのに……。この距離感が、切ないなぁ。どうしたら、タモさまのそれを治せるのかなぁ」

「……ごめん」

　ぼくも、女の子との距離感がうまく掴つかめない。いままではずっと、無限遠の彼方かなたに眺めるだけだったのに、こんなに魅力的な存在を近くで見られるようになったら、まるで冷静ではいられない。

　卑ひき怯ようだけど、話題を変えて取り繕うことにした。

「じゃ、とりあえず宿題でもやる？」

「……うん」乾さんがベッドを下りて、座卓につく。「今日も数学と化学、教えてね」

「いいよ」

「でも、いいのかなぁ、タモさまに頼りっきりで、見せてもらってばっかで」

「丸写ししてるわけじゃないから。一問ずつ理解してやってるし、問題ないよ」

　彼女は鞄かばんから勉強道具を取り出して、宿題を始めた。それを傍はた目めで見ながら、ぼくは考えを巡らせた──

　──人間と人形との関係性って、神様と人間との関係性と同じかもしれない。

　ぼくの『本当の願望』は、乾いぬいさんに所有されることだった。「乾さん以外の女の子には心を開かない」っていう意味だけど、次のような意味にもとれると思う。それは、ぼくが乾さんの人形になるということ、云いい換えれば、乾さんがぼくの女神様になることを望んでいたということだ。

　いま思い返してみれば、乾さんは、ずっとぼくの女神様だったと自分で納得できる。なぜなら、ぼくはいままで一度も、妄想の中で乾さんとエッチなことをしなかったからだ。

　たしかにぼくは、ずっと妄想ばかりの日々を送っていた。乾さんと想おもいを伝え合うまでは、もうそれにとり憑つかれてしまっていた。２次元美少女キャラも３次元アイドルもクラスメイトも一緒くたになって、ぼくの脳内をぐるぐる回っていた。──もちろんそれは、エッチな方向の妄想がほとんどだった。

　でも、乾さんの妄想では、けっしてエッチなことはしなかった。ぼくの脳内での彼女の操みさおは守り続けてきた。これだけははっきりと自信を持って云える。

　妄想の中の乾さんは、エッチなこととは無縁な、プラトニックな存在だった。純粋な憧あこがれで、手の届かないところにいて、全然穢けがれてなくて……。ぼくが思い浮かべるのは、中学校のときの切なくて甘酸っぱい想い出だけだった。

　でも──

　現実の乾さんは違った。ぼくが思っていたより、彼女はエッチなことを、恥ずかしがってはいるけれども、真剣に、大切に考えていた。いままでずっと欲しかった人間の体を手に入れたから、他ほかの女の子よりもその想いが強いのかもしれない。

　ぼくにしてみれば、女神様が、いきなりぼくに手を差し伸べてくれたようなものだ。そんなこと、すぐに受け入れられるわけないし、それこそエッチなんてできるはずがない。

　そういうふうに考えてみると、『琴こと子こと、絆きずなを、結びたい。琴子に、所有、されたい』というぼくの『本当の願望』は、『絆を結ぶ』ことと『所有される』ことがじつは矛盾していて、叶かなえるのが難しい命題なんじゃないかって思うんだ。

　ぼくが乾さんとエッチできない理由は、他にもある。それは「女性恐怖」と「苦痛恐怖」の二つだ。

「女性恐怖」については、象徴的な出来事が一つある。それは、細かいことまでは憶おぼえてないけれど、たしか中学三年で、乾さんの隣に席替えする前の、自習時間だったと思う。

　ぼくが黙って勉強していると、隣の席の女子が消しゴムを床に落として、こちらにころころと転がってきた。それに気づき、拾おうとして、ぼくは椅い子すの下に手を伸ばした。ぼくにとってそれは、変な下心とかはない、ほとんど無意識でやったことだった。でも……

「触さわらないで！」

　手が消しゴムに触れる直前、女子はそう叫さけんだ。

「……え？」

「いい。拾わなくていい」

「……う、うん」

　その女子はすばやく手を伸ばして、消しゴムを拾った。彼女は自分の所有物をぼくに触られたくないんだ、とぼくの目には映った。

　その日から、「ぼくは隣の女子に嫌われている」と思ってしまって、彼女が怖くなった。登校してきても、彼女が先にいるとなかなか自分の席に座れなかったし、丸つけのためのプリントを交換するときも、また避さけられるのではないかとびくついていた。ふと目が合ってしまうだけで罪悪感に襲われたりもした。席替えまで、ずっと辛つらい日々が続いた。

「あ、それってきっと、消しゴムに片想おもいの相手の名前を書いてカバーで隠して、その人以外の男の人に触られないで消しゴムを使い切ると両想いになれるっていうおまじないだよ。その頃ころ女子の間で流は行やってた。なつかしー」

　ごく最近乾いぬいさんにそう教えられて、その出来事は自分の勘違いだったとわかったけれど、自分にそういう勘違いをさせる被害妄想自体は根が深かくて、「ぼくが女の子に近づきすぎたらキモがられて嫌われる」という思い込みをいまだ消せずにいる。

「ウチも仲間外れにされるのが怖くて、好きでもない人消しゴムに書かされたなぁ……。その頃はまだタモさまのことよく知らなかったから。いまならちゃんとタモさまを書くよ。……あ、もう両想いだから意味ないね」

　そんなふうに云いってくれる乾さんに、ぼくはまだちゃんと近づけていないんだ。

　──いけない。また唯ゆいさんに「惚のろ気けやがって！」って怒られるな……

　それからもう一つの「苦痛恐怖」について……

　ぼくは、痛いのが大嫌いだ。スプラッターなもの、たとえば──云うのも気持ち悪いからやっぱり具体的には云わないけど、それらは、見ただけでダメだし、自分で想像するだけで心臓がバクバクなって、脂あぶら汗あせが滲にじんできて、もう……体が竦すくんで動けなくなる。

　人の痛みに鈍感になって生きやすさを選ぶのと、敏感になって臆おく病びようになるのを選ぶのとでは、どちらが正しいのかわからないけど、ぼくは後者のようにしか生きられない人間だ。

　そして、エッチなことは、男にとっては気持ちいいものでしかないけど、女の子にとっては気持ちいいだけではなく、痛みが伴ってしまうということを、ぼくは知った。女性特有の苦痛──これも具体的には云えないけど、それらを、男のぼくはどうしたってわかってあげることができないんだって気づいた。「わかってあげる」だなんて、傲ごう慢まんな云い方だけど。

　女性の苦痛の中でもいちばん考えてしまうのは、やっぱり「はじめてのときの痛み」だ。ぼくはけっして感じることのできない痛みを、男のぼくが原因で与えてしまう。そう考えただけで、いたたまれない気持ちになる。乾いぬいさんのはじめてを他ほかの男にとられるなんて絶対嫌だけど、乾さんを痛がらせるのも嫌で……という意い気く地じのないジレンマに陥っている。

「乾さんの神格化」も「女性恐怖」も「苦痛恐怖」も、すべてが別々というわけではなく、根っこでは繋つながっていると思うけど、そういう複雑に絡んだ理由があって、ぼくは乾さんとエッチができない。彼女が人間の体を得る前は、手を繋いだり抱き締めたりできていたけど、媛ひめさんに女性の体のことを聞いてからは、そういう意識が頭から離れなくなった。

　──神様のように大切な女の子に、苦痛や嫌悪感を与えてしまう、ぼくの欲望が嫌いだ。

　いいわけにしかならないことぐらい、わかってる。「好きな人だったら、大丈夫なんだよ」という乾さんの言葉も、頭ではわかっているつもりだし、彼女の存在理由とかを考えればやったほうがいいに決まっているんだけど、体はどうしても動かなかった。

　存在理由──たとえば唯ゆいさんの場合、いまは『ここにいてもいい』で生きてるけど、「自分が死んだとき誰だれか悲しむかどうか確かめたい」という『願望』を叶かなえてしまったとき、一度消えそうになった。じゃあ、乾さんの場合は、エッチしたら『願望』を叶えたことになって、消えそうになるのかというと、そうではないらしい。「エッチすることは、願望を叶えてしまって存在理由がなくなることではなく、リビドーが強まってむしろ存在理由を強化する方向に働く。逆にエッチしないでいると不安が増して、存在理由にはマイナスに作用する」と媛さんが教えてくれた。

　つまりは、いつまでもぼくが踏み込まないでいると、よくないということだ。わかっている。わかっているんだけど、でも……どうしたらいいか……



「あ、そうだー」

「……ん？」はっと我に返る。「な、何？」

　テーブルの上の、ぼくが一口飲んだジュースを、乾さんがごくんと飲んだ。

「えへ。間接キスだよ。いまは、これで許してあげる。でもいつか、直接してね」

「う、うん。……って、それはちょっと、唯さんに知られたら『イタいコだ』とか云いわれるかも」

　以前、間違って唯さんの牛乳を飲んで、本で叩たたかれたことを思い出した。

「えぇ!?　……でもタモさま顔真っ赤だよ？　タモさまが嬉うれしいんだったら、イタくてもやる」

「……勉強に、集中してクダサイ」

「ハイ、スミマセン」

　ぼくも乾さんも、照れ隠しに少し笑った。



　──ごめんね、乾さん。もう少しだけ、待っていて……
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《千ち葉ば美み國くにの話　その２》

　──ん～！　今日もいい天気！

　あたしは窓を開あけ放って、たっぷり朝の空気を吸い込んだ。大きく伸びをする。

　遠く見える太平洋がキラキラ輝いていて、大きなフェリーが浮かんでいるのが見えた。

　今日はとっても気分がいい。天気がいいから、だけではなくて、須弥しゆみくんが朝早くから掃除の手伝いに来てくれたからだ。

「ごめんね須弥くん。夏休みなのに」

「べつに……。家にいたくないし」

　彼がテレビを点つけ、野球の実況が聞こえてきた。

「へ～、こんな早くから野球やってるんだね」

「第一試合は、８時半から、だから」

「でも、もう掃除機かけるよ？」

「ん……」

　休日の朝、リビングに座って、野球中継を見ながら生返事なんて、オヤジみたいだけど、もちろん須弥くんはオヤジじゃない。彼が生返事をしたのは、送られてきたレポートに目を通しているからだった。

「須弥くんでも、それ、難しい？」

「……なんか、いろいろと超越してる。先生の本でも、こんな発想なかった」

「やっぱり媛ひめって人、すごいんだ」

「たしかに、内容はすごい……けど」彼はレポートをテーブルに置き、あたしを見た。「まだぼくは、このレポートしか知らない。これを書いた人がどんな奴やつなのか、なぜ操そう形けい学がくをやってるのかわからない。本当に、任せられるのかな？」

「奴なんて云いわないの。……須弥くんが心配するのはわかるよ。だからあたしが、それを見極めようと思って今日呼んだんだよ。それに電話の印象では、悪い人じゃないと思うし」

「うん」彼は再びレポートに視線を戻す。「でも、他ほかにも何人か来るから……」

「大丈夫だいじょーぶ。あたしに任せてよ」

「うん……」

「……あれ？　須弥くん忘れてるよ？　ありがとう、は？」

「あ、ありがとう」

「よしよし♪」

　わざとらしすぎるかなって自分でも思うけど、須弥しゆみくんの性格とか考えたら、あたしがもっと元気にならなきゃって思うんだ。それに、やっぱり彼が早くから来てくれて嬉うれしくて、テンション上がってるのが自分でもわかるし。

「もしかして、先生の後継者っていうのをその人に取られちゃうのが心配？」

「そんなの……どうでもいい」

「どうでもいいんだ。それ聞いたら先生悲しむよ？」

「うん、どうでもいい。ぼくは──」

　須弥くんはそこで止めたけど、あたしは続く言葉を知っている。

『──美み郷さとさんを救えれば、他ほかのことはどうだっていいんだ』

　何度も聞いた言葉だから。

　──少しだけ、胸がきゅんと切なくなった。

「……さ、掃除始めるよ」エプロンの紐ひもを締め直す。「テレビ消して。須弥くんは和室の押入れの布ふ団とん、ベランダに干してくれる？」

「わかった」

　腰を上げた彼に、あたしは思わず声をかけた。

「久しぶりに、賑にぎやかになりそうだねっ♪」



　　　　２



　図らずも、旅行に行くことになってしまった。それも四人で。

「は～い、じゃあ撮るよ。笑顔で、テンション上げて」

　まさか、と思った。唯ゆいさんは、なんとデジカム（デジタルビデオカメラ）を持ってきていて、いきなり撮り始めたんだ。

「唯さんなんでそんなの持ってきてるの!?　も、もう撮ってる？　恥ずかし……」

「…………」

　乾いぬいさんは恥ずかしがり、ぼくはカメラを向けられて体が硬直した。

「は～い、友ゆう二じくーん。シケた顔してないで、笑って……」

　──そもそもなぜ唯さんまでついてくるのかがわからない。

　この旅行の目的は、赤あか石いし先生のところへの訪問と見学、およびいままでの出来事を報告して、媛ひめさんの研究のアドバイスをもらうことだ。観光で行くのではない。

　媛さんに誘われたとき、その場に乾さんと唯さんもいた。その詳細を聞いた二人は、それぞれの理由で一緒に行くと云いいだした。あのときの、女の子たちの主張のことだ。まず、乾さんは──

「ふ、二人きりなんておかしいよ。……ウチも行く。ウチだって関係あるから。ね、いいでしょタモさま」

「ぼくはいいけど、部活は？」

「えっと……や、休む。二日ぐらい休んだって、大丈夫だよ」

　本当は部活を大切にしてほしいんだけど、媛ひめさんと二人だけっていうのは乾いぬいさんを不安にさせるだろうから、やむを得ないと思った。それに、乾さんと旅行っていうのも、悪くない。一方唯ゆいさんは──

「だって、いくら『これから』って云いってもさー、なかなかやることが見つからないわけよ、これがまた。何か刺激が欲しいなーって思ってたところだからさ」

「……なんですか、『これから』って」

「うん？　それはこっちの話。とにかく、ボクもついて行くからね」

　半ば強引についてくることになった。向こうは四人も押し掛けて迷惑しないだろうか。

「さー、ワレワレが乗る新幹線が、ホームにゆっくりと入ってまいりました。流線型のボディーがつるつるしててかっこいいです」



    

  
    
      



    

  
    
      　もうすでに自分の世界に入っている唯さんは、サングラスをかけ、胸元が大きく開あいた濃いピンクのタンクトップに七分丈のパンツという露出度の高い格好だ。中なか里ざと郁いく子こ──自分が死んだ佐さ藤とう唯であることを隠すために変身した、唯さんの仮の姿──にはなっていないけど、一瞬見たときは不覚にもドキッとしてしまった。その服装は、体を変形させただけなのに……。彼女の荷物は、デジカムとスケッチブックと筆入れと財さい布ふだけ。ゴーレムは、一泊二日の旅行でもこんなに荷物が少ないんだなと思った。ついでに云うと、改札を『手の石せつ膏こう像』に変身して、ぼくが持ってすり抜けるというセコい方法で無賃乗車した。

（え!?　ウチタモさまと隣じゃないの？）

（だって、あのコずっとジロジロ見てるんだもの。ボクを観察してるみたい。隣に座ったら、何されるかわかんない。だから、ボクが友ゆう二じの隣）

（そんなぁ。媛ひめちゃんそんなコじゃないよぉ。それに、タモさまの隣に座るの、楽しみで来たのに……）

　ぼくにはそのヒソヒソ話は聞こえていた……。萌もえ黄ぎ色のチビＴシャツにタイトスカート、頭にサンバイザーを装着している乾いぬいさんは、抱き締めたくなるぐらいかわいくて、ぼくも隣に座りたかったが、唯ゆいさんには逆らえそうにもなかった。……いや、隣に座ったら、ドキドキして眠れなくなるから、そのほうが……いやでも……

「いいんですか、わたしの隣で」

「う、うん」乾さんは苦笑いしながら媛さんの隣に座った。「今日は、媛ちゃんと話がしたいな」

「はあ。いいですけど、わたし本読むか寝てるかしかないですよ？　気の利きいた話ができるかどうか……」

　媛さんは、さっそく本を開いて読み始めてしまった。すっぽりと帽子を被かぶって耳まで隠し、襟えり付きのぴったりした半そでワンピースとその下にジーンズを重ね着した服装は、照てらすさんが選んであげたものらしい。……媛さんと目が合った。彼女は「あ」と小さく云いって顔を赤らめ、帽子を深く被り直してしまった。

　また女の子にいやらしい視線を向けてしまったことを少し後悔し、窓際の席に座った。さすがに席を回転させて向かい合わせにはしなかった。唯さんはテンションが上がっているけど、この四人は基本的にお喋しやべりな性格ではない。みんな背もたれを倒して、ゆっくりしたいだろう。

「目には目をってやつでさ。向こうが見てくるから、こっちも見返してやろうかと思ってさ、こうしてデジカムを。よーし」隣の唯さんは背もたれから身を乗り出してデジカムを後ろの席に向けた。「また撮るよ琴こと子こちゃん──と隣の人！」

「やめてよぉ。恥ずかしいってば」「や、やめてください」

「落ち着いて唯さん。まだ長いんだから」

　──はぁ。先が思いやられるなぁ。

　三人の女の子はそれぞれの思惑や不安を抱いだいているみたいだけど、ぼくも「ぼくなんかがこんなことに巻き込まれていいのかなぁ」とまた『貧乏症』が発症していて、落ち着かなかった。高速で流れる田んぼばかりの風景を見て、気を紛まぎらすことにした。

「おおーっと」唯さんがぼくの膝ひざに手をついてカメラを窓の外に向けた。「東北新幹線名物の『仁じん丹たん』の看板、まだ現存していたんだ。これは撮っておかねば！」

　だから、はしゃがないでってば。



　ぼくたち四人の行き先は、赤あか石いし先生が住んでいる研究都市、独こ楽まヶが崎さき市。太平洋が東側に広がっていて、三方を山に囲まれた場所にできた、近代的な学園都市だ。昔の人が“〝独こ楽ま”〟に見立てた陸りく繋けい島とうが地形の特徴で、砂浜や港もあるから、それだけ聞くと夏なんかはとくに観光地としてもてはやされそうだけど、そうはなっていない。なぜかと云いえば、ちょっとしたよくない噂うわさがあるからだ。

　研究都市というくらいだから、そこでは多種多様な研究をしている。もちろんその中には放射性物質を扱ったものもあるわけで、それを積んだ船が近隣住民に黙って入港したとか、それを保管する施設が港にあるとかで一時期問題になったことがあった。それが原因で海に人が寄り付かなくなったらしい。他ほかにも、非合法なクローンや遺伝子組み換え人間、人間の脳並みのＡＩを持った人型ロボットが作られているとか、光学兵器や×××××爆弾などの軍事的な繋つながりもあるとか、いろいろ。国が研究内容を徹底して隠いん蔽ぺいしているから、外部の人間が好き勝手に噂を流しているんだろう。それにしても、光学兵器って……

　地理的に隔離されているからこの場所が選ばれたという話もある。沿岸には交通機関があるけど、三方の山は天然の要害になっているそうだ。鎌かま倉くら幕府みたいだ。

　ぼくたちは一時間ほどで新幹線を降り、キオスクで軽食を買って、独楽ヶ崎に唯一繋がっているローカル線に乗り換えた。このまま二時間強で目的地に着く。

　結構乗客が多く、ほとんどの席が埋まっていた。通路を挟んだ二つの四人席に二人分ずつ席が空あいていたので、分かれて座った。ぼくは媛ひめさんと金持ちそうな老夫婦の向かいに、通路の反対側には乾いぬいさんと唯ゆいさんがスーツを着たサラリーマンの向かいに。……徹底してぼくと乾さんをくっつけたくないらしい。

　ぼくは焼きそばパンをもそもそ食べながら、媛さんとこれからの予定を話した。

「先生が出張で不在なのは少し残念ですね。代わりに先生が作った、『卵』から生まれたゴーレムの女の子がいるらしいですけど。あと……」媛さんは携帯電話をかちかち操作する。「メールによると、夕食は焼肉パーティらしいです。お腹を減らしておくようにと書いてあります。あと、夜には花火大会もあるみたいです」

「研究都市なのに、花火大会？」

「“〝味気ない研究都市に華を”〟っていうコンセプトがあるらしいですよ。それに、文字などをデザインした花火を、正面に向いて爆発させる研究をしているところもあるとかで」

「ホントに、なんでもアリなんだね」

「……わたしは、そんなものを見たくて行くんじゃないんです。先生の研究を見学したくて行くのに、なんだか目的がずれてきていると思いませんか？」

「ん……その気持ち、ちょっとわかるかもなぁ。みんなが楽しんでるところを見ると、『こんなことをしてる場合じゃないんだ』って一歩退ひく感じ、ぼくもよくあるもの」

「先輩、わかってくれるんですね……。周りが無理やり人の輪の中に組み込もうとするのが、ずっと苦痛だったのに、誰だれもそれを気づいてくれなくて……辛つらかったんです」

「そっか……」ぼくは食べるのをやめ、反対側の二人を気にする。列車が走る音で消されるから、こちらの声は聞こえていないだろう。「いままでぼくは、そういう他人たちから離れることでお互いの安定を作ってきたんだけど、今回はそういうわけにはいかないんだなって思うんだ。あっちの二人も、そして媛ひめさんも、ぼくにとっては全然他人じゃなくて、大切な人で、自分が消えて済む関係じゃないから。乾いぬいさんも唯ゆいさんも、研究よりも花火とかのほうを楽しみにしてるみたいだから、ぼくが楽しんでいない雰囲気を出したら、場の空気を壊すのかなって、ちょっと心配なんだ。……ごめん、うまく云いえない」

「わたしが……たいせつ？」媛さんは目を見開いてぼくを見て、そしてすぐ俯うつむいた。「おにいちゃんと同じことを云うんですね……。先輩は──」

　そのときちょうどトンネルに入り、轟ごう音おんに邪魔されて何を云ったか聞き取れなかった。

　トンネルを抜けると、いきなり視界に海が広がった。夏の太陽光をきらきら乱反射する太平洋だ。眩まぶしくて、思わず目を細めた。……窓際の席に座った媛さんが、ぼくを見つめていることに気づいた。さっき何かぼくに訊きいたのだろう。訊き返すことができず、ぼくはとっさに思ついたことを云った。

「あ、あの……媛さんはマイペースなままでいいと思うよ。無理することなんかないよ」

「あ……」彼女はかあっと赤くなった。「は、はい。ありがとうございます」

　そういう答えでよかったのだろうか。

「でも今回はわたしが云いだしたことですから、少しだけ、無理してみますね」

「ホントに、少しだけでいいからね」

「はい」

　──なんか、媛さん、とっても優しい表情をするようになったなぁ……

　少し嬉うれしくなった。

　途中の駅に着き、老夫婦が降りると、唯さんと乾さんが向かいの席に移動してきた。

　乾さんが眉まゆ尻じりを下げて不安げな表情をしているのに気づく。また唯さんは牛乳パックから出たストローを咥くわえながら、サングラス越しにぼくを見てきて、ちょっと怖い。

　媛さんと仲良くしすぎたことをまたからかわれるのだろうかと、身構えた。

「なぁ友ゆう二じ」「ねぇタモさま」

「な、何？」

「いま琴こと子こちゃんと喋しやべってたんだけどさ」

　唯さんの言葉に、乾さんもこくんと頷うなずく。

「友二はさぁ、初対面の人と、焼肉なんか食べれる？」

「いや……それはあまり……」

「おかしいと思わない？　ボクらが行くのは向こうにとっては想定外のことなのに、なんでそんな歓迎してくれるのさ。なんか裏があるのかなって、ボク勘かん繰ぐっちゃうんだけど、考えすぎ？」

「ウチも、そう云われたら、不安になってきちゃって……」

　二人も、ぼくと媛さんのと同じようなことを話題にしていたらしい。

　──あ。そうか……

　よく考えれば、ぼくたち四人は、みんながみんな人見知りで、本当は人付き合いが苦手なんだった。媛ひめさんはさっきの言葉どおり一歩下がってしまう人だし、乾いぬいさんは合唱部の人や女友達とどこか無理をして付き合いを続けているように見えるし、唯ゆいさんはぼくらには明るい面しか見せないけど、死ぬ前は一匹狼おおかみだったっていつか云いっていたし、もちろんぼくもナナフシになることを目指していたし。ついでに云うと、ぼくと媛さんが化学サークル、乾さんが合唱部の伴奏担当、唯さんが生前美術部と全員文化部だし。

　目的地が近づくにつれて、四人とも不安になっているんだ。

「そっか……」唯さんはぼくの様子を見て云った。「友ゆう二じたちも、同じなんだね」

「媛ちゃん、ウチがゴーレムだってこと、向こうの人にすぐバレちゃうのかな？」

「はい……。というかレポートを送った関係で、琴こと子こ先輩のことは説明しなければならないと思います」

「そっか……、大丈夫かなぁ」

　四人とも黙り込む。誰だれも「大丈夫、なんとかなるよ」と云わないのが、ぼくたちらしいといえばらしいんだけど……

　そして、その言葉の代わりに、唯さんが云った。

「ホント、“〝普通じゃない”〟ね、ボクたちって」

　──“〝普通じゃない”〟か……

「ネガティブな意味じゃないよ。最高の褒ほめ言葉だよ。ボクにとってはね」

　唯さんはニカッと歯を見せて笑う。乾さんはぼくとアイコンタクトを取って互いの不安を和らげる。横にいる媛さんの「ふぅ……」という息が聞こえる。ぼくは、焼きそばパンをもそもそ食べるのを再開する。

　会話がなくなったまま、うとうとしていたら、じきに目的地が近づいてきた。



『間もなく、終点、独こ楽まヶが崎さき、独楽ヶ崎に到着いたします。お忘れ物のないよう……』



　列車を降りると、むわっとした空気が体を包んだ。車内の冷房に慣れきっていた体に、この暑さはこたえる。午後二時なんて、いちばん気温の高まる時間じゃないか。

「タモさま、海だ……」

　云われて、乾さんの視線の先を見ると、なんとホームから太平洋のパノラマが見えた。左手には噂うわさの港が、正面から右手まで砂浜が続き、目で追っていくと海に突き出した陸りく繋けい島とうが見えた。たしかにこんもりとしているけど、独こ楽まにはちょっと見えなかった。

　なんにせよ、海の見える駅を作るなんて、乙なことをするんだなと思った。暑さを一瞬だけ忘れたけど……やっぱり暑かった。

「よし、ばっちり撮った。じゃあ友二ボクの荷物持って。あと、ボクも持って」

　唯さんは『手』に変身した。ぼくはそれを鞄かばんに入れ、スケッチブックなどの彼女の荷物を持って、改札を出た。

　駅舎を出ると、今度は遠くの山が見渡せた。山肌の緑の中に、にょきにょきと白系統の四角い建物が何十棟と生えている。あそこでたくさんの人が、日夜いろいろな研究をしているのだという。人が快適に研究できるように、緑を残した環境を作ったんだろう。

　駅前の広場には、中央に噴水があるロータリーがあった。人通りは少なくない。清潔感はあるけど、人工的で近未来的な感じがした。

　少しの時間風景を眺めていたら、鞄かばんの中の『手』がもぞもぞ動いた。びっくりした。

「ちょっといつまで鞄の中に入れてんのさ。あー、苦しかった」

「これから、どうすればいいの？　媛ひめちゃん」

「迎えに来てくれるらしいですよ。その女の子の写真が添付で送られてきましたから」

　媛さんの携帯電話を見せてもらった。強い日差しでよく見えない。……見えた。丸顔の女の子が、満面の笑顔でダブルピースしていた。

「ダブルピース……」

「こちらは三人の女子と一人の男子のグループだと伝えてあるので、すぐわかると思うんですが」

「あ、あのコじゃない？　たぶん。……げ、すっげえ笑顔だ」

「お～い！　キミたち～」

　噴水の脇わきあたりから、大きく手を振りながら、“〝すっげえ笑顔”〟で、先ほどの写真と同じ顔をした女の子が走ってくる。近づくにつれて、彼女の外見がわかった。丸顔で、右目もくりっと丸くて黒目がち。髪型も丸い感じ……ボリュームを抑えたショートで、長めの前髪で左目が隠れていた。肌はナチュラルな色で、赤いリボンが襟えり元にあるブラウスに、紺色ミニのプリーツスカートというシンプルな制服を着ていた。

　ん？

　……あ、あぁあ!?

「のあ～！　止まんないぃ！」

　ぼす！

　すぐそこまで近づいてきても、彼女の走るスピードは落ちなかった。そのままぼくのふところに飛び込んできて、彼女の顔がぼくの胸に「ぼす！」とぶつかってめり込んだ。

　ここまで接近したので、背格好もわかった。背は媛さんよりちょっと高いぐらいで、乾いぬいさんほどではないけれど、痩やせている。ぼくのおなかのあたりにぷにっとしたものが押し付けられていた。胸──けっこうある。

「ちょ、ちょ、え？」乾さんの困惑した声が、嫉しつ妬と波動とともに伝わってきた。「は、早く離れてよぉ……」という弱々しい声が続く。

　──冷静に描写している場合じゃなかった。

「ごめんね。ブレーキが利きかなかったよ」

　女の子は顔を上げて、隠れていない右目でにこっとぼくを見上げた。

「あはは……」やっと離れてくれた。「キミたちが、ゴーレム研究してる人たちでしょ？　待ってたよ。ようこそ独こ楽まヶが崎さきへ！」

「…………」

　四人とも、絶句した。勢いに圧倒されたというのもあるけど、なんでこんな人通りの多い駅前で臆おく面めんもなくゴーレムという単語を云いってしまったのかが不思議だった。

「どうして制服かっていうとね、今日、急きゆう遽きよ陸上部のマネージャーの仕事が入ったからなんだ。ごめんね」

　彼女は、こちらが尋ねてもいないのにそう教えてくれた。

「……どうしたの？　みんなきょとんとして。……あれ～!?　もしかして人違い？」

「あ、いえ、わたしたちがそうです。あの、すいませんわざわざ迎えに来てもらって」

「そんなぁ。あらたまらなくてもいいよ。キミが媛ひめだね？」

「は、はい」

　人見知りなぼくたちの中で誰だれが応対するか心配していたけど、媛さんがあいさつしてくれた。少しだけ無理をしてくれたんだ。他ほかの二人の様子を窺うかがうと、乾いぬいさんは口をつぐんで悔しそうな表情を、唯ゆいさんはサングラスの上に覗のぞく眉まゆをひそめて不機嫌な表情をしていた。

「とりあえずうちに行こ！」

　彼女の勢いに流されるまま路線バスに乗った。中で唯さんがぼくに小声で絡んできた。

（何あのキャラ）

（しー！　彼女に聞こえたらどうするんですか）

（ボク男に媚こびるコ嫌い）

（媚びてるわけじゃないと思いますけど。たぶん天然じゃ……）

（友ゆう二じも、抱きつかれて喜んでるんじゃないの？）

（そ、そんな……ぼくはべつに……）

　バスは繁華街を抜け、やがて同じ形をしたマンションが立ち並ぶ団地に着いた。一つひとつのマンションは、見上げると口が開あいてしまうぐらい大きくて立派だ。女の子の後ろについて、そのうちの一つの６階、６０３号室に入った。……おそらく、一人だとどの棟だかわからなくなるだろう。

　女の子は、ドアノブのそばにあるつるつるしたセンサーに手を当てて、鍵かぎを開けた。すぐに、それが静脈パターンを解読するシステムの鍵だとわかった。

「さ、入って入って♪」

「おじゃまします」とぼくと乾さんと媛さんは小さく云ったが、最後尾の唯さんは──あごに手を当てて、その鍵をまじまじと観察していた。

「手で……、いま手で鍵を……、スゴ……」

　デジカムでそのセンサーを撮り始めた。

「唯さん、オートロックみたいだから、間違ってドア閉めないでくださいね」

「あー……、先行ってて」

　──こういうことで、唯さんの機嫌が直ってくれればいいけど……

　ぼくは他人の家に入るということで、けっこう緊張していた。でも、先生は不在だし、明るい性格のその女の子に先導されていたので、ガチガチというほどにはなっておらず、自分でもほっとした。

　中に入り、見渡す。廊下が結構長く、ドアの数も多い。鍵かぎのシステムといい、赤あか石いし先生はイイトコに住んでいる。大学の先生ともなれば、儲もうかるんだろう。操そう形けい学がく書の印税が儲けになっているかどうかはわからないけど。

「須弥しゆみくーん、ごめんねー。今日は部活休むって云いっておいたのに……。布ふ団とん入れておいてくれた？」

　女の子の声が聞こえたほう──リビングに向かった。リビングは……かなり広かった。大きなテーブルを柔らかそうなソファーが囲んでいる。テレビの画面も大きめだ。その台の中には、ＤＶＤプレーヤーやゲーム機が入っていた。部屋の隅のほうに目を転じると、棚にたくさんのテーブルゲームが積まれていた。それだけ見ると子だくさんの大家族が住んでいそうだけど、きちんと整理整せい頓とんがされていて、綺き麗れいだった。テーブルクロスやカーテンなどのインテリアも凝っているし、壁にはタペストリーや額に入った絵が飾られていて、住人のまめな性格が窺うかがえた。

「あれ、リビングにいると思ったのに。おーい須弥くん、自己紹介しようよー。あ、みんなは荷物下ろして楽にしてていいからね。おーい須弥くーん」

　女の子は廊下のほうに消え、やがて男子を一人引っ張ってきた。

「──！」

　ぼくは、暗い廊下から現れたその男子を凝視した。その人は──ぼくだった。

「じゃ、自己紹介しようよ。あたしは千ち葉ば美み國くにって云います。赤石先生が『卵』を『素材マテリアル』にして作ったゴーレムで、先生の助手をしてるんだ。最近は先生が海外出張中で、あたしが留守番をしてるんだよ。そしてこの男の子が、あたしのクラスメイトの山やま県がた須弥くん。あ、須弥くんももう操形学のことは知ってるから、隠さなくていいよ。ね、須弥くん」

「山県です。よろしく……お願いします」

　山県須弥くんは、同じようにぼくを見ていた。まるで──鏡を見ているようだった。いや、それはべつに姿形が似ていたからではない。

「えと、片かた倉くら媛ひめです。そしてこちらが乾いぬい琴こと子こ先輩です」

「あの……美國ちゃんが云ったから、ウチも云わなきゃならないよね……。ウチも、『卵』から生まれたゴーレムです」

「あー、あなたがそうだったんだ。っていうことは、こっちの男の子が、『願望』の人？」

　その男子は、ぼくよりも髪は短くて、眼鏡めがねもかけていない。切れ長の目が、近づくのをためらわせるような印象を与えた。色が白くて、それだけで屋内にこもっているタイプだとわかる。そう、見た目は違えども、周波数が同じというか、同類項というか、ぼくと同じような生活をしてきたのではないかと思わせるような──

（タモさま、タモさま）

　乾いぬいさんがＴシャツの裾すそを引っ張ってくれて、我に返る。女の子──さっき云いってくれたのに、名前聞いてなかった──が、上目遣づかいにぼくを見ていた。

「キミは、何くん？」

「あ、えっと……森もり田た、友ゆう二じです」

「友二くん。よろしくね♪　さっきはぶつかっちゃってごめんね。痛くなかった？」

「うん、べつに痛くは……」

　本当にこのコは、天然でこんなふうな話し方をしているのだろうか。

「えっと、もう一人のコは……？」

　女の子がきょろきょろしていると、廊下から唯ゆいさんがぬっと出てきた。

「ボクは佐さ藤とう唯。石せつ膏こうのゴーレムだから」

「唯。あたしは千ち葉ば美み國くにって云います。それから──」

「いい。聞こえてたから……って、よ、呼び捨て!?」

　女の子──美國さんは、初対面の女の子をいきなり呼び捨てにした。人との距離を、一足飛びで縮める人なんだろう。ぼくには、怖くて絶対にできないことだ。……他人を呼び捨てで呼んだことって、あっただろうか？

　唯さんの機嫌がまた悪くなったのを気にしながらも、ぼくの興味は再び山やま県がたくんに向かった。彼もまた、同じような気持ちでぼくを見ているはずだという確信が、なぜかあった。

「とりあえずみんな座って。飲み物持ってくるから。みんな麦茶でいいよね。……あ、唯は、石膏だから──」

「牛乳」

「牛乳──カルシウムだね。おっけー」

「ぼくは、いい。研究部屋にいるから」

「え？　あ、うん。あとでみんなを案内しに行くからね」

　一人称も「ぼく」だし、みんなの輪に入ろうとしない。ますます彼はぼくだった。

（タモさま、タモさまったら。さっきから上の空だよ。どうしたの？）

（……あ、ごめん。座ろ）

　ふかふかのソファーに座ると、隣に座った乾さんが小声で続ける。

（タモさま……美國さんに見み惚とれてた？）

（そんなことないよ）

（ホント？）

　乾さんは、山県くんとぼくの相似性に気づいていないのだろうか。

　飲み物を持ってきてくれた美國さんは、媛ひめさんとしばらく操そう形けい学がくについて話していた。ぼくと乾さんについて書いたレポートに、美國さんはずいぶん感心しているようだった。美國さんと山県くんが先生から操形学を習っていて、美國さんよりも山県くんのほうがその成績がいい、ということも教えてくれた。

「どうしてこんなに遊び道具があるんですか？　先生、もしかしてご家族が、小さなお子さんでもいるのですか？　こんなに広い部屋にも住んでいますし……」

「ん、それ訊きかれると思ってたよ。先生は独身なんだけど……、でもそれは、あとで説明するね。ていうより、そういう話の流れになったんなら、いまでもいいかな。じゃあちょっと、研究部屋に行こう」

　ぼくたちは研究部屋に案内された。そこは、小さな書斎といった感じの、雑然とした部屋だった。壁の両面に本棚や戸棚があり、そこには大量の本とファイルや瓶に入った薬品などが置かれていた。奥の窓際には机があり、山やま県がたくんが座っていた。彼が背を丸くしている横には、やはり本やファイルが積まれている。

「須弥しゆみくん、みんなを入れるよ」

「…………」山県くんは顔を上げ、振り返る。「先生に断らなくてもいいの？」

「大丈夫だよ、この人たちだったら。みんな、入って」

「すごい……」媛ひめさんは部屋に入るなり戸棚にはり付き、ため息をついた。「お父さんのコレクションなんか比べ物にならない。魔法物質をこんなに集めているなんて……」

「大丈夫って……」山県くんが続ける。「まだ会ってすぐじゃ……」

「大丈夫だいじょーぶ。あたしね、この人たちには全部話そうって、じつはレポートを読んだときから決めてたよ」

「どうして……」

「……須弥くん、あたしが“〝責任”〟負うから、聞いていて」

「…………」山県くんは窓のほうを見てしばらく逡しゆん巡じゆんし、「わかった」と云いった。

　そのやり取りで、部屋の空気がいっぺんに重くなった。“〝責任”〟っていう嫌な言葉に、息苦しさを感じた。

「じゃ、話すね」美み國くにさんはお尻しりの後ろで手を組んで本棚に寄りかかった。「えーと、じゃあまずは先生の話からするよ。先生──赤あか石いし或ある火び先生はね、この街にある大学の助教授をやってるんだけど、操そう形けい学がくを教えてるわけじゃなくて、表向きは化学を専攻していることになってるんだ。当然だよね、べつに操形学会とかあるわけじゃないし、本格的に研究してるのはおそらく先生だけだもの。人の精神を扱うものだから、公おおやけにできるわけもない。だからね、先生は、この部屋でしか操形学の研究をしてなかったんだ。それで……じゃあちょっと媛に訊こうかな。操形学の研究で、いちばんの障害になるものは何？」

「それは」媛さんは一度ぼくを見た。そして答える。「『願望』や精神が少なくて、実験が進まないこと。どれだけ『呪じゆ紋もん』の精度を高めても、それが有効かどうか確かめる機会がほとんどないこと、です」

「うん。じゃあどうして先生はそんな研究を、ここまで大成できたんだと思う？」

「それは……、『願望』に触れる機会が多かったから、ですか？」

「そのとおり。先生は、『願望感受能力』を研ぎ澄ますことから、まず始めた。そして、日本中を旅して、『願望』を探し回ったの。それから、幾度となく実験を繰り返して──もちろん失敗もたくさんあったけど、そうやって操形学をまとめ上げた。ゴーレムをたくさん作ってきたんだね。……今度は須弥しゆみくんに訊きくよ。そのときに大切なことは、何？」

　──それは、作ったゴーレムを生かすこと。

「……それは、作ったゴーレムを生かすこと。その精神を作った“〝責任”〟を負うこと」

　ぼくが心の中で思ったことと、山やま県がたくんが云いった言葉が、ユニゾンになった。思わず振り返って、閉じたドアに腕を組んで寄りかかっている唯ゆいさんと目を合わせた。

「作り主となった人は、すぐにそれに気づく。その人は、『ここにいてもいい』場所をゴーレムに与えて、生きていけるようにしなければならない。さっきの媛ひめの質問──遊び道具がたくさんあることの答えは、これでわかったかな？」

「『ここにいてもいい』場所なの？　ここが」

　答えたのは唯さんだった。

「うん」美み國くにさんは頷うなずく。「ゴーレムは子供が多いっていうのは、知ってるかな？　誰だれかに求められる精神も、生きる意志が強い精神も、ポテンシャルの高い子供なの。つまり、先生は多くの子供のゴーレムを預かることになった。それぞれ存在理由は違うから、保護者に預ける場合もあったみたいだけどね。子供たちを生かし、育てるための場所として、先生はこの賃貸マンションを借りた。云ってみれば、ここは『ゴーレムの孤児院』だったの。その名な残ごりは、いまでもあるんだ。リビングにある、外箱の色あせたテーブルゲームや、その子たちの手作りのタペストリーや絵。和室には、落書きやシールのついたタンスがあるし、押入れには布団ふとんがいっぱい。いまはもう……要いらなくなっちゃったけど……」

　彼女はいったん言葉に詰まり、目を閉じた。しかしすぐにぶんぶんと頭を振り、続けた。

「ごめんごめん、ちょっとしんみりしちゃったね。子供たちが住んでいたのは結構前の話で、いまここに住んでいるゴーレムは、あたしだけ。先生ゴーレム作るのやめたから」

　ぼくのそばにいた乾いぬいさんがもっと体を寄せてきて、Ｔシャツの裾すそをまた掴つかんできた。

「学校は？」唯さんが訊いた。「その子供たち、学校には通ってなかったの？」

「通ってたよ、“〝普通”〟にね」

「“〝普通”〟に？　どういうコト？」

「みんな、この街の噂うわさ、聞いたことあるよね。クローンやロボットが、秘密に作られてるって話。あたしにも、それが本当なのかどうかわからないけれど、でも一つだけ云えることがある。それはもちろん『この街には、ゴーレムが住んでいる』ってこと。そしてあたしは“〝普通”〟に──普通の人間と一緒に、学校に通えてる。須弥くんと同じクラスに。そう、この街に住む子供たちは、それがクローンであれロボットであれゴーレムであれ、学校に行けるんだ。戸籍がなくて素性がわからなくても、作り主がお金を出せば、みんな裏口じゃなく、正門から入学できるんだよ。……たぶん、探せばロボットも出てくるかもね」

　それはつまり、一度死んだ人間でも学校に行けるということだ。

　──唯さん。唯さんはどう思ってるんだろう。もし彼女の中に、学校にもう一度通いたい気持ちがあるとしたら……

「あたしは先生自らの『願望』で生まれたから、戸籍はないよ」

「美み國くにさん、そこまで云いわなくても」

　と山やま県がたくんはまた振り返る。

「ううん。あたしのことも、喋しやべったって構わない。この人たちは、悪い人じゃないもの」

「だから、どうして……」

「だって、この人たちは、二人ものゴーレムを、こうやって生かしているんだよ。その意味、須弥しゆみくんだってわかるでしょ？」

「…………」山県くんはもう一度机に向き直った。「……そういう、ことか」

「先生はね、あたしを作ったのを最後にゴーレムを作らなくなったんだ。それがなぜなのかは話してくれないけどね。先生は、それから自分の研究を本にまとめることを始めたの。いままで隠してきた自分の研究を、他人に伝えようとしたんだ。世間に布教するためじゃないよ。どうせほとんどの人は読んでも信じないだろうし、ゴーレムは作れないだろうから、普通の人には怪しげなカルト本程度にしか見られないってわかってた。けれど、きっと誰だれか好奇心の強い子供が引っかかって、信じてくれるだろうって。そう、『若い才能を見つけるため』に先生は本を出したの。媛ひめみたいな人を求めていた。あ、もちろん須弥くんもだけど」

「ぼくは全然片かた倉くらさんには敵かなわないと思う。第一ぼくは一人もゴーレムを作ってないし」

「謙けん遜そんしないの。それでもあたしよりゼンゼンできるじゃん。えーっと、だからね、レポートを見て、あたしたちとっても驚いたんだよ。操そう形けい学がくの本なんて、誰にも信じてもらえなくて、絶版になったって聞いてたから。それで……つまりはね、あたし、仲良くしたいんだ、キミたちと。操形学を習っている同士ってことでね」

　ぼくは、何か胸が苦しくなるような感じがした。話してくれた美國さんも、ぼくに似た山県くんも、媛さんも唯ゆいさんも、もちろん乾いぬいさんも、この部屋にいるみんなの、いまの気持ちが気になった。……一度にこんなに多くの人のことを気にしたことがいままでなくて、ぼくのキャパシティーをすでに超えていた。

　乾さんがぼくのＴシャツを掴つかむ力が強くなり、ちょっと引っ張られた。

「あれれ、あたし喋りすぎちゃったかな？　ごめんごめん」美國さんはにこっと笑顔になった。「もう買い物行かないとね。今日焼肉だもん。みんな、手伝ってくれないかな？」

「あの……ちょっと待って」

「ん？　なあに琴こと子こ」

「これ」乾さんは鍵かぎのついた戸棚にある、いくつも並んだファイルを指差した。「これは、何か、訊きいてもいいかな？」

「ああ、これはね、『カルテ』だよ。先生が作ったゴーレムの経歴や成長記録が書いてあるの。こればっかりは、プライバシーだから、あたしたちも読めないんだけどね」

「そう……なんだ……」

「ん？」

「あ、なんでもない。なんでもないよ」

「じゃ、みんな行こー。焼肉で、お互いの親しん睦ぼくを深めましょ」

　みんな、研究部屋を出て行った。ぼくは乾いぬいさんに服を掴つかまれていたので、動けなかった。ドアのところで振り返ってぼくを見たのは、唯ゆいさんと山やま県がたくんだった。山県くんはドアを閉めて、二人きりにしてくれた。

　女の子に触れるのは怖かったけど、乾さんはぼくの胸に頭を預けてきたので、そっと彼女の両肩に手を添えた。彼女は震えていたが、何も喋しやべらなかったので、その理由はわからなかった。



　夕方、日が落ちた頃ころから焼肉が始まった。近くのスーパーで、全員が少しずつお金を出して買ってきた食材を、大きなホットプレートでがんがん焼いていく。ダイニングに香ばしいいい匂においが充満してきて、しかも暑い。

「タン塩もう取って、焼きすぎるとダメ」

　性格どおりというか、美み國くにさんが鉄板を仕切った。幼い頃家族で焼肉をしたときの、母親を思い出す。母は、ぼくや姉に取り分けてばかりで、自分が食べる分を取るのを忘れていた。おそらく美國さんも……「美國さん、自分の分忘れてますよ。わたしのを食べてください」

　媛ひめさんは小食らしく、そうやって美國さんの小皿に分けていた。

「ごめんごめん、つい夢中になってね。ほら、野菜焼けたよ。ピーマンもナスもキャベツも、好き嫌いしないで食べて。肉一に対して野菜二で。男性陣、食が進んでないよ」

　ぼくと山県くんは、彼女の勢いに圧倒されていた。どんどん小皿に入れられてくる食材に、箸はしが追いつかない。一方女性陣──右隣に座っている乾さんは、静かに、でも着実に口に運んでいた。テーブルの角を挟んで左側に座っている媛さんは、少ない量をよく噛かみしめている感じ。唯さんはちょこちょこと肉を味見しただけで、あとは自分用に買ってきたたくさんの種類の乳製品を食べていた。

「美國さんが食べないと減らないよ。一回座って」と山県くん。

「あーごめんごめん」美國さんは左目を隠す前髪を一回かき上げたが、また元に戻った。

　ぼくは、唯さんと乾さんの様子をとくに気にしていた。

　唯さんは、研究部屋では深刻な表情をしていたけど、食事が始まったら穏やかになった。以前の三人での食事では彼女が仕切り役をやっていたから、今回美國さんに役を奪われてまた不機嫌になるかなと思っていたけど、意外と本人は「ああ、楽だな」という感じでゆったりと構えていた。ほっとした。

　そして乾さん。研究部屋での彼女の様子を見ていてぼくはかなり心配したけど、焼肉の力なのか、彼女は回復していた。「タモさま、おいしいね。お肉、わけてあげようか？」とぼくへの気き遣づかいもあって、嬉うれしくなった。

「琴こと子こちゃん、チャンスだ。『あ～ん』って友ゆう二じにやってあげなよ」

「えぇ!?　みんな見てるよ。恥ずかしいってば」

「へぇ～、琴こと子こと友ゆう二じくんて、ホントに仲いいんだ。いいよ、周りの目は気にしないで、ラブラブしちゃって」

　そういったいつもの掛け合いも復活した。

「えーと、えーと……」乾いぬいさんは耳まで真っ赤になった。そして、箸はしで肉を一切れ摘つまむ。

「じゃ、じゃあ、タモさま、あ～んして……」

「ほ、ホントにやるの!?」

「早くしてよ、タレが垂れるよぉ」

　乾さんの箸で、ぼくの口に肉が入れられた。山やま県がたくんの視線が痛かった。

「先輩」媛ひめさんが箸で肉を摘んで、下に反対の手を添えながらぼくのほうに差し出してきた。「わたしのも、食べてください。口を……開あけてください」

「「「!?」」」ぼく、乾さん、唯ゆいさんが驚きの声を上げる。

「だめ、ですか？」と眼鏡めがねの奥の上目遣づかいで媛さんは懇こん願がんしてくる。

　どうして媛さんがそんなことを云いうんだろう。……でも、じゃあ、とりあえず──

「おいしいですか？」

「う、うん」

　ぱっと、媛さんの表情が晴れた。

「あははは！」唯さんが大笑いした。「なるほどねぇ。琴子たんどうするぅ？」

「ゆ、唯さん、なんで琴子たんとか云うの！　ウチはそんな……」

「須弥しゆみくん、あたしも、やったげようか？」

「ぼくは……いいよ……べつに」

「遠慮しないの──おっと、プレートが空あいてきたね。よし、カルビいくよー」

　なんか、ものすごく山県くんに申しわけなかった。

「あーそだ、みんなあたしのこと美み國くにって呼ばないで、これからはみくちゃんでお願いね」

　みくちゃん──やっぱりなれなれしいので、呼び方は元に戻す──美國さんの思惑どおり、焼肉によって親しん睦ぼくは深まったような気がした。



　満腹になり、風通しのよいリビングのソファーに座って、花火を待つ。みんなも同じらしく、テレビをぼーっと見たまま、あまり喋しやべらなかった。

「あー、幸せ。こんなに楽しかったの、久しぶりだなぁ」

　美國さんがそう呟つぶやくのが聞こえた。

　程なくして、どんっという爆音とともに、花火が打ち上がり始めた。リビングの電気を消す。六階だし、マンションが建っている土地の海抜も高いみたいなので、海を向いているベランダに出ると、ばっちり見えた。コンピューターで制御されているのだろう、下から湧わき上がるような花火も打ち上げ花火も、タイミングを合わせながら畳み掛けるように爆発する。炎えん色しよく反応を利用した、色とりどりの花火。そして、文字やキャラクターをデザインした花火も。

　ぼくは、花火も見ていたけど、その光で浮かび上がる女の子たちの顔にも見み惚とれていた。何を云いっても音にかき消されるのがわかっているのだろう。みんな黙って見入っていた。

　山やま県がたくんの視線は、他ほかの人とは違っていた。花火を見ているというより、もっと遠くにある何か──そう、人がこんな目をするのは、何かを思い出しているときじゃないだろうか？

　そして、花火が終わった。どんっどんっという音が、まだ腹の中で響いているような余よ韻いんがあった。

「終わったみたいだね。じゃあ、みんな屋上行こうか。見せたい物があるんだ」

「……あー、ぼくはいい」と山県くんはいちばん早く部屋に戻っていった。「いつも見てるから。シャワーでも浴びてる」

「そう？　じゃあ、四人さん来て」

　云われるがまま、屋上へ。少し風を強く感じる。美み國くにさんは山のほうを指差した。そこには──

「わぁっー！」

「ちょっと、こりゃすごいや。デジカム持ってこないと。……あー、オートロックだった。ボクだけ戻ってもしょうがないんだ。あの男子はシャワー浴びるって云ってたし」

「はあぁ……、こんなのがあるなんて……わたし……」

　目を奪われるような光景が広がっていた。女の子たちと同じように、ぼくも息を飲んだ。それは、山全体が、季節外れだけどまるでクリスマスツリーのように、たくさんの光の粒に包まれている、文字どおりの“〝光景”〟──光の景色だった。それらに照らされていて、山全体もぼんやり明るい。光はいくつか毎に規則的に並んでいる。……そうか、この光は、昼に見た研究棟の光だ。中には動いているものもある。あれは、研究員が乗っている車のライトかもしれない。さっきまで見ていた花火とは、また違った光の姿だった。



    

  
    
      



    

  
    
      「どう、きれいでしょ。これだけは、絶対見せたかったんだ」その無数の光を背にして立った美み國くにさんは、云いった。「これが、独こ楽まヶが崎さきの『眠らない山』だよ。あの山では、たくさんの人がいろいろな研究を、徹夜でやってるんだよ。だから、あの光は、朝まで消えることがないんだ。……あたしね、この街が大好きだよ。外ではいろいろな噂うわさが立っているのは知ってるけど、そんなの気にしない。噂はどうあれ、この山にこもる人たちの研究が、あたしたちを支えているんだもの」

　風が吹いて、美國さんの前髪を揺らした。左の瞳ひとみが、優しい光を映していた。

「あたしは、生まれ育ったこの街が大好き。この光も大好き。長なが崎さきとか函はこ館だてとかの、百万ドルの夜景には、敵かなわないかもしれないけどね。でも、外の人たちがこれを知らないなんて、かわいそうだなって思うよ。だから、キミたちにもお裾すそ分けしてあげるんだ」

　少し芝居がかっているような気もしたけど、彼女の言葉は気持ちよく聞こえた。ぼくも、この街が好きになりそうだった。



    

  
    
      


第２章　想おもい出ダイヤ





　　　　１



　焼肉、花火、眠らない山……。美國さんたちが用意してくれた歓迎イベントがすべて終わった。うまくコミュニケーションが取れるか心配だったけど、なんとか大丈夫だった。

　そのあと順番にシャワーを浴びつつ、アイスを食べながらリビングでまったり談笑した。

　そして、男子は布団ふとんを持ってきてリビングに、女子は廊下の反対側の和室に、それぞれ分かれて寝ることになった。和室からは、ときおり談笑の声が聞こえていた。

　──どうして、山やま県がたくんもここに泊まるんだろう？

　いまさらになってそれを疑問に思ったが、男二人になっても、訊きくことができなかった。ぼくが他人に干かん渉しようされるのを好まないように、彼もそうなのではないかと思ったからだ。……でも、ぼくと彼が同じだとすれば、彼もまた、ぼくに何か訊きたくても訊けないような気持ちでいるのではないかとも思った。

　女性陣とは対照的に、こちらは互いにほとんど会話がないままだった。間が持たなくなったのか、彼は部屋の半分の電気を消し、テレビの下からゲーム機を引っ張り出して、プレーし始めた。ぼくもやったことのある、ファンタジーな世界観の戦術シミュレーションゲームだ。

「あの……」山やま県がたくんが画面を見ながら口を開いた。「これ、やったことある？」

「あ、うん。けっこうやり込んだよ」

「このゲームのゴーレムって、使えないよね」

「……そうだね、使えないね」

「ぼくここまでしか進んでないんだけど、ゴーレムってクラスチェンジするんだっけ？」

「いや、前作ではしたけど、これではしない。隠しダンジョンで敵として出てくるだけ」

「そうか……、ぼくとしては、こだわって使っていきたいんだけどなぁ」

「ゲームの中盤から終盤にかけて、能力を上げるアイテムが手に入るし、ゴーレムマスター──じゃないな、名前忘れたけど、そのユニットの近くにいるとさらに能力が上がるから、それである程度使えるようになるかな」

「んー、やっぱり森もり田たくんはもうやり込んでいるんだなぁ」

　ゲーム内容の細かい話はどうでもいいけど、その他た愛あいない会話は、まるで自分自身と会話しているような、どっちが喋しやべってるのかが曖あい昧まいになるような感覚を引き起こした。

「ゴーレムっていう単語に、過剰反応するようになってしまったなぁ……」

「……ぼくも、そうかもしれない」

「あぁ、これこれ。このＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターどうやって助けるの？　すぐ殺されるから、もう諦あきらめようかと思ってるんだけど」

「あ、そのキャラがいるといないとでは今後の難しさが」

「やっぱ、諦めちゃだめだよなぁ。……諦めちゃ、だめだ」

　彼は噛かみ締めるようにそう云いって、口をつぐんでゲームに入り込んだ。

　ぼくも無言で、画面の戦況をしばらく見つめた。敵キャラは無情にもＮＰＣを殺し、そのたびに彼はリセットした。何度もリトライしていた。

　……和室のほうがどたどたと騒がしくなってきた。そして──

「た、タモさま助け──！　むぐ──！」

　乾いぬいさんが焦った様子でリビングに飛び込んできた。

「ど、どうしたの！」

　しかし、助ける間もなく──

「こら、男に助けを求めないの！」と乾さんの口を塞ふさいだ唯ゆいさんと、「お騒がせしましたー」と笑っている美み國くにさんに捕まり、乾さんは廊下の向こうに消えてしまった。

　──ご愁傷さま、乾さん。

　どうやら、同性からセクハラを受けているようだ。

　──何をされているんだろう？　も、もしかして……

　またエロ妄想が膨らんで、どきどきした。

「……ったく」という山やま県がたくんの言葉で現実に戻った。彼はすごく醒さめた様子で、じっと画面を見つめていた。

　まだ和室からドタバタと聞こえるのをよそに、彼は再び喋しやべりだした。

「乾いぬいさんは、さ」

「あ、あの、ごめん」

「きみが謝ることじゃない。そうじゃなくて、乾さんはきみのこと本当に好きなんだな、と思ってさ」

「……えっと」返答に困る。

「それに、きみも彼女のことを本気で好きみたいだ」

「あの……どうしていきなりそんなことを？」

「いや、さっきのもそうだけど、研究部屋にきみたちが残ったときや焼肉のときもそういうのを見ていたし、レポートも読ませてもらったから。あれはおそらく、好きだという想おもいが本当に強くないと成立しない方法だと思う。勝手に読んだら、ダメだったか？」

「いや……いいけど」

「それにきみは、『願望感受能力』を持ってるんだったね？　じゃあちょっと……」

　山県くんは研究部屋へ行き、すぐに戻ってきた。その手に、何かを握っていた。

「これ、ちょっと持ってみてくれ」

「うわ、重！」

　それを持たされると、強い重力がかかって、がくんと腕が下がった。そして次の瞬間、



『わたし、山県を、ずっとずっと待ってるから』



　女の子の声──『願望』が、ぼくの中に流れ込んできた。これは、いったい──

　持たされたのは、手触ざわりのざらざらした、丸い石のようなものだった。手を開いて見る。歪いびつな形をしていて、透明なガラス球の表面をきめの粗いサンドペーパーで擦こすったような、硬い塊かたまりだ。ゲーム画面の光がその表面で乱反射してきらきらしている。しかし、この重さは、明らかにガラスではない。何か……これは何かの宝石の原石じゃ……

「それは、ダイヤモンドなんだ」

「ダイヤモンドの、原石？」

　カッティングした、装飾品としてのそれとはだいぶ見た目の印象が違うけど、云いわれてみればこれはたしかにダイヤの特徴を持っていた。それも人工ダイヤのように褐かつ色しよくがかっていない、天然のほうの。ガラスと違って光の屈折率が大きくて、入射光を結晶の中に取り込み、虹にじ色を多くの方向に反射していた。

「ま、原石ではないんだけどね。それで、『願望』は聞こえた？」

「ああ。いったいこれは……」

　彼は再び腰を下ろし、コントローラーを持った。そして画面を見たまま云った。

「ちょっと、実験してみようと思ってね……」

「実験って──」

　ぼくは、そのダイヤモンドを目の前に持ち上げて、その中を覗のぞき込んだ。小さな面が集まってできたその宝石の奥に、何かが映っている。

「……！　！　！」

　突如、眩まぶしい光がぼくの目の奥に飛び込んできて……意識が飛んだ。



　ぼくは、誰だれだろう？

　森もり田た友ゆう二じ。

　森田友二？

　たしかそんな名前だった気もするけど、なんだか違う気もしてきた。ぼくじゃない人間の記憶が、頭の中に混ざってくる感じ。だけどそれは、幹は同じで、枝葉だけが僅わずかに違う、といったような形をしている。

　そうだ。これは山やま県がたくんの記憶だ。

　記憶を共にする。それはつまり、ぼくが彼になるということだ。

　ぼくはいま、森田友二でもあるけれど、山県須弥しゆみにもなった。

　その記憶は、ぼくと彼──もう一人のぼくとが大きく枝分かれする、あの分ぶん岐き点──女の子との出会いまで遡さかのぼる……

　ぼくは中学の頃ころからずっと、結構夜中までゲームをやって、学校ではずっと眠くて、昼休みには教室の机でずっと寝ているような学校生活を送っていた。だから周囲からは、「暗い」とか「何考えてるかわからない」とか「突然キレそうで危ない」とか陰口を叩たたかれて、煙たがられていた。彼らの言葉を、ぼくは否定しない。「暗い」感じにしか自分は生きられないと思っていたし、“〝キレる”〟って言葉は嫌いだけど、怒りをどこにもぶつけられなくて辛つらかったこともあったし。

　そんなむしゃくしゃした心を落ち着けることのできる場所を、ぼくは持っていた。

　──森田友二としてのぼくが、図書室を居場所としていたように。

　それは、陸と繋つながったあの島にある廃はい屋おくだ。ある出来事があってからは家に帰るのも嫌になって、いつも学校帰りにそこに行っていた。舗ほ装そう道路もあったし、自転車を走らせればそんなに遠くない。ぼくは授業が終わるとすぐにチャリをかっ飛ばして、行っていた。あそこには昔漁師がいたと訊きくから、廃屋はその名な残ごりだと思う。

　崩れかけた扉から中に入ることができて、そこにいると、波の音が反響して聞こえて、しかも街の雑踏の騒音も届かなくて、いい場所を見つけたと思った。べつに何をするわけでもなくぼーっとしたり、コンビニで買った軽食を食べたりしていた。夜になっても、それほど暗くなかった。街路灯もあったし、灯台の光が周期的に届くし、何より『眠らない山』の光が海に映って、きれいだった。遅くまで、そこにいた。そこだけが『ここにいてもいい』場所──自分だけの場所だと思えた。

　そして、中学三年の五月の末頃ごろのあの日も、ぼくはその廃はい屋おくにいた。ずいぶんと夕日がきれいだったから、外にいて、太陽が山に沈んでいくのを眺めていた。

　太陽が隠れてそろそろ暗くなってきた頃、砂浜を走ってくる人影が目に留まった。ジョギングをしているんだろうなと最初はただ見ていたけど、その人がこっちに来るような気がして、とっさに廃屋に隠れた。耳を澄ましていると、本当に足音が近づいてきたから、さらに奥に隠れた。そして、その人は入ってきた。ぼくは廃材の陰に隠れて息を殺して、様子を窺うかがった。

　目を凝らすと、その人は見たことのある顔で……、同じクラスの、千ち葉ば美み郷さとさんだって気づいた。ウチの陸上部のジャージを着ていたし、白いヘアバンドをして堂々とおでこを出しているのは彼女のトレードマークみたいなものだったから、間違いなかった。

　成績が学年一位で、陸上部でもある程度の成績を収めていて、文武両道という学校のスローガンをクソまじめに体現している人だ、と校内では結構有名だった。人付き合いのないぼくにもその噂うわさが耳に入ってきて、それから、どんな人なんだろうと彼女に興味を持つようになった。同じクラスなのをいいことに、ぼくはそれとなく彼女を観察していた。

　彼女は、異彩を放っている女の子だった。とにかく笑うことが少なくて、校内ではいつも引き締まった表情をして過ごしていた。身長は女子の中でも小さいほうだったけど、その存在感は大きかった。そのためか、周囲からは敬遠されていた。誰だれかと談笑しているのを見たことがなかった。彼女と、ぼくを含めた周囲の間にはぶ厚い壁があって、当然ぼくなんかとは縁遠い存在だと思っていた。

　その美郷さんがなぜか目の前にいる。さっき砂浜をジョギングしていたのはトレーニングだろうけど、なぜこの廃屋まで入ってくるのか……。彼女がここを休憩場所にしているとしたら、ぼくはその場所を勝手に使ってしまったことになる。

　美郷さんは壁の亀裂から首を出してきょろきょろ周囲を警戒し、誰もいないことを確認して、中央あたりにある木箱に座った。そして、ウエストポーチの中から、何かを取り出し、床に置いた。さらにポーチから……ライターを出して、カチカチと鳴らした。

　それを見て、ぼくはすぐ「たばこだ」と思った。学生が人目につかないところで火を扱うことといえば、それぐらいしか考えられなかった。

　──あの美郷さんが、喫煙？　あんなにまじめそうに見える彼女がたばこをしているなんて、信じられない。どうして……。もしかして何かのストレスを抱えているのか？

　なんて勝手に想像しながら、ぼくはさらに観察し続けた。

　美郷さんは、ライターで、先ほど床においたもの──ろうそくに着火した。

　──ろうそく？　たばこを吸うのにろうそくは使わない。何をするつもりなんだろう？

　彼女はろうそくで何かを焼き始めた。薄く煙が上がって焦げ臭くさくなったが、たばこの臭においではない。彼女の体が陰になって、何を焼いているのかよく見えない……　しばらくして、彼女が少し体を起こした。そして、焼いていたものが見えて──

「う、うわぁ！」

「!!　誰だれだ！」

　思わず声を出してしまった。すぐにぼくは見つかってしまって、近づいてきた美み郷さとさんに、襟えり首くびを掴つかまれ、背中を壁に押し付けられた。

「……!?　きみは……山やま県がた？　どうしてここに？」

　同じクラスとはいえ、彼女がなぜ影の薄いぼくの名前を知っているのか疑問に思ったが、いまはそんなことを考えてる場合じゃない。

「ご、ごめん。そんな、覗のぞきとかするつもりじゃ……」

「いまの、見ていたのか？」

「う、だから、その……。逃げないから、と、とりあえず離して。苦しいし、あ、熱い」

「あ、すまない。つい……」

「う、腕、赤くなってるって！　早く、早く消して！　何をそんな冷静に……」

　ぼくが目撃したのは、美郷さんがたばこを吸うところではなく、自傷行為ならぬ自焼行為──腕を焼いたところだった。ろうそくの炎を自分の左手首あたりに当てたんだ。それは炙あぶるというような生半可なものではなく、炎の中に腕を入れるという感じで、火が当たっていた部分は黒焦げになって、ところどころ赤く輝いていた。

　ぼくがとにかくそれを指摘すると、美郷さんは「あ」と小さく云いって、右の手のひらで直接そこを覆った。しばらくそうしていると、燃焼に必要な酸素がなくなったのだろう、腕の火種は消えた。黒く焦げた部分だけが残った。

「熱く、なかったんですか？」

「いや……その……熱いのは熱いんだが……。ん……ついに見られてしまったんだな……」

　美郷さんは何かを諦あきらめたようにため息をつくと、さっきまでいた木箱に座り直した。ぼくがどうしたらいいかわからず突っ立っていると、彼女に手招きされたので、促うながされるまま火のついたろうそくを挟んだ向かい側の木箱に座った。

「あの……ぼくは……何も見てませんから……」

「……いや、嘘うそはつかなくていい。ずっと隠し通せるわけはないと思っていたから……」

「……すいません」ぼくは立ち上がる。「ぼく、帰ります」

「いや、待て。ここまで見られてしまっては、話さないわけにはいかないだろう。というより、山県、わたしの懺ざん悔げに、付き合ってくれないか？」

「懺悔って……」

「お願いだ」

　ぼくは美郷さんに云われるがまま、そこにもう一度座った。すると彼女は、見られてしまった自分の秘密について、ごまかそうとも、口止めを迫ろうともせず、勝手に見てしまったぼくを非難することもしなかった。それどころか、下を向いたまま、潔いさぎよくというのか、本当に自分の罪を吐き出すようなことを云いだしたんだ。

「きみがいま見たこと、誰に告げ口しても、構わないからな。自焼という背徳行為をしていたのはわたしのほうだ。きみの行動を止める権利などない。覚悟は、できている」

「……云いわないです誰だれにも。そんなことしたら、美み郷さとさんのイメージが、台なしになってしまいます。……云うような相手なんていないし。それに、ぼくがそんなことしてもいいことないです」

「わたしの、イメージ……」

「それよりも、手首焦げたままですよ？　……痛くないんですか？　もし何だったら病院に。自分で焼いたって云わなきゃバレないと思うから……」

「……まだ元に戻してなかったか」顔を上げ、まるで腕時計を見るように左腕を見る。「これはな、大丈夫なんだ。ちょっと、ここを見ていろ。……どうして目を背そむける？」

「だって、痛々しくて……」

「まあとにかく見ていろ。ん……」

　美郷さんが左手をぎゅっと握ると、黒い焦げ跡がその周りからどんどん肌色に変わっていって、黒の表面積が小さくなって、ついになくなった。

「え？　これって、どうなってるんですか？」

「驚くのも無理はない。じつは、わたしの体は、炭素でできているんだ。といっても有機物ではなくて、コークスや煤すすのような、いわゆる無定形炭素でできている。だから、焼いても大丈夫なんだ。信じられないかもしれないが、これは本当のことだ」

「信じるとか信じないとかじゃなくて……」

　目の前で見せられたその現象はたしかに現実だったので否定のしようがない。だけどそれ以上に、偶然目撃してしまっただけのぼくに、なぜそんな自分の秘密まで暴露するのかがわからなかった。

「なんでそんなことまで、ぼくに教えてくれるんですか？」

「そうでもなければ、きみは自分の見たものを納得しないだろう？」

「炭素だったら、その……、焼いても痛くないんですか？」

「そんなことはない。痛い……」

　ならどうしてあんなことをしたんですか、とまでは訊きけなかった。深く詮せん索さくするのはよくないと思ったから。

「それより、どうにかしてくれないだろうか。わたしの罪を、きみは見てしまった。だから、罰ばつを与えてくれなければ収まりがつかないんだ。きみの云うことをなんでも聞くから」

「そんなこと云われても……」一瞬サディスティックな考えがよぎったけれど、頭を振ってそれを払った。「思いつかないよ。勝手に見てしまったぼくのほうこそ悪いんだし」

「そうか……」彼女は再び視線を落とした。「だが、罰を与えてくれなければ困るんだ。そうでなければ、また同じことをしてしまいそうなんだ。頼む」

「えーと、じゃあ……」ろうそくの明かりに照らされた美郷さんの顔が、なんだかとてもかわいくて、見み惚とれながらぼくは云った。「ぼくの友達になってください」

　どうしてそんなことを云ってしまったのか、自分でもよくわからない。

「？　どうしてそれが罰ばつになるんだ？」

　彼女が顔を上げてぼくを見てきたので、ぼくはとっさに下を向いた。顔が熱くて仕方がなかった。

「えっと、それは……、ぼくなんかと友達になるなんて、嫌かなと思って。それなら罰になるかなって」

「きみは、自分のことをそんなふうに考えているのか……。わかった。もっと大変なことを要求されるかと思っていたが、まあ見られたのがきみで、運がよかったと思うことにしようか。それで、わたしは友達として、何をすればいいんだ？」

「……わからない。友達って、いったいどういうものなのか、わからないんです。すいません自分から云いいだしたのに……」

「うーん、そうだな……、明日もまたここに来てくれ。きみとはもう少し話をしてみたい。膝ひざを突き合わせて話すのも、友達なのではないか。それに、きみがいることで、体を焼かずに済むかもしれない」彼女はすっと立ち上がった。「じゃあ、わたしは走って帰るから。山やま県がたも遅くならないうちに帰るんだぞ」

　そう云って、ろうそくをそのままにして、美み郷さとさんは廃はい屋おくを出ていった。

　──それが、美郷さんとのはじめての会話だった。その日だけでぼくは、彼女のそういう実直な性格を尊敬するようになったし、好きにも、なってしまったと思う。いや、それより前、彼女を見ていた頃ころから好意を抱いだいていた気さえしていたんだ。

　そう、ぼくがもし乾いぬい琴こと子こさんではなく千ち葉ば美郷さんと出会い、好きになっていたら、という分ぶん岐き点、きっかけがそのときだったんだ。

　……それからぼくは、ほとんど毎日の放課後、廃屋で美郷さんと会った。会うたびに、彼女の表情はほぐれていって、間にある壁がなくなっていく感じがした。学校では、周りの目が気になったし、彼女も壁を作っている感じがしたから話せなかったけど、そこでは二人きりだったから、いろいろなことを話した。

　たとえば、ぼくが家に帰りたくなくなるきかっけであり、ぼくの生活のすべてを狂わせたある出来事について話した。

「美郷さんは、修学旅行、どうだった？」

「修学旅行？　まあ、個人的には楽しめたが？」

「……ぼくも、独ひとりでいるときは、それなりに……」

「……何か、あったのか？　クラスメイトに、何かされたのか？」

　ぼくは一人も同世代の友人を持たず、独りで過ごすタイプの人間で、周囲からは「付き合いの悪い人間」だと見られていたから、一ヶ月前の修学旅行は辛つらかった。班行動でも、八人部屋への宿泊でも、ぼくはいないことになっていた。班行動では後ろのほうに離れて歩いていたし、宿泊部屋にはほとんどいないで旅館のロビーで就寝時間まで過ごしていた。そうすることが、お互い嫌な気持ちにならないで済む方法だとわかっていたから。でも、それでもぼくは、自分なりに旅行を楽しんでいた。札さつ幌ぽろラーメンとか、おいしかったし。

「いえ、他ほかの人たちに疎うとまれることは予想できていましたし、慣れてもいたので、大丈夫だったんですけど……。修学旅行から帰ってきたとき、ちょっと──思い出すだけで、もう……すいません、少し待って……」

「ああ。ゆっくりでいい」

「……それで、何があったかというと、家に帰ってきたら、ぼくの部屋が空からになっていたんです。空っぽに、なっていたんですよ。三泊四日の間に、ぼくがいつも遊んでいたゲームも、部屋に貼はっておいた美少女キャラのポスターも、集めたマンガもフィギュアもすべて、なくなっていて……。あるのは机とベッドと、勉強道具ぐらい。あぁそうだ、お金も、机の上に、手紙と一緒に置いてありました。その手紙の文面は、いまでも憶おぼえてます。『受験勉強に打ち込めるように、遊び道具は売っておきました。これで参考書でも買って、がんばって合格するように。応援しています』って書いてあった……

　自分の親が、そんなのび太のママみたいなことするなんて、信じられませんでした。ぼくは、自分で云いうのはおかしいですけど、のび太みたいに勉強サボっていたわけじゃなかったのに。まあゲームもしてましたけど、受験勉強もそれなりにやってました。それに、美み郷さとさんも知っているように、この街の学校は全部、独こ楽まヶが崎さき大学付属で、一貫教育みたいなものだから、よほど不勉強でなければ進学できます。『受験勉強に打ち込めるように』なんて口実で、本当の理由が他にあると、ぼくはすぐにわかりました。

　最近、少年事件がたくさん起こってますよね？　少年事件なんて毎年のように起こってるけど、今年はとくに、ぼくみたいな“〝暗い少年”〟がクローズアップされてる。いや、槍やり玉だまに上げられていたって云ったほうがいい。もちろんぼくはそういうのを見て、『ぼくはこうはならないようにしよう』って思ってますけど。……でも、親はそういうメディアの言葉を、真に受けたらしいんです。

『“〝うちの子供に限って”〟というのは間違っている。お宅の子供も危ない』

　っていう種類のメッセージを。それが、ぼくの部屋を空にした理由なんです。“〝暗い少年”〟つまり友達付き合いが少なくてゲームを趣味にしているような少年ってイメージを、ぼくから物理的に、強引に払ふつ拭しよくしようとしたんですよぼくの両親は。自分の息子を信じないで、メディアの言葉を信じるなんて……

　ぼくはあれに直面して、どう行動すればいいかわかりませんでした。本当にキレてしまえばいいのか、それとも抵抗するようにゲームを買い直せばいいのか、云われるがまま勉強だけしてイイ子を演じればいいのか、わからなかったんです。わからなくて、わからなくて、結局最後に残ったのは、『ここは、ぼくの部屋じゃない』っていう気持ちでした。『ここにいてもいい』とは、まったく思えなくなりました。

　学校だけでなく、家でも居場所を失ってしまって、だけど、情けない話ですけど家出して独ひとりで生きる力はなくて……、だからいつもここで時間を潰つぶして、帰るのをぎりぎりまで遅らせてるんです」

「……そうか。辛つらかったな」

「美み郷さとさんも、情けないと思いますよね」

「そんなことはない。よく話してくれた」

「……ぼくは、どうすればいいんでしょうか」

「こういうことを云いったら、きみはもっと辛つらくなってしまうかもしれないが……、おそらく親は親で、きみのことを心配しているんだ。ただそのやり方が不器用で、極端だっただけじゃないだろうか？」

「それはわかっています。わかってるからこそ、どうしたらいいかわからなくて……」

「うん。きみならわかっていると思っていた。傷ついたかもしれないが、そう思えているなら、またきっと次の一歩を踏み出せると思う」

　美郷さんは、上手じゃないぼくの話を、最後まで真剣に聞いてくれて、そんなふうに励ましてくれたんだ。

「ところで、のび太とは、いったい誰だれのことだ？」

「あっ……、知らなければいいんです。あるマンガのキャラクターのことですから」

「すまない。そういうのには疎うとくてな。わたしは他ほかの人のように話すことができないんだ。わたしとの話は、そのマンガや、ましてゲームに比べたら、面白くないだろう？」

「そんなことないです。ゲームは、決められたリアクションしか返ってこないから」

「そうか。そういう相談ならいつでも乗るよ。そういうことも友達のすることだからな」

　美郷さんに相談していなかったら、ぼくは発狂していたかもしれない。

　それから、ゴーレムのことを話してくれた。操そう形けい学がくの基本──ゴーレムを作るために何が必要か、ゴーレムや人間を式に表すとどうなるか、ということから始まって、それを研究している赤あか石いし先生のことや、この街の学校の秘密まで。そして、美郷さんがどうやって生まれ、育ってきたか。どうして腕を自ら焼いたりしたのか、教えてもらった。

「わたしを作ったのは赤石先生だと前に話したな。先生の想像によってわたしの精神が形成された。そして、先生が望んだから、わたしに存在理由を与えてくれたから、ここにいるんだ。……しかしわたしは、実験に失敗して生まれたゴーレムらしいんだ。『卵』という、肉体の素もとになる有機物の塊かたまりが、わたしの最初の『素材マテリアル』だったらしい。過去、まだ操形学者が他にもいた頃ころ、『卵』の実験は一度も成功しなかったらしく、わたしの場合でも、やはりうまくいかなかった。卵から胚はい、赤ん坊、幼女へと成長したところで、肉が崩れ落ち、体液が噴き出し、体を維持できなくなった。本当なら、わたしは肉体に宿っていることができず、ゴーストとしてさまようことになったらしいのだが、先生はそこで、わたしを生んだ“〝責任”〟を取ったんだ。どろどろの体からゴーストが離れる前に、『炎の呪じゆ紋もん』によって体を燃焼させ、炭素が『素材』のゴーレムとして生まれ変わらせてくれたんだ」

「じゃあ、その生まれたときの炎が、自焼行為と関係してるんですか？」

「ああ、それもあるかもしれないな。わたしの体が、それを憶おぼえているのかもしれない。本来繋つながるはずのない、わたしの精神と外形を組成する『素材』がどこかで繋がっていて、その記憶がわたしの精神の深層に作用して、自焼行為をさせるのかもしれない。この衝動を、わたしはコントロールできないんだ」

「ぼくは勝手に、ストレスが原因なんじゃないかなんて思っていました。美み郷さとさん勉強も運動もまじめすぎるぐらいにがんばっているから。それに、美郷さんの成績とかを妬ねたむ人もいるみたいだし……」

「そんなこと自分ではストレスだと感じたことはないし、周りの気持ちだって仕方がないことだ。他人はコントロールできない。他人に完かん璧ぺきを求める人間は、その人自身が完璧にはなれないんだ。……山やま県がたは、みんなに好かれたいか？」

「ぼくは、他人に……期待してないんだと思います。一度仲良くなったとしても、どうせ裏切られたり、離れたりしてしまうんだから、だったら最初から関かかわらないほうがいい」

「では、わたしもいずれ山県と離れてしまうと、そう思ってわたしと話しているのか？」

「ごめん、そういう意味で云いったんじゃなくて……」

「いや、意地悪な質問をしたわたしが悪かった。しかし、それは悲しいぞ。わたしが近づこうとしても、きみが遠ざかっていくのではな。……すまない、脱線した。それで、わたしが自分の体を焼いた動機は……やはり自分でもはっきりとはわからないよ」

「他人がコントロールできないように、自分の中にもコントロールできない部分があるっていうことですか？」

「うん。なかなか、いいことを云うなきみは。きみのことが好きになってきたよ」

「えっ、それってどういう……」

　ぼくは、美郷さんが云った“〝好き”〟の意味が、たぶんぼくの思ってる“〝好き”〟とは違うんだろうなと、そのときは思った。

「心には矛盾が多い。炎がわたしの腕を焦がし、燃やし、痛みを感じているというのに、なぜかやめられない。その痛さや熱さは、はじめは辛つらくて仕方ないが、続けているうちに慣れてくるんだ。痛みを感じなくなって、いつのまにか、赤々と輝く自分の腕を見み惚とれてしまっているんだ」

　ぼくは、もう二度と美郷さんには体を焼くようなことはしてほしくなかった。だから、美郷さんの両手を握って、彼女の目を見て云った。

「だめですよ。心の仕組みがどうであれ、もう自分の体を傷つけるようなこと、ぼくはしてほしくないです」

　どうして女の子にそんなことができたのか、いまでも不思議に思ってる。

「わかっている。人間は自分の欲望や衝動に克かつ努力をしなければいけないからな」

　美郷さんは、そのとき少しだけ笑ってくれた。

「山県。今度、わたしと一緒に走ってみないか？」

「え!?　でもぼくは、運動なんか……」

「ゆっくり、ゆっくりでいいんだ。わたしもペースを合わせるから」

「ぼくは、美郷さんの足手まといになってしまうから……」

「山県、わたしがなぜ走っているのか、教えるよ。ゴーレムがE=mcで動いていることは、前に話したな。それはつまり、心肺機能で動いていないということだ。わたしの呼吸も、ただの演技だ。それで、E=mcがもし式どおりに機能していれば、人間よりも圧倒的にエネルギー効率がよくなるはず。わたしも、超人的なスピードと持久力で走れるということになる。でも実際はそうはならない。エネルギーのロスが大きすぎるんだ、ゴーレムは。わたしは、操そう形けい学がくを知るにつれて、なぜそうなのか、疑問に思った。だから、走ってみることにしたんだ。精神の意志で、どこまでエネルギーを使えるようになるのか、ゴーレムの限界を調べようと思っているんだ」

「そうなんだ。そんなこと考えるなんて、美み郷さとさんって、本当にすごいですね」

「だが、それだけじゃない。もっと単純に、走ることは、人間と同じように気持ちいいことなんだと、陸上部に入ってからわかるようになったんだ。だから、その気持ちよさを山やま県がたにも、味わってもらいたいんだ。イヤか？」

　美郷さんのまっすぐな視線に、ぼくは首を横に振ることはできなかった。

　……そんなふうに、美郷さんはぼくにいろいろとアドバイスをしてくれたし、自分のことをさらけ出してくれた。だから、何か彼女に恩返しをしたいと思い、あることを考えた。

「なんだこれは。これを、ここでやるのか？」

　花火を、美郷さんと一緒にやろうと思ったんだ。禁煙者が、気を紛まぎらわせるために噛かむニコチンガムのように、花火をすることによって自分の体を焼くことを忘れさせたかった。自焼なんかよりも、もっときれいで楽しいことがあるんだということを、見せたかった。

　廃はい屋おくの近くの砂浜で、花火をやった。小学校の頃ころ、家族でやったとき以来の花火だった。独ひとりでやる花火ほど寂しいものはないのでずっとやらなかったけど、そのときのぼくには美郷さんがいた。

　ねずみ花火に火をつけたとき、それは回転しながらぼくを追いかけてきたので、走って逃げた。そのときはじめて、美郷さんが声を出して笑ったのを聞いた。



　美郷さんと出会ってからもう何日も一緒の時間を過ごして、気づけばもう夏休み直前だった。ぼくは未来を意識し始めていた。一緒に受験勉強をして、同じ大学付属の高校に入って、いろんな楽しいことを、二人でもっともっとしたいと思っていた。

　そんなとき、夜の廃屋に、美郷さんではなく、彼女とそっくりな美み國くにさんが一人でやってきたんだ。

「山県須弥しゆみくん、だね？」

「美郷……さん？」

「残念、あたしは美國だよ。千ち葉ば美國、美郷の双子の妹的存在。よろしくね♪」

　美郷さんと違って、ずいぶんと愛あい想そうがよく、ちょっとなれなれしい感じの女の子だった。顔は似ていたけど、ヘアバンドはせず、前髪は下ろしていて、雰囲気は違っていた。

「今日、美郷は来ないよ。あたしが、代わりに来たの。それでね、きみを、これから赤あか石いし先生のところに案内したいと思うんだけど」

　ぼくは美み郷さとさんたちが住んでいるマンションに連れて来られ、赤あか石いし先生に会った。そして、まるで陳ちん腐ぷなＴＶドラマのような、医者が患者の家族に病気の宣告をするようなことをされたんだ。というかそれそのものだった。横に立ってる美み國くにさんがナースに見えた。



「美郷は、体が結晶化する、不治の病に冒おかされている」



　先生が云いうには、その病気は、ゴーレムの癌がんのようなものらしい。美郷さんの『素材マテリアル』の炭素が、少しずつ結晶に、ダイヤモンドになっていく。そうなると、その部分の自由度がなくなり、変化させることができなくなる。それだけじゃなく、その部分に関する運動も感覚も奪われる。麻ま痺ひみたいなものだ。患部を切除することはできるらしいけど、病気そのものは治らないから、結局またどこかで発症し、そして進行し、最終的には体全体が結晶になるんだ。そうなると、ゴーレムはどういう状態になるか──

　人間で云えば、全身麻痺で、意識だけがある状態だ。感覚もなく、自分が動いているかどうかもわからない。ただ、真っ暗な無の中に、心だけがひとりぼっちで浮かんでいる状態になる。何も見えず、何も聞こえず、何も味わえず、何も触さわれない。もう走ることも、自分で腕を焼いて痛みを感じることすらできなくなる。入力も出力もない、ただ考えるだけの、もの。もうそれは、苦痛よりも、死よりも、辛つらくて、怖いことだ。そんなの、想像するだけで、もう……頭が狂いそうだった。美郷さんが、自分の好きな人がそうなると思ったら、なおさら……

　自焼行為が病気の原因なのかと、ぼくは先生に訊きいた。先生も美國さんも初耳だったらしくて驚いていたけど、それから先生は「病気を感じた彼女が、自分の体を実感したくて無意識にやっていたことではないか」と解釈していた。病気の直接の原因は『炎の呪じゆ紋もん』で肉体を焼いたことだと云ってたけど、実際はよくわかっていないみたいだった。そして、治療方法も見つからなかったらしい。

　先生は、美郷さんを救う方法をぼくに云った。それは、美郷さんを絶望させること。もう病気が治らないのなら、無の中にひとりぼっちで生かすよりは、精神にダメージを与えて死なせたほうがいいというのが、先生と美國さんの結論だった。それが作り主としての“〝責任”〟の取り方だと云った。だからもう、ぼくは美郷さんと会ってはいけないと云われた。先生と美國さんにしばらく説得されて、そうしたほうがいいと考えるようになって、云われるがまま美郷さんとはしばらく会わなかった。

　けれど、絶望させるなんて、どうしても納得できなくて、ぼくは会わせてほしいと先生に頼んだ。先生は拒んだけど、そのやりとりを隠れて聞いていた美郷さんが、あとから廃はい屋おくにいるぼくのところに来てくれた。彼女も、一度はぼくのことを諦あきらめようと思ったらしいけど、できなかったみたいだった。

　美郷さんは、死よりも、束縛された生を選んだ。そしてぼくは、絶望させなかった“〝責任”〟を取ることを約束した。先生が諦めた操そう形けい学がくを勉強して、必ず結晶の中から救い出すって。だから望みを捨てないで、ずっとずっと待っていてほしいと伝えた。

　──そして、中三の夏の終わりの頃ころ、彼女は結晶になった。



　そこまで自意識の中で優勢だった山やま県がた須しゆ弥みがだんだんと薄れ、森もり田た友ゆう二じが再び戻ってきた。千ち葉ば美み郷さとと出会った分ぶん岐きと並行して存在する、ぼくが本来生きている乾いぬい琴こと子こと出会った分岐にジャンプして復帰した。

　森田友二。

　ぼくは、森田友二だ。もう少しで、忘れそうになりそうだった。

　──苦痛よりも、死よりも、辛つらくて、怖いこと……

　ぼくの心の中には、その存在がとくに強く残っていた。



「……んぅ。……なんだ、いまの……」

「ああ、戻ってきたね」

「山県くん、いったい、これは……」

　……ぼくは……ずっと結晶の中に映ったものを凝視していたようで、そこから目を離しても風景になかなかピントが合わなかった。何度か目をしばしばさせて、やっとそこが元のマンションのリビングだと確認した。

　ゲーム画面の青白い光に照らされている山県くんの顔が見えた。ボリュームを抑えたゲームのＢＧＭが流れていた。

「森田くん、さっきまで何を見ていたか、憶おぼえてるか？」

「あ……うん。でもなんて云いえばいいんだろう？　山県くんの記憶がぼくの中に入ってきた感じがして、それから……美郷さんとの想おもい出を一気に体験したような……」

　……そうか。山県くんが自分の家に帰らずここに泊まるのも、結構前に発売されたこのゲームをいまやっているのも、そんな理由があったからなのか。

「なるほど、やはりぼくの視点と同化したか……。それ……ぼくに」

　ぼくは山県くんが差し出した手にダイヤの塊かたまりを返した。彼はコントローラーを置き、両手でそれを包んだ。

「おそらくきみが見たのは、このダイヤの魔法物質としての性質が生み出したものだろう」

「魔法物質？」

　このダイヤは、魔法物質でもあるのだろうか？

「この結晶がどんなふうにできたかも、見たね？」

「……炭素の美郷さんが、結晶になって、それで……」

「そう、これは通常のゴーレムと順番が逆なんだ。炭素という『素材マテリアル』から生まれたゴーレムが、もう一度『願望』を持った『素材』──ダイヤモンドに戻ってしまったものなんだ」

　さっきまで追体験してきたことを思い出せば、それはすんなりと納得できる。

「美み郷さとさんはいまでも『願望』を発している。『願望感受能力』をぼくもきみも持っているから、それを聞くことができる。そして美郷さんがこの中から発信しているのがもう一つあると、最近気づいた。それが『想おもい出』だ。これを覗のぞき込むたびに、彼女はそれを見せてくるとわかった。森もり田たくんが見たのは、厳密にはぼくの記憶ではなく、ぼくと美郷さんの間の記憶なんだよ」

「間の……」

「最初は、ぼくが回想しているだけだと思っていた。でも、本当にもう一度体験しているようで、あまりにもリアルだったから、それは美郷さんが見せてくれているものだとわかったんだ。それがこれの魔法物質的性質だと推測した。試しに美み國くにさんにも見せてみたけど、彼女が見たのは、どちらかの視点ではなく、ぼくと美郷さんを傍はたから見ているような映像だったらしい。そしていまきみでも試してみた。なんの前フリもなくやって、ごめん」

「……うん、驚いたよ」

「森田くんと乾いぬいさんのことをレポートで知って、ぼくときみは、出会った女の子こそ違えど、同じように生きてきたと、勝手にだけど思った。だから、おそらくぼくの視点と同化するだろうと踏んでいた。そのとおりになった」

「ぼくも、今日山やま県がたくんを見たときから、同じだと感じてた。……でも、そんな大切な想い出を、他人のぼくに見せてもよかったの？」

「最初は美國さんと違って、きみたちに話すのには乗り気じゃなかったけど、やっぱりきみにはぼくから話そうと考え直した。レポートできみのことを知ったから、ぼくのことも教えなきゃ不公平だ、というのもある。それに、美郷さんが想い出を見せたくない人には、それは見えないと思っていたからね。ぼくの視点と同化したということは、やはりきみに可能性があるということだ」

「可能性？」

「想い出を見たきみなら、きみたちをここに呼んだ理由はもうわかっただろ？　美國さんは、単に仲良くしたいって感じで話してたけど、もっと明確な目的があったんだ。──美郷さんを救い出すのに、協力してもらいたくて、ここに呼んだんだよ。おそらく明日には美國さんがそれを全員に話すだろうけどね」

　ずっと遠い目をして話していた山県くんが、ぼくのほうを向いた。

「美郷さんが結晶になって、もう二年近く経たつ。その間、彼女を救い出すために、ずっとここに通って操そう形けい学がくを勉強し続けているけど、いまでもそれは達成できていない。中から『願望』が聞こえるのは、まだゴーストが生きている証拠だ。彼女が無の中で待ってくれている間は、ぼくも諦あきらめるわけにはいかない。『美郷さんを救えれば、他ほかのことはどうだっていい』と思っている。何をしたって構わない、どんな可能性でも試したいんだ。森田くん、美郷さんを救うのに協力してくれないか」

「……うん、もちろん協力はしたいよ。でもぼくは媛ひめさんには全然敵かなわないから……」

「わかってる。もちろん片かた倉くらさんにも頼むつもりだ。でもそれは、正攻法でのやり方になると思う。先生の治療の試みを追いかけて、それからレポートを基に、精神を移し変える方法を考えるだろう。でも、疑うわけではないけれど、成功する可能性は低いと思う。だからこそ、森もり田たくんのような人からの、アイディアが欲しいんだ。正攻法ではない、誰だれもが思いつかなかったことを、いまいちばん求めている」

「……いきなり云いわれても、難しいよ」

「操そう形けい学がくは、相手を想おもう気持ちが大事なんだ。ぼくが美み郷さとさんを想っているのと同じように、乾いぬいさんを想っているきみなら、きっと何か、閃ひらめいてくれると思っている」

「わかった、って安請け合いはできないけど、考えて、みるよ」

「ありがとう。明日連絡先を教えるから、何かあったら、直接ぼくに伝えてくれ。……じゃあ、もう寝ようか」山やま県がたくんは、そう云ってゲームの電源を切った。「本当はゲームなんてやってる場合じゃないってわかってるんだけどね……。研究が煮詰まっちゃって」

「息抜きは、必要だと思うよ」

「ああ、ありがとう。……結局、今日も救えなかったな」

　彼は結晶を握り締めたまま、布団ふとんに横になった。

　部屋の電気を消して、ぼくもまた横になる。そして、いろいろな情報でパンクしそうな頭の中から、あの言葉がまた浮かんだ。

　──苦痛よりも、死よりも、辛つらくて怖いこと……

「苦痛恐怖」のぼくは、美郷さんの「自焼行為」を山県くんの記憶の中で目まの当たりにしただけでもいたたまれないのに、痛みよりも怖いこと──「無の中にひとりぼっち」というものが存在するという事実に、対応できなかった。「そんなものが、あるわけない」と否定したかったけど、さっきの体験をなかったことにできるわけないし。考えるだけで、暑さが原因ではない不快な汗が全身から滲にじみ出てきた。

　こうして目を閉じていたら、もう二度と目を開あけられなくなって、全身金縛りになって、心だけの存在になるんじゃないかってものすごく不安になってくる。だから、無理にでも目を開けた。布団から起き上がって、ソファーに深く座り込み、開いた窓から入ってくる涼しい風と街の光を感じて、「大丈夫、自分にはまだ感覚がある」と自分に云い聞かせた。

　さっき山県くんがやっていたゲームには、ストーリーに分ぶん岐きがある。プレーヤーの選択によって、主人公たちが歩む人生が変化するんだ。それによって、一方で味方になるキャラが敵に回ったり、生死も変わったりする。そして……出会う女の子も変わる。

　ぼくが山県くんに感じていた相似性は、ダイヤが見せた想い出によって、「彼はぼくの別ルートなんだ」という実感にまで辿たどり着いた。同じ人間が、ある分岐点で、違う女の子に会ったらそれぞれどうなるかというのを体現しているのが、ぼくであり山県くんなんだ。

　乾さんも『卵』の実験で失敗していたかもしれない。彼女が炭素ゴーレムになり、結晶になってしまったら、ぼくだって絶対に絶望させることなんか選ばなかったはずだ。

　──どうしても、どうしても結晶の中から彼女を助け出して、山県くんにもう一度会わせなきゃ。痛みよりも怖いことを、この世から消さなきゃ。

　そうじゃなければ、ぼくは落ち着いた気持ちで生活できない。自分の中に、そんな強迫めいたものが発芽したのを、はっきりと感じていた。



　　　　２



《千ち葉ば美み國くにの話　その３》

　和室に、布団ふとんが四つ並んでいる。

『ここにいてもいい場所』として存在理由を人間に与えるという、この部屋自体の存在理由が、果たされていることを確認できる瞬間だ。なんて小難しく考えても仕方なくて、要するに、この場所の広さを感じなくて済んだのが、単純に嬉うれしいんだ。こうして窓際に寄りかかって見ると、隙すき間まなく敷かれた布団に安心する。

「今日、スッゴク楽しかったね！」

　あたしは堪たまらず、いちばん奥の布団にあぐらをかいて座っている唯ゆいに声をかけた。

「…………」

　彼女は、両手の指先をじっと観察していた。

「ね！　楽しかったよね！」

「……あ？」むくっと顔を上げた。「いま、ボクに同意を求めた？」

「うん！　他ほかに誰だれもいないよ」

「まあ、楽しかった、かな？　いろいろとどうもね」

「どーいたしまして！」唯から感謝の言葉を聞いて、嬉しくなった。再び手に視線を戻した彼女に、訊きいてみる。「唯ってさ、自分の手ばっかり見て、もしかしてナルシスト？」

「……いきなり臆おく面めんもなく云いうなぁ。手が好きなだけだよ」

「ふ～ん」

　彼女が最初、邪険な態度をとっていたのには気づいていた。でも、だからってあたしまで逃げ腰なんじゃいつまで経たっても距離は縮まらないと思うから、こうして話しかける。

　そうすればだいたいの人は、心を開いてくれるんだ。

「お風ふ呂ろ、入ってきたよ」

　Ｔシャツと半パン姿の琴こと子こが頬ほおを上気させながら戻ってきて、あたしがいつも使っている鏡の前に座った。

　琴子も、最初は人見知りしていた。こういうコも、かわいいと思う。話してみたら、やっぱり面白い人だった。

　そう、つっぱっててもシャイでも、ホントはみんな誰かと繋つながりたいんだってわかってる。ただ警戒心が強くて、自分から云いだせないだけ。だから、あたしから声をかけてあげるんだ。怖くなんかないんだよってこっちから伝えてあげれば、絶対仲良くなれるはずなんだ。

「琴子ちゃん」やはり手を見たまま、唯が云う。「友ゆう二じと寝たかった？」

「へ!?」唯ゆいのほうを振り返る琴こと子こ。

「残念だけどそれはダメだからね。隣の部屋で×××××されたら、嫌だから」

「そんな、ウチ何も云いってないよぉ。……×××××って何？」

「あたし知ってる」会話に加わってみる。「ＢＢＳ用語だよね？」

「びーびーえす？　ますますわかんない」

　いいなあ、女同士の猥わい談だんって。陸上部でも女部員だけ部室に集まってよくしてるけど。

「みくちゃん」琴子がこっちを向いた。「……あのね、その……」

「何？　遠慮しないでいいよ」

「うん、あのね……。みくちゃんも『卵』から生まれたんだよね？　でさ……その、胸って最初からそんなに膨らんでた？」

「ん？　あぁ、胸ねぇ。最初からあるわけないじゃん。あたしが作られたのはまだ中学前だったからないのは当然だったし、それから徐々に胸が出てきたよ。って云っても、あたしだって大きいほうじゃないと思うし。なんで？　……あ、もしかして琴子って自分の胸気にしてるの？　だーいじょーぶだよ、琴子は『卵』から生まれたばっかりなんだから、これからおっきくなるよ」

「……そうかなぁ」琴子はＴシャツの襟えり元から自分の胸を覗のぞいた。「でも、ウチ成長期終わったしなぁ」

「性徴はまだじゃないのさ」唯がすかさず口を挟む。「第二次性徴は」

「……にじ？」絶妙な間のあと、ボンッて感じで真っ赤に。「じ、字が違うよぉ！」

「琴子ちゃん、ボクが揉もんであげようか？」唯が両手を自分の顔の前に持ってきて、もみもみしてみせた。「揉むと大きくなるんだってさ」

「ひッ！」琴子は椅い子すから落ちる。「や、やめてぇ。ウチ揉むほどないからぁ」

「じゃあくりくりは？」今度は突起があるかのようにくりくり。「くりくりくりくり……って」

　どうも琴子って、相手の嗜し虐ぎやく欲をくすぐってしまう性格をしているらしい。真性のＭって感じ。こちらが取り立ててＳじゃなくても、いぢめたくなる。あたしも攻めに回ることにした。

「くりくりー♪」

　唯とあたしで、親指と人差し指をくりくりさせながら琴子ににじり寄る。

「うわーッ！」

　あ、逃げた。

「た、タモさま助け──！　むぐ──！」

「ど、どうしたの！」

　男性陣の寝室になっているリビングの入り口で捕まえ、唯が琴子の口を塞ふさいだ。

「こら、男に助けを求めないの！」

「お騒がせしましたー」とあたしは笑って彼らに頭を下げた。

　和室へ強制連行。

　ひとしきり布団ふとんの上で３Ｐに耽ふけった。遊びで。

「や、あはぁ、んぁん……」

　……琴こと子こいま感じたでしょ。

「…………」

　研究部屋に行っていた媛ひめが本を持って戻ってきた。冷ややかな視線で一いち瞥べつされた。

「お」唯ゆいが何かに気づく。「あんたの巨乳って気持ちよさそう。触さわらして？」

　標的が媛に移ったらしい。

「……な？　は？　え？　う？」

「揉もましてくれ！」

「あたしも触りたいー！」



    

  
    
      



    

  
    
      「──!!」

　擬似４Ｐ。

　ドタバタじたばた……

　──すごく楽しい！

　部活の合宿か修学旅行みたいなこの雰囲気に、テンションが上がった。

「やめてくださいってば！」

　媛が堪忍袋の緒を切らしてそう叫さけび、終了のゴングが鳴った。それぞれの布団に戻る。

　息を切らして、唯ゆい以外のＴシャツが大きく上下していた。

　呼吸が整うまでしばらく待ち、布団ふとんも整える。みんな寝転がり、媛ひめがあたしの隣の布団でうつぶせになって本を開いたところで、あたしが話を切り出した。

「よーし、みんな揃そろったから、今度は女だけでしかできない話しよう。コイバナしようよ」

「……やだよぉ。なんか展開が読めちゃうもん」

「んじゃ云いい出しっぺのみくちゃんさんに最初に云ってもらうべ。ボクちょっと訊ききたいことがあったんだ」

「なぁに？」

「さっきの琴こと子こちゃんが訊いたことに近いんだけどさ、みくって『卵』から生まれたんだよねぇ。てことは、誰だれかに抱かれるために生まれてきたの？」

　三人の視線があたしに集まった。いきなり、コアな質問だなぁ。

「まあ、ね。でもそれは将来的に、だから。その相手とかはまだ全然決まってないから」

「そんな曖あい昧まいな『願望』で、よく『卵』が反応しましたね」

「先生こんなこと云ってたよ。『願望』を作るコツみたいなのがあるって。自分の中にその芽を発見できれば、どんな『願望』を作るかは『禁欲』によってある程度コントロールできるって。琴子と違って、具体的な相手とかは特定されない『願望』を先生が生み出して、あたしを作ったんだよ」

「『禁欲』ですか」

「相手決まってないって、彼はどうなのさ？」

「彼って……須弥しゆみくん？　須弥くんとは無理だよ。ちょ、もうあたしのことはどうだっていいでしょ！」

「……ふーん。ま、深くはつっこまないけどね。ボクはてっきり琴子ちゃんみたいに、ヤりたいヤりたいってなってるのかと思ってた」

「唯さん！　もう！」

「まじめに云ってるんだよ。ゴーレムってさぁ、明確な存在理由を持たなければ生まれないけどさ、生まれたあとそのレーゾンデートルって、その人の囚とらわれになっちゃうような気がするんだ。それにばっかり固執してさぁ、他ほかのことが見えなくなって。それで誰かに『ここにいてもいい』って云われないと、なかなか落ち着けないんだよ」

「……なるほど。それは、そうかもしれません」すぐに反応したのは媛だった。

　レーゾンデートルって、倫理の授業で聞いて以来だ。たしか、存在理由とか存在価値という日本語をフランス語に訳した言葉だったはずだけど、ちょっとカッコいいかも。

「ま、ボクの実体験から考えたことだけどね。琴子ちゃんも、早く友ゆう二じとエッチできるといいね」

　琴子ちゃんの顔が、電球みたいに赤く発光した。

　媛がふあぁとあくびをし、眼鏡めがねを外したので、電気を消してから話を続けることにした。薄明かりだけが窓から差し込んでいる。こういう声だけのチャット感覚も、久しぶりだ。

「でも、三人ともホントに仲良しだよね」

「んー、そうなのかなぁ？」

「えぇ!?　なんでそこ疑問形なの？　ウチはそうだと思ってたのに……」

「いや、そういう意味じゃなくて。仲良しっていう“〝普通”〟の言葉で関係を表現されるのが嫌だなって思って。もっと特別な何かをさ。いまこうして四人並んでるけど、もしかしたらずっと他人だったわけで……」

「唯ゆいさんて、そういう鋭いことをたまに云いうよね。さっきの存在理由とか、ドキッとしちゃうよ」

「こういう話、キライ？」

「ううん。尊敬する」

「いやぁ」

　唯って、すごく格好いいと思った。芯しんが通っていて、ウイットに富んでて、さばさばしてて。あたしには、真ま似ねできないなぁ。

「森もり田た先輩が」媛ひめが小さな声で云った。「わたしたちを繋つないでいます。ここに来るようにアドバイスしてくれたのも先輩ですから」

「うん、そうなんだよ。不思議なことに」

「媛ちゃん」琴こと子この声が大きくなる。「媛ちゃんて、その……んと、タモさまのこと……。ごめん。なんでもないよ」

「いいんですか？」

「う、うん」

「じゃあ、わたしは眠ります。今日は、疲れました……」

　あたしは媛を間に挟んで話すのを避さけるために、鏡の前の椅い子すに移動した。そして三人で、小声で会話を続けた。

「ねぇ、この部屋って、何人くらいゴーレムがいたの？」

「あたしが生まれてくる前は結構いたみたいだね。最高で八人だか九人だか云ってた」

「そうなんだ……」

「そういえば昼間、カルテとか気にしてたね。どうして？」

「ん、ちょっと気になっただけだよ」

　──？　ちょっと、という感じじゃなさそうだったけど、琴子はそれ以上云わなかった。気まずそうだったから、あたしが話題を変えた。

「唯は、好きな人とかいないの？」

「いる」

「いるの!?　聞いてないよウチ」

「とってもかわいい男の子」

「それってもしかして……だめだめだめだよそんなのぉ」

　男なんかいらないって感じの唯が、好きになる男の子って、やっぱり……？

「ロロっていう名前のね」

「……なあんだ。脅かさないでよぉ」

「ロロって？」

「唯ゆいさんちのペットだよ。かわいい犬」

「なんだ犬か。てっきり友ゆう二じくんかと」

　唯は意地悪く笑った。

　そして笑い声が収まった、そのとき──

「ん、おにいちゃ……うん、んふぅ」

　媛ひめがちょっと色っぽい声で寝言を始めた。あたしたちはすぐに聞き耳を立てた。……何も云いわなくなったので、小声で訊きく。

（……いま、おにいちゃんって云ったよね。それって本当のおにいさん？）

（うん）琴こと子こも小声になる。

（媛って、ブラコンなの？）

（そう、なのかなぁ）

　声に反応したかのように、もぞもぞ媛が動いた。

「んぁあ、友二さぁん……にゃぁ……」

「!!」「!?」二人とも、がばっと体を起こした。

「き、聞いたいまの。友二さんって……」

「さっきは先輩って呼んでたよね。なんで寝言では違うの？　友二さんなんて、新婚夫婦みたい」

「もう、なんで。なんでなのぉ」琴子は頭を抱えた。

　焼肉のときのこともあるし、やっぱり媛も友二くんのことが好きなのかなぁ。

「琴子ちゃん、恋こい敵がたきが……」

「あぁ、媛ちゃんの考えてることが、わかんないっ」

　面白くなったので、あたしも加わってみる。

「あたしも、友二くんかわいいと思うよ。好きになっちゃうかも」

「待って、おかしい、おかしいから。落ち着いてみんな」

「あははは」唯が口を開あけて笑ったのが、薄明かりの中で見えた。「ホントおかしい、“〝普通じゃない”〟よ、ここの女たちは。ヘタレの友二なんかを好きになるなんて。……でもま、結局友二が本当に心を開くのは琴子ちゃんだけだって、ここにいる四人ともわかってるから、大丈夫さ」

「うん。あたしもレポート読んだから、わかってる。あのね、女の子が男の子に“〝かわいい”〟って云うのは、恋愛対象じゃないってことだから、安心して」

「焦らないで、じっくり攻めなよ」

「……うん、がんばる」

「がんばって！」

　と、あたしは琴こと子こを心から励ました。

　──そっか、真性Ｍの彼女が優位に立てるのは、さらにドＭの友ゆう二じくんだけなんだね。

　他人の恋って応援したくなる。ホントに、がんばってほしいと思った。……まだエッチしてないんだ。初うい々ういしいし、微笑ほほえましいなぁ。



　話し疲れて、みんな寝静まった。あたしは今日のことを思い出していた。

　部活は休むって伝えておいたのに、他ほかのマネージャーの一人がダウンしたとかで、結局呼び出された。断ることができず、須弥しゆみくんをここに残してしまった。ごめん。

　それから、部活を早めに抜け出して、駅で唯ゆいたちと出会った。やっぱり、いい人たちだった。この人たちには、最初から全部話せると思ってた。焼肉もしたし、花火も『眠らない山』も見せてあげたし。四人の強い結びつきの中に、あたしも加わりたいなって思う。

　この部屋が、久しぶりに賑にぎやかになって、寂しさを感じなくて済んだ。……ううん、違う。自分の寂しさよりも、みんなが喜ぶのが嬉うれしいって思わなきゃダメじゃない、あたし。

　そして明日は──美み郷さとのことを話さなくちゃ。たぶん重い話になると思うから、いまの楽しい雰囲気を保てないのは心苦しいけど、媛ひめだけがあたしと須弥くんの希望だから……

　明日になったら、みんな帰っちゃうのかな。でも、媛だけは残ってくれるかもしれない。操そう形けい学がくの資料は、ここにいちばんあるわけだから。……ううん、あたしったら、なんて自分勝手なこと考えてるの？　みんなにはみんなの生活がある。『ここにいてもいい』って感じられる場所を持ってるんだから、そこに帰るべきなんだ。あたしの寂しさなんて、理由にならないよ。

　眠ればすぐ朝が来てしまうから、四人で寝ている──一人じゃないんだってことを感じていたくて、起きられるだけ起きていた。
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　旅行、二日目。

　午前、赤あか石いし先生のマンションのリビング。

　ぎらぎら太陽が昇ってきて、今日も暑くなることを予感させた。「痛みよりも怖いこと」を考えすぎて眠れなかったぼくには、その予感だけで気分がずっしりと重くなった。

　朝食をとったあと、美み國くにさんはリビングに全員を集めて、美郷さんのゴーストが封じ込められている結晶について話をした。テーブルの真ん中に、その結晶が置かれていた。昨夜ダイヤの中に映された想おもい出は山やま県がたくんの主観だったので、だいぶ私情が織り込まれていたけど、美國さんは客観的な事実だけを伝えるという感じで説明した。

『卵』による肉体ゴーレムの実験に失敗して生まれた美郷さんを、『炎の呪じゆ紋もん』によって炭素のゴーレムにしたこと。そのあと、実験が成功して美國さんが生まれたこと。結晶化という感覚も運動も失って虚無に取り残される病気に、美郷さんが罹かかっているのが発覚したこと。先生でもその病気の治療方法が見つからず、結局彼女を絶望させて死なせることを選んだこと。一度は全員がそれに同意したが、山やま県がたくんと美み郷さとさんが絶望を拒み、美郷さんは結晶で待ち続け、山県くんは操そう形けい学がくを勉強して救い出すと決意したこと。美み國くにさんはそれに協力しようと考え直したこと。媛ひめさんをここに招待した目的が、単なる情報交換ではなく、問題の解決に力を貸してくれるよう頼むことだったこと。

「ごめんね。あたしの勝手でここに呼んだりして。でも、協力してくれないかな、媛。美郷はあたしの姉みたいなものだから、山県くんと同じように、どうしても助けたいって思ってる。媛の研究は、もう先生を超えている部分があるから、希望はあると思う。いまは他ほかに頼る伝つ手てがないから、お願い！」

「わたしが、どこまでできるかはわかりません。先生もできなかったことを……」

「ここにある資料は、全部使っていいって云いわれてるから」

「ぼくからも、お願いします。ぼくはずっと先生のやってきた治療をまとめてきました。それを見て、アドバイスだけでももらえませんか？」

　媛さんは少し間をおいて、答えた。

「わかりました。美郷さんがいつ諦あきらめるかわからないんですよね。だったら時間はありません。ここに残って研究してみようと思います。しばらく泊めてもらってもいいですか？」

「いいよ。当たり前だよ。媛、ごめんね、こっちの勝手でこんなお願いして」

「ありがとうございます。美郷さんのために、よろしくお願いします」

　媛さんと山県くんは、さっそく互いの研究を照らし合わせ始めた。美國さんはそれに付き添っていた。残されたぼくたちは、外には行かず、それぞれのことをしていた。ぼくはテレビで高校野球をぼーっと見た。自分の県の代表が、勝った試合だった。乾いぬいさんは宿題が遅れているからとテーブルで勉強し、たまにぼくに質問してきた。唯ゆいさんはベランダからの景色をスケッチしていた。

　昼食後、帰り支度をする。媛さんは家に電話をかけた。

「あ、おにいちゃん？　あのね、わたしこっちにしばらくいることにしたの。やらなきゃいけないことができたから。……そう、ゴーレムのこと。……うん、うん、大丈夫。だからね、着替えとかノートとかいろいろ送ってほしいの。必要なものと住所をメールに書いておくから。……え？　きーちゃんは送ってこなくていいよ。本屋に、うん。……へ、下着？　だ、だめだよおにいちゃんが触さわったら。それはきーちゃんに、うん、わたしの部屋に入ってもダメ！　……じゃあ、そろそろ切るから。うん、それじゃあね」

　媛さんは電話を切るとすぐに、ソファーに座っているぼくを見た。顔が赤かった。

「先輩、いまの聞きました？」

「聞いてない。なんにも、聞いてないから」

　──実の妹にセクハラするなんて、なんて“〝おにいちゃん”〟だ！　許せない！

「……すいません。忘れてください」

「媛さん、照てらすさんと会えなくて、寂しくない？」

「それは心配しないでください。研究に没頭していれば他ほかのことは忘れますから。……これですよね、わたしの次の目標って」

「うん。でも、無理はしないで。体に気を付けて」

「はい」

　媛ひめさんの顔が、ぱっと明るくなった。

　──よかった。これで、媛さんが持っている空からっぽが、しばらく埋められそうだ。

　そして、また意外なことを云いいだした人がいた。本当に、この人の行動は読めない。

「母さん、ボクだよ。えーっとね、しばらく家に帰らないから。……そう、前云ってた人のところ。少し、調べたいことがあるから。迷惑にならないって、ボクかさばらないから。父さんは？　今日も仕事か。休みいつだっけ？　寂しがるかな？　……大丈夫だよね。あのさ、ロロだけが心配なの。そうそれ、忘れないでね。昼間はダメだよ、熱中症になるから。散歩は朝やって。細かくない、ロロも生きてるの！　……ん。……それにさ、やるんでしょボクのお盆。ボクそんなの見たくないし、本人がいたらアレでしょ？　だから、まぁそれが終わる頃ころには帰るから……」

　唯ゆいさんも、ここに残るつもりらしい。電話を切ると、ぼくたちのほうを向いた。

「ま、みんなそういうことだから、ヨロシクね」

「…………」

「大丈夫。みくちゃんさんには云ってあるから」

　ここに残る意味って、もしかして、学校のことだろうか？

「友ゆう二じ」

「はい」

「……ま、心配すんなっ」

「……はい」

　ぼくの考えていることは、表情で彼女に読まれてしまったらしい。

「琴こと子こちゃん」

「何？」

「帰り、友二の隣に座れるよ」

「それはそうだけど……唯さんがいないと、寂しいよ」

「そう云ってくれて、嬉うれしい。へへ」

　唯さんは、照れ隠しに舌を出した。

　ぼくと乾いぬいさんは、玄関で媛さんと唯さんに手を振ってマンションを出た。そしてバス停のところで美み國くにさんにお礼を云って、別れた。



　午後、海が目の前に見える、独こ楽まヶが崎さき駅。

「乾さん、海、見に行こうか」

「……うん」

　一つ二つ電車を遅らせても時間的には大丈夫だ。駅のコインロッカーに荷物を入れて、地下道を歩いて線路の反対側に抜けた。

　陸りく繋けい島とうを目指して、砂浜に沿って作られた舗ほ道どうを歩いていく。松並木で日差しを少し避けられた。砂浜には海水浴客が見えた。芋いも洗いというほどではないにせよ、結構たくさんいる。よくない噂うわさがあっても、構わず泳ぐ人は多いらしい。おそらく、外部から来た人は少なく、独こ楽まヶが崎さき市に住んでいる人がほとんどだろう。

「水着、持ってくればよかった……」

「また来ようか」

「そんなこと云いって、タモさま泳がないんでしょ？」

「…………」

「それに、ちょっと水着は恥ずかしいかも」

　乾いぬいさんの健康色な肌は、海には合うかもしれない。なんて思いながら、ゆっくりと歩いていく。吹き抜ける海風が、日差しで火ほ照てった皮ひ膚ふを撫なでた。

　やがて、島の少し手前で、朽くちかけた木造の廃はい屋おくを発見した。想おもい出の中でも見たけど、そのときはすぐに美み郷さとさんが出てきて詳しく見られなかったので、いま観察してみる。舗道からは松林が視界を遮さえぎっているし、砂浜にもちょっとした岩場があって、見つけにくいかもしれない。

　廃屋の周りには漁師が使っていた形跡が見られた。脇わきには塗装が剥はげかけた小さな漁船があるし、茶色く汚れた発泡スチロールのブイのようなものが転がっている。壁には何本かたも網が立てかけられていた。

「タモさま、ここは……？」

「山やま県がたくんと美郷さんの、想い出の場所」

「……タモさまいつ山県くんとそんな話したの？」

「昨日の夜。ぼく、先に美郷さんのこと、聞いてた」

　本当は想い出の映像を見たんだけど、まあ話を聞いたことにしても大差はない。

「そうなんだ」乾さんはゆっくりと廃屋に近づいていき、そして振り返る。「静かで、いいとこだね」

　ぼくもあとに続く。

「ねぇ、中に入ってみようか。内緒で」

「…………」しばらく考え、そして云った。「んー、入らないほうがいいかな。二人の想い出の場所だから」

「そっか……。二人って、かなり惹ひかれ合っていたんだね」

「そう、みたいだね」

　美み國くにさんは、美郷さんの自焼行為のことや、ダイヤが見せる想い出のことなどは話していない。

「じゃあちょっと、あそこに登ろうよ」

　ごつごつした岩場をなんとかよじ登ると、強い海風がひゅおぉという音とともに吹いてきて、乾いぬいさんはサンバイザーを押さえた。上に立って景色を見る。山を含めた町全体が見渡せた。きっと夜になれば、山やま県がたくんの云いったとおり光が海に映って、きれいなんだろう。

「ねぇタモさま。ウチらの想おもい出の場所って、どこかな？」

「んー、どこだろう。……保健室？」

「ピアノがある体育館かな？　……ピアノかぁ」

　乾さんがため息をついた。

「……ウチ、体育館の記憶が残ってるって、前云ったでしょ？　それと、ハルモニアの伝説のことも、知ってるよね？　あれ、赤あか石いし先生の書いた本にあった話だからさ、もしかして、あたしを最初に作ったのは、先生なのかなって」

「そっか……。じゃあ、聞いてみればよかったのに」

「ううん、ウチ、自分の過去知りたくないんだ」乾さんは膝ひざを抱えてしゃがんだ。「両親からも、聞いたことない。教えられそうになっても、耳を塞ふさいで逃げたの。……だって、自分が生まれた意味なんかより、いまのほうが大事だもん。タモさまに、新しく自分のレーゾンデートルをもらったし」

「レーゾンデートル？　存在価値とか、そういう意味だったっけ？」

「カッコいい言葉だよね。唯ゆいさんの受け売りなんだ。でね、あそこに『カルテ』が残ってるって、みくちゃん云ってたでしょ？　もしウチのもあるなら、それを……」



    

  
    
      



    

  
    
      「欲しい？」

「燃やして、しまいたいよ」

「え？」

　そんなことを云いうとは思わなかったので、思わずぼくは乾いぬいさんを見た。彼女もまたぼくを、潤うるんだ瞳ひとみで見上げていた。悲しげな表情をしていた。

「過去のことなんか知りたくない。もし赤あか石いし先生がウチのこと憶おぼえてるなら、その記憶も消えてほしい。いまの体が、ウチなの。タモさまの『願望』がレーゾンデートルなの」

「乾さん……」

「タモさま！」乾さんは立ち上がり、ぼくの手を握る。「ウチね、自分のこと、好きになれなかった。ピアノ弾ひいてる自分も、医者の娘の自分も、ハルモニアの体の自分も全部嫌いで……。でもいま、一個だけ好きな自分があるよ。なんだと思う？」

「…………」

「ウチ、“〝タモさまを好きな自分”〟が好き。……この自分だけは、自分で愛せる」

　──こんなにかわいい乾さんが、ぼくの彼女なんだ……

「……ねぇ、いまキスのチャンスだよ？　まだ無理？」

　どうしてぼくは、こんなに怖がりで、意い気く地じがないんだろう。

「無理か……」手を握る力が強くなった。「でも、こうやって触れられてるから、きっと大丈夫だよね……」

「乾さん、ぼくは……」

「うん？」乾さんは小首を傾げた。

「あの結晶の話を聞いて、ショックを受けてるんじゃないかと心配してたんだ。もしかしたら自分もダイヤになっていたかもしれないって考えて。それか、自分だけが成功したことに罪悪感を持ってしまうんじゃないかって。でも乾さんは、ちゃんと自分の体を大切に考えてくれてて、安心した」

「きっとその罪悪感は、みくちゃんのほうが強いんじゃないかな？　だからこそ、みくちゃんは美み郷さとさんを救おうとしてるんだと思う」

「ぼく、山やま県がたくんと美郷さんにもう一度再会してほしいと思ってる。どうにかして救われてほしい」

　──そうすれば、きっと、乾さんに触れるのが、怖くなくなる。

　別ルートのぼくが救われれば、ぼくも救われるんじゃないか……と、なぜだかそんな気がしていた。というより、それ以外に、自分の恐怖を解消する手がかりがないように思えて、不安だったんだ。

「うん、そうだね」乾さんは、笑顔で云った。「じゃあ、帰ろっか。ウチらの場所に」

　岩場を下り、来た道を戻る。

「ねぇ、帰りの電車で、ウチ試したいことがあるんだ。ウチが少しずつタモさまに近づいていって、どこまでなら大丈夫なのか調べるの。手を握って、腕を組んで、体を寄せて、それから……」

「なんか、すごくエッチいよ、それ」

「えぇ!?　そうかなぁ」

　乾いぬいさんと、いつか、いろいろできるかなぁ……



　夜、自分のアパート。

　真っ暗な部屋で、まず目に入ったのは、留守番電話が入っていることを示すランプの点滅だった。

　再生。

『えーと、弟くんですか？　姉です。一いち華かです。久しぶり。お元気ですか。夏休みに入りましたね。お盆の帰省ラッシュにぶつからないように、そろそろ帰ってきてはどうでしょう。どうせ弟くんは人ごみだめなんだから。父さんも母さんも、寂しいと云いっています。えー……、ちょっと何母さん。え？　敬語？　だって留守電って緊張するんだもん。まったくこんな時間にどこほっつきあ』

『午後、８時、48分、デス』

　……夏休み中に、また長い時間電車に乗らなければいけないようだ。

　お尻しりが痛い。



    

  
    
      


第３章　鏡と虹にじと





　　　　１



《千ち葉ば美み國くにの話　その４》

「ああ!?　こんなところにいた！　捜したよー」

「やぁ」

　唯ゆいがそう云って、無表情で手を上げた。

　……マネージャーの仕事が終わったあと、広い校舎の中を捜し回り、やっと談話スペースで彼女を発見した。そこは廊下の壁が窪くぼんだところにあり、テーブルやベンチ、観葉植物の鉢、紙パック飲料の自動販売機などが置いてある。休みでなければ、いつも誰だれか生徒が談笑しているところだ。

　でも今日は夏休みの真っ最中。唯が一人、紙パックの牛乳をストローでちうちう暢のん気きに飲んでいた。

　あたしは少し呆あきれてため息をふぅと吐き、壁に付いている水道で手を洗い、りんごジュースを買う。今日は曇りなので、昼間だけど自動販売機の光が結構目立った。そして唯ゆいの正面に座り、ストローを刺す。

「仕事終わった？」

「うん。唯は？」

「ひととおり鍵かぎの開あいているところは見学させてもらった」

「どう、あたしの通ってる学校。いいとこでしょ？」

「……まあね」唯は遠い目をして、少し考えてから云いった。「ずいぶんと新しくて、高校って感じがしない。総合病院か、前に見学した大学に雰囲気が似てる。なんかつるつるぴかぴかしてて、高校生特有の生活感みたいなのがない。ま、汚いよりはいいけど」

「唯たちの通ってる学校は、生活感があったの？」

「ボクはもう通ってないけどね」

「あ、ゴメン……」

　自動販売機がぐおぉーと鳴った。

「生活感ってのは良く云いすぎだった。伝統校だからみんな狎なれちゃって、緊張感がなくなるのさ。『ま、少しくらいだらしなくてもいいか』ってみんなが思ったら、そりゃ汚れるわ。やっぱり、そっちのほうがダメだね」

　唯のことを、本人からある程度聞いた。一度死んで、もうこの社会では彼女は存在しないことになっているので、いまは学校に通えていないらしい。でも出席日数は足りていて、死後家に卒業証書が送られてきたそうだ。……それも、よく考えてみれば切ないなぁ。

　今朝唯から、学校を見学したい、と云われて、部活に行くついでにここに案内してあげた。あたしがゴーレムでも通えると云ったから、自分も通いたいと思っているのかもしれないけど、そこまでは訊きかない。彼女には一応カムフラージュのために、うちの制服──ブラウスとスカートに変身してもらった。普段着のときはカッコいいって感じだけど、これだとかわいい感じだ。

「でも、みくは大変だね。家では母親代わりだし、学校ではマネージャーだし。自分の勉強もあるでしょ？」

「ううん、へーきだよ。それに勉強は、あたしバカだから、諦あきらめてるから」あたしは笑って見せた。「えへへ」

　そう云って気き遣づかってくれるけど、その割に家での唯は、いつも自分のことばかりしている。媛ひめや須弥しゆみくんが研究に根詰めているのを尻しり目めに、パソコンで撮った映像の編集をしたり、スケッチしたり、ゲームをやったり。手伝いを頼めば、とくに料理なんかはやってくれるけど、云わないとそうやって遊んでいる。自分の時間の使い方を知ってる人なんだ。

　でも、あたしも人のことは云えないか。忙しいふりをしたり、「バカだから」って自分に云いわけしたりして、美み郷さとのことから逃げてるのかな……

「どしたん？」

「ん？　なんでもない、なんでもないよ」

　唯ゆいは「そ」とそっけなく云いって、また牛乳をちうーと吸った。

　あたしちょっと切ない顔しちゃってたかも。いけないいけない。

　まあ何はともあれ、唯がうちのマンションに居い候そうろうしてくれて、あたしにもこうして自然体で接してくれるようになったのは嬉うれしいなって思う。

　──あたしが陸上部のマネージャーになったのは、美み郷さとがきっかけだった。中学校のとき、走るのが大好きな美郷に、あたしが一緒に入ろうと誘ったのだ。

『ね、他ほかのみんなと一緒に走れば、タイムも伸びるかもしれないよ？』

『わたしは……独ひとりで走るのが好きだ。わたしと彼らの走る目的は、基本的に違う。ゴーレムだということが、いずれバレるかもしれないし』

『だからあたしがマネージャーになるんだよ。それだったら、フォローが利きくでしょ？』

『……しかし』

　そうやって渋る美郷を、ちょっと強引に陸上部に引き入れた。そこでも相変わらず独りで走っていたけど、双子姉妹が陸上部にいるって少し話題になったのは憶おぼえている。

　中学三年で美郷が結晶になったから、本当は高校での部活を変えてもよかったけど、続けることにした。中高一貫みたいなもので、顔ぶれが変わらないからというのもあるし、もし美郷が戻ってきたら、また陸上部に入るだろうし。それに、人に喜んでもらえるマネージャーの仕事は楽しいから。

「しかし、窓から陸上部見てたけど、校庭に人工芝とトラックがあるのはびびった」唯はデジカムの液晶画面をコキコキ動かしながら云った。「しっかり撮ったよ」

「いい環境だよね。国立は違うよ。遠征で他校の生徒に教えたら羨うらやましがられたよ。……あんまり画面動かさないほうがいいよ。壊れるから」

　美郷と唯は、独りでいるのが好きっていうところは似てる。でも、その種類は違うなって思う。美郷は本当に孤こ高こうって感じだったけど、唯は自由奔ほん放ぽうという言葉が合う。

　──またあたし、美郷を過去形で云ってる。まだ生きてるのに……

「ねぇ、ジュース飲んでいい？」

「……ん？　え、だめ、それあたしの」

「全然減ってないから、てっきり飲まないのかと」

「飲む、飲むよ」あたしはジュースを吸う。少しむせそうになった。「……ね、飲んだ、でしょ？　……こほ、こほん」

「冗談だよ。牛乳以外は飲む気ない。……さっきから、美郷さんのこと考えてたんでしょ」

「……バレちゃった。えへへ」

「彼女が戻ってきたら、彼のこととられちゃうもんね」

「そ、そういうことじゃないってば」

　なんでそういう話に、行っちゃうかなぁ。

「……早く、彼女のことが解決すればいいなぁ」

「……うん。美郷と須弥しゆみくんが、もう一度会ってほしいよ」

「そうじゃなくてみくが……」

「あたしが、何？」

「…………」唯ゆいは何か云いいたそうだったけれど「……ま、いいや」と云って立ち上がり、牛乳パックをゴミ箱に捨てた。「そろそろ帰るか」

「あ、待って、全部飲むから」

　あたしはむせないように残りのジュースを飲み干した。



　──彼のこと、か……

　帰りの道を歩きながら、あたしは過去のいろいろなことを思い出していた。それは自分の生まれたときまで遡さかのぼった。

　あたしは、知識は持っていたけど、記憶は持っていなかった。頭の中に言葉は渦うず巻いているのに、イメージが全然ない状態だった。それは記憶喪失の人みたいな感じだったっていまは思う。先生には『とくに想像によって作られた精神を宿したゴーレムの場合、作り主と同じかそれ以下の知識状態を想定することができる。必ずしも赤ん坊から育てる必要はない』とあとから説明されたけど、バカなあたしにはよくわからなかった。

　目を開あけたあたしは、言葉とイメージをどんどん繋つなげていった。まずは先生。あたしを作ってくれた人。それからあたし。鏡に映ったあたし。でもそれは左右が反対のあたしだってわかった。左右が同じあたしが近くいたから。それが美み郷さと。あたしと同じ形をした美郷。とにかくその三つの言葉──先生とあたしと美郷が、イメージとくっついた。

『先生、あたしは、美郷ですか？』

『あなたは、美み國くにだよ。美郷じゃない』

『美國……』

『そして、あなたはゴーレムなんだ』

『ゴーレム……あたしわかる。ゴーレムがわかる。あたし、ゴーレムだ』

『よかった。言葉もちゃんとわかっている。成功だ。……よかった』

　成功。あたしは成功。成功！

『美國、わたしは美郷だ。美國と同じだけど、同じじゃない。わたしは、失敗なんだ』

　失敗。美郷は失敗。失敗？

　あたしが『卵』の実験で成功したゴーレムで、美郷が実験に失敗し『炎の呪じゆ紋もん』で炭素になったゴーレムだって知ったのも、あとの話。美郷が失敗したということは、先生の『願望』が叶かなわなかったということ。失敗した原因の部分以外は条件を変えないで再実験しなければいけない、つまり同じ『願望』で作らなければいけないから、あたしと美郷は同じ形をしているのだという。

　あたしは、本当なら美郷がもらうはずだった名前──美國という名前を与えられた。赤あか石いし或ある火びの「或」の字を四角く囲んで、「火」を同じ読み方の「美」の字にして、入れ替えて作られた名前だ。成功したゴーレムに、付けるための名前。

　そして、「成功と失敗」という美み郷さととあたしの関係の間で、あたしの中に寄生し始めたのは、「比べる」という、とても嫌な感情だった。

　嫌なことだってわかってるのに、あたしは美郷と自分を比べた──

　あたしがストップウォッチを持って、美郷の１０００ｍ走の計測をしていたときのこと。

『やった、やったよ美郷！』あたしは飛び跳ねて美郷に抱き着く。『自己新記録だ！』

『時計を……。よし、体重を計ろう。質量欠損からエネルギーを計算して、スピードから消費カロリーを割り出して効率を見る。それを人間の心肺機能と比較して……』

『え？　わかんないよ。どうしてもっと喜ばないの？　ボクサーの減量みたいだよ？』

　──比較、比べるってこと……

　あたしと違って、美郷は成績も良くて、運動もできて、独ひとりでも生きられた。あたしは、バカだし、運動もできないし、広い部屋には目眩めまいがしてしまうのに。あたしと美郷は同じでしょ。ううん、同じじゃなくて、あたしは、成功なんでしょ？　どうして──

　ある日、美郷がヘアバンドをして、おでこを出すようになった。あたしと同じじゃなく見えた。“〝美郷、あたしと同じじゃ嫌なの？”〟なんて酷ひどい言葉がそのイメージと繋つながってしまう、そんな自分がバカすぎて。それであたしは……前髪を下ろして、左目を隠すヘアスタイルにした。それは左右非対称だから、鏡の向こうの自分とあたし自身とが、区別がつきやすい形なんだとあとから気づいた。

　──だめ、だめだよ比べちゃ。あたしはあたし。あたしにできることを見つけなきゃ。



    

  
    
      



    

  
    
      　そう、もっと明るくなって、人と仲良くしたい。美み郷さとにはない人との繋つながりを、たくさん作るんだ。ちょっとおせっかいかもしれないけど、そんなのがあたしは好き。

　それなのに、人との結びつきはあたしのほうがたくさんあったはずなのに、恋まで、美郷のほうが早かった。

『どうして！　自分の病気がわかってるのに、どうして男の子と……』

『……すまない』いつもは凛りんとしている美郷が、ヘアバンドを取った頭をうなだれた。『自分でもよくわからないが、好きになってしまったんだ』

『好きになったって……それがどんなに怖いことか……』

『わかっている。わかっていたのだが……』

『先生には？』

『云いったよ。もう会うなと云われた』

『……ごめん、辛つらいのに、あたし強く云っちゃった。男の子には云ってないんだよね……。あたしが男の子に、伝えようか？』

　……でも結局、美郷は結晶内で生きることを選んだ。二人の結びつきは、あたしが持っていたたくさんのそれよりも強かったんだってわかった。

“〝人との結びつきは、数じゃないって云いたいの！”〟って酷ひどい言葉を、鏡の向こうのあたしがまた叫さけぶ。“〝量より質だって、美郷は云いたいんだ！”〟……

　──あたし、もう他ほかの生き方できないよ。それが好きなんだから、いいじゃない！

　そしてあたしは、須弥しゆみくんとも、唯ゆいたちとも、いままでと同じような接し方をした。

「──ねぇ」

「…………」

「ねぇ、早く開あけてよ。……みく？」

「……え？」

　いつの間にか、玄関前に到着していた。学校からここまで、ちゃんと唯と会話していたかどうかさえわからない。

「ボクの手じゃ、この鍵かぎ開けられないの」

「あ、ゴメン……」

　媛ひめの手は登録しておいたけど、唯は石せつ膏こうのゴーレムだから、開けられないんだった。

　──あたし、しっかりしなきゃ。須弥くんに、落ち込んだ顔なんか見せらんないよ。

　ドアを開け、「ただいま！」と元気よく云うと、お茶を淹いれるために台所へ向かい、エプロンを締めた。



「ねぇ、少し休憩いれようよ」

　さらに雑然となった部屋に埋もれるように、媛と須弥くんがいた。須弥くんは机、媛は他の部屋から持ってきたテーブルで作業していた。本棚から引き出された本はたくさんの付ふ箋せんが挟まって彼らの脇わきに積み重なっているし、壁には『呪じゆ紋もん』の一部と日本語が書かれた無数のメモ用紙が貼はられていて、触さわったら怒られそうなのであたしは研究部屋を掃除できていない。また、和室には『呪じゆ紋もん』が書かれた模造紙が、カーペットのように何枚も敷いてある。半分は媛ひめの布団ふとんのスペースだけど、もう半分はやはり研究スペースになってしまっているのだ。媛は寝る直前までそれらと睨にらめっこしてるみたい。

　須弥しゆみくんはあれから泊めないようにしている。外の風に当たったほうが効率はいいと思うし、お家うちの人を心配させてはいけないと思うから。ちなみにあたしは自分の勉強部屋で、唯ゆいはリビングで寝ている。

「ふにゃー」「んあぁ～」

　二人はあたしの声を聞いてしばらくしてから、それぞれ声を出してぐーっと伸びをした。そして足の踏み場もない部屋を、そろそろと出てきてリビングに向かった。あたしもそれに続く。

「結構進んでるみたいだね」あたしはソファーに座った二人に云いった。「少なくともスランプっていう感じには見えないけど。はいお茶」

　冷房で体が冷えていると思って、熱い緑茶にしておいた。

　媛は眼鏡めがねを外すと、目を閉じてふぅ～と長めの息を吐いた。

「そうでもないです。少しでも可能性のありそうなところを、一つずつ掘り下げているだけですから」

「それで結局行き止まりで」須弥くんはお茶を一口飲んだ。「スタート地点に戻る、の繰り返し」

「そっか……、能天気なこと云って、ごめんね」

　あたしもお盆を胸に抱えて、ソファーに座った。

「いえ、でもその繰り返しがやっと終わりそうです。鍵かぎになりそうな記述を発見しましたから」

「ホント？」

「ここからもまた長いけどね。『呪紋』の構築がどれくらいかかるか……」

　あたしも操そう形けい学がくは齧かじったけど、もう全然ついていけないところまで、二人は行ってしまっているみたいだ。あたしにできるのは、こうやって生活をサポートするぐらいしかない。

「難しいね……。ごめんね、あたしも研究を手伝うべきなんだけど」

「そんなことはないです。わたしが研究だけに没頭できるのはみくさんのおかげです。ありがとうございます」

「なんだか、媛にあらためて云われると照れるね。そんなの、普通のことだよ」

「それに、方針自体は、難しいこともありませんから」

「それはボクにもわかる？」絨じゆう毯たんに座ってテレビを見ていた唯が、振り返って云った。「興味あるから、聞かせてよ」

「……そうですね。じゃあ」媛はお茶をふー、ふー、ふー、ふーと冷ましてから一口二口啜すすって、続けた。「方針の前に、順を追って、まずは美み郷さとさんが結晶になってしまった原因から話します。それはやはり、『卵』を焼いたことの副作用だと考えてまず間違いはないでしょう。ご存知のとおり、『卵』から生まれた肉体のゴーレムは通常のゴーレムのような外形の自由度を持ちません。その不自由さを炭素になったあとも引き継いでしまったために、このようなことが起こったと推測できます。不自由さとは、すなわち『素材マテリアル』とゴーストの結びつきの強さです。おそらくはそれが他ほかよりも強い。結晶化の他にもその影響が現れてしまっています。

　たとえば……これはわたしも見て驚いたのですが、生前の彼女のエネルギー効率の高さです。美み郷さとさん本人がまとめたレポートからですが、あのような数字を叩たたき出すとは……。それから、自焼行為についても、同じようなことが云いえます。なぜゴーレムに痛覚を含む感覚があるのか、という根源的な問題はひとまず保留しておくとして……、一般のゴーレムは形けい骸がいが痛みを感じても精神はダメージを受けないので、そういう行為には至らないはずなんです。ところが美郷さんの場合は、それをしていた。わたしの仮説ですが、それは形骸を媒ばい介かいした精神の自焼行為だったのではないかと思います。痛みが精神にまで到達して、ダメージ──にはならず、逆に存在理由が強化していたと思います。美郷さんは、死なないために自焼していたみたいです」

「自焼か……キツイな」

　精神の自焼行為──なんてことをしなければいけないほど、美郷は追い詰められていたの？　それは、自分が失敗作だから？

「おそらく、わたしたちはもう二度とこの結晶化という現象には出会わないでしょう。肉体を焼いたときになぜ不自由さを引き継いでしまったのか、は疑問に残りますが、それが原因とわかっている以上、もう同じ失敗を犯すことはありませんから。彼女の失敗で、他のゴーレムが自由度を保って生きられるわけです。ですから原因を探る以上に、現象にどう対応するかが──」

　美郷が失敗したから──あたしが、いまここにいる？

“〝美郷が失敗して、よかった”〟

　鏡の向こうの、右目を隠したほうのあたしが、また囁ささやいた。

　──嫌、イヤ！　なんでそんなこと云うのよ！

　……そんなこと考えてしまう、バカなあたしのほうこそ、存在しなければよかった。

「わたしはいま、結晶から美郷さんのゴーストを取り出して、他の『素材』に移し替えるための研究をしています。琴こと子こ先輩と同じです。赤あか石いし先生は、人間の癌がんに対するのと同じような方法、つまりダイヤモンドを炭素に還元するか、結晶化を抑止あるいは遅延する、“〝治療”〟的なことをしていましたから、基本的に方針が違うんです。先生とはまったく別の、新しいことをやるわけですから、難しいんです」

「『願望』は？　ゴーレムを作るには『願望』が必要なんでしょ？　また友ゆう二じみたいに、人を追い詰めなきゃいけないの？」

「今回は琴子先輩のときとは違って、そこは心配ありません。『願望』は美郷さんの声、『わたし、山やま県がたを、ずっとずっと待ってるから』を使います。美み郷さとさんを引き戻す意志として、これほど強いものは他ほかにありませんから。『呪じゆ紋もん』発動者も、山県さんで問題ないでしょう。問題なのは……受け側の『素材マテリアル』なんですよね。『卵』や炭素では、美郷さんが拒絶する可能性がある。どんな化学物質がいいのか、それとも魔法物質なのか……。いまのところは、わたしが成功した『ハルモニア』で、試してみようかと」

「あそこにある魔法物質、どれでも使っていいよ。先生にはあたしから云いうから」

「え、いいんですか？」

「いいよ、あれだけあるんだもん」

　研究部屋にあるあの魔法物質は、“〝貝”〟だ。中身がなくなった、抜け殻の貝。かつてあの中には、先生が作り、ここで生活をしていた人たちがいた。その人たちは、わたしが生まれたときには三人しか住んでいなかった。他はもう魔法物質という“〝結末”〟とカルテでしか知ることができない。みんな、大事な人のところに行ったり、絶望あるいは願望を叶かなえて消滅したりして、ここにずっと留とどまることはなかったんだ。

　──どうしてみんな消えちゃったの？　こんなに部屋が広いのに……

　魔法物質の意味が、あたしはなんとなくわかる。“〝貝”〟って、そういうことだよね？　ならおそらく彼女も……。ううん、いまは関係ない。問題は“〝貝”〟のでき方より、使い方だ。“〝貝”〟は“〝やどかり”〟に使ってもらったほうが、いいんだ。

「わたしから、訊きいてもいいでしょうか」

「うん、いいよ」

「『呪紋』を発動するのに、先生のお許しを得なければいけないと思うんですが。先生が作った美郷さんの精神を扱うわけですから。それに、部屋もずいぶんと散らかしてしまいましたし」

「それは大丈夫。あたしたちは、勝手に操そう形けい学がく実験をしていいことになってるから。美郷を作ったのは先生だけど、所有者はもう先生じゃない」

「どういうことです？」

「ぼくが、先生から美郷さんを奪ったんだ」

　須弥しゆみくんが険けわしい顔をして云った。それを見て、あたしは慌あわててフォローを入れる。

「須弥くん違うでしょ、奪ったんじゃなくて、譲り受けたんでしょ」

「同じことだよ。美郷さんの“〝責任”〟を、ぼくが負ったんだ」

「須弥くんとあたしが、だよ。あのね、先生は美郷の作り主として、美郷のためを思って絶望させようとしたんだけど、美郷はそれを拒否したの。それは、作り主の手を離れたことなんだと悟った先生は、美郷に関するすべてを、あたしと須弥くんに任せたの。それまでの治療の研究とかね。先生は『美郷に関することなら、自由に実験しなさい。ただし、その結果がどうなっても知らないよ。私はもう美郷の研究はしない。彼女の“〝責任”〟は、君たちが負いなさい』って、あたしたちに云ったんだ」

「だから、ぼくが美郷さんを助ける。……もう戻るよ」

「あ、須弥しゆみくん、せめてお茶全部飲んでいって──」

　立ち上がった須弥くんの、切れ長な目の奥に覗のぞく瞳ひとみは、強い意志の光を映していた。その光はダイヤモンドの原石のものと似ていた。その光以外は、何も映らない。

「じゃあわたしも」媛ひめは眼鏡めがねをかけ直しながら云いった。「“〝責任”〟の一端を、背負う必要がありますね」

「そんなことないよ。頼んだのはあたしだし、須弥くんが最終的に『呪じゆ紋もん』を発動するんだし。どんな結果になっても、媛は何も感じることないんだからね」

「……はい。でも、最善は尽くします。望みがやっと出てきたところなんですから。じゃあわたしも、研究を再開します。……あ、お茶はせっかくですので、全部飲みますね」

　媛は、あたしの淹いれたお茶を全部飲んでくれる。……嬉うれしいな。

「あち」まだ熱かったらしく、軽く舌を出した。ふーふーして、ゆっくりと飲んだ。

　……あれ？

　唯ゆいはいつのまにか、またテレビに向かっていた。自分から興味あるって云ったのに、ノーコメントだなんて。あぐらをかいて頬ほお杖づえをついて、おそらくテレビの内容は見ないで、何かわからないけど、じっと考えているみたいだった。

　そしてあたしも考える。

　──もし美み郷さとが戻ってきたら、あたしは──あたしたちは、どうなっちゃうんだろう。



　　　　２



　いやに白い世界が、目の前にあった。

　そこが、保健室のベッドだということに気づくのに、しばらくかかった。

　周りをカーテンに囲まれたベッドの上で、ぼくは……乾いぬいさんの、上にいた。

「イヤ！　離してタモさまぁ！」

　暴れる乾さんを、ぼくは押さえつけていたんだ。

　──どうして？

「ウチこの体から出るなんてヤだよ！　せっかくエッチできるようになったのに、これじゃ使い捨てだよ！　ヤダよ。ウチはもう無機質な体になんか戻りたくない!!」

「だめだよ。いま移し変えないと、体が結晶になる。手遅れになってしまうよ」

「それもイヤ！　タモさまが見えなくなるくらいなら、死んだほうがいい！」

　乾さんが泣き叫さけんでいる。激しく首を左右に振り、涙が飛び散る。ぼくはその肩を必死で押さえるが、彼女もぼくの腕を掴つかんでくる。

「そんなこと云わないで！　もう一回、ぼくが『卵』を見つけてくるから……」

「タモさまのせいだぁ！」

「え？」

「タモさまがウチに触さわってくれないから、エッチしてくれないからだよぉ！」

「じゃあ、じゃあいまシてあげ──」

「もう遅いよ！　もうタモさまあっち行って！」乾いぬいさんは涙目をぎゅっと瞑つむって、叫さけんだ。「タモさまなんて、だいっ──」



　──あ……

　目を開あけた。

　涙が、つーっと目じりから流れ落ちた。

　いつもの自分の部屋とは違う天井が、ぼやけた視界に見えた。

　──そっか、ぼく帰省してるんだっけ……

　意識が戻るにつれて、さっきのが夢であることがわかってきて、安あん堵どの息を吐いた。

「またかよ……」

　また、妄もう想そう夢むだ。あれからしばらく見ていなかったのに。枕まくらが変わったのが原因かもしれない。……いや、違うな。はっきりと憶おぼえているその悪夢の内容を考えれば、すぐわかる。結晶のことをずっと悩んでいるのが原因だ。

　──落ち着け、ぼく。乾さんは、結晶化の病気になんか、罹かかってない。

　そう、夏休み終盤になって、ぼくは大きな宿題を抱えてしまったんだ。序盤に学校のほうの宿題をやっておいてよかったと思う。

　本来ならぼくが悩むことではないのかもしれないけれど、やっぱり、さっきの夢のように、山やま県がたくんの抱えている問題はけっして他ひ人とごとだとは思えない。解決したという報告はまだ来ていないし、媛ひめさんも独こ楽まヶが崎さきに滞在したままだ。媛さんでも解決できないことがぼくにできるわけもないんだけど、山県くんの云いった“〝閃ひらめき”〟のことがいまでも引っかかっている。なぜだか自分でも、何かを思いつきそうな気がしているんだ。思いつかなきゃいけない、のほうが正しいかもしれないけど。

　たとえば模試の数学で、時間内に何か閃きがないと絶対に解けない問題があるけど、あれって考えれば考えるほどわからなくなって、終わったとたんに「あ」って思いついてしまうことが自分には結構ある。解答を見て悔しい思いをしたことも。無意識とか右脳とか、そういう感性の部分が関係することで、机に齧かじりついていても出てこないっていうことなんだろう。

　焦れば焦るほど、見つからない。

　夢の中でも、ぼくの無意識は閃いてくれない。

「あぁ、気が狂いそうだ……」

　ぼくは思わずそう呟つぶやいた。

　気分を変えようと、ゆっくりと体を起こしてカーテンを開けた。開け放した窓から入ってくる、まだ暑くない朝の空気が、ぼくを冷ました。

　自分の部屋を見渡す。帰省してみると、ずっと使っていたはず自分の部屋も違って見えた。親は、ぼくがいつ帰ってきてもいいようにここを維持してくれていたけど、少し物置代わりにもなって、狭苦しくなっていた。部屋の隅に扇風機があると思ったら、それと似た形のハロゲンヒーターだった。まったく、いつ買ったんだか。……この部屋は、一応は『ここにいてもいい』と思える場所だけど……

　──山やま県がたくんは、のび太ママ的暴挙、つまり自分の部屋を空からっぽにされるという、これより何百倍も酷ひどいことを、親にされたんだ……

　そんなことされたら、『ここにいてもいい』とは、とても思えないだろうなぁ。

　どうして山県くんの親は、自分の子供よりメディアの言葉を信じてしまったんだろう？

　親との信頼関係を考えると、ぼくも胸が痛かった。保健室登校したことを、両親には云いっていないから……

「…………」

　またそういうことを考えてしまっている自分に気づき、引っ越すときにこの部屋に残したものを見返してみることにした。ベタだけど卒業アルバムとか。硬いページをめくると、見ればいじめの恨うらみがぶり返してくる顔写真が並んでいたけど、目当ての乾いぬいさんを見つけると心がきゅっと切なくなった。中学校のときから、やっぱりかわいい。何度彼女にドキドキさせられただろう。でもこの頃ころは、彼女がゴーレムだとは全然知らなかった。ゴーレムの存在自体知らなかったし。

　……姉や両親は、ぼくの部屋に侵入して、このアルバムをこっそり見たことがあるのだろうか？　もしそうだとしたらと考え、背筋が寒くなった。乾さんのことを家族に云ったことなど、もちろん一度もないけど。

　それから、棚の奥からは、小学校のときに自由研究でつくった正八面体の形をした明みよう礬ばん結晶を見つけた。ぼくはその頃から“〝物質萌もえ”〟の片へん鱗りんが現れていたのかと気づいた。それを光にかざして見ていたら、またあのダイヤモンドも連想してしまった。

　──だめだ。やっぱりネガティブ思考が頭から離れない。

　朝からすっかり弱りきり、朝食を食べようと一階に下りた。

「お！　おはよう、“〝無二の親友”〟くん」

　居間に入るなり、姉が持っている新聞の脇わきから顔を出してそう云ってきた。姉はぼくをからかおうとするとき、名前を由来のほうで呼んでくるのをすっかり忘れていた。だから、

「……おはよう、“〝一輪の華”〟さん」

　と以前のように反撃するのに時間がかかってしまった。

　ぼくの名前の由来について、以前は「名前負けしてるなぁ」と思ったものだったけど、いまはどうなんだろう？　たとえば唯ゆいさんとの関係を言葉にするとしたら、やっぱり“〝親友”〟だったりするんだろうか？　いや、ぼくが勝手にそう思っても向こうには迷惑かもしれないなぁ……

　対照的に、姉はその名の由来に恥じないくらい華がある人なので、昔からぼくの劣等感の対象で、歳としが六つも離れているのも手伝って、話しづらく、敬遠している。

「新聞なんか読んでる」

「悪い？　いろいろと大変なのよ大学生は。ってか、あんただって新聞くらい読んでおいたほうがいいですわよ？　来年受験生なんだし」

　姉は大学四年生で、長い夏休みを使って帰省していた。普段は就職活動で忙しいらしいと昨夜母から聞いた。うまくいってないらしく、だめだったらバイトしながらもう一年モラトリアムを続ける腹だという。

　──来年受験生とか云いわれても、実感湧わきません。いまの悩みのほうがよほど大事です。

「あ、そうだ弟くん。お隣に住んでた早はや坂さかさんを憶おぼえてらして？」

　牛乳をコップに注いでテーブルについたとき、姉がそう云ってきた。早坂という苗みよ字うじを聞いて、ぼくは冷静さを失った。

「お、憶えてるって、何を？」

「……は？　何をって何がよ。あんたすみれちゃんとよく遊んでたでしょって話ですわ」

「……うん。で、だから、なんでそんな話をいまさら？」

「最近になって早坂さんから、やっと生活が安定してきましたっていう手紙が来たんだって。『昔夜逃げして心配してたんだけどよかった無事で』って母さん泣いたらしいよ」

「……そう」

「あら、感動薄いなぁ。すみれちゃんも立派な乙女おとめに成長してるんだってさ。近いうちに家族同士で会いましょうって書いてあったらしいから、会ってみたらいいじゃん。幼おさ馴なな染じみ萌もへ～な感じでさぁ。あんたどうせ向こうでも彼女作れてないんだから、こういうチャンス逃す手はないんじゃなくて？」

　姉は、中学までのぼくの印象から、ぼくに彼女なんてできるはずないと決めつけているらしい。ぼく自身も少し前まではそうだったけど。……姉にはそのままそう思い込ませておこう。そういうところを詮せん索さくされたら嫌だから。

「会ったって、どうせ何話したらいいかわかんないからいいよ。……あのさ、ときどきお嬢様みたいな云い方するのやめてよ」

「あらあら、ごめんあさぁーせ」

「…………」

　姉の話は、すみれちゃんのゴーレムの作製と喪失を経験したぼくにとっては、対処に困るものだった。人間のほうの早坂すみれが無事だったのは安心したけど、それはゴーレムのすみれちゃんとはまったく別の存在なんだし……

　お盆休みの頭、父親は釣りに出ていてもういなかった。母親はいたが、家事に忙しそうだ。用意してあった朝食をさっさと摂とり、顔を洗って、ぼくも外に出ることにした。といっても、商店街とかに出かけると中学のとき同じクラスだった奴やつらと出会いそうだから、家の周辺を散歩するだけにした。

　さっきの姉の話もあって、近くの公園に足が向いた。子供の頃ころすみれちゃんとよく遊んでいた、あの想おもい出の公園に──

「……ん？」

　公園前の道路まで来て、誰だれかが向こう側から歩いてくるのが見えた。見たことのあるようなシルエットだけど、昇り始めた午前の太陽が逆光になって、よく見えない。その人はこちらを確認した様子で、とたとたと小走りでこちらに近づいてきた。

　──まさか、人間のほうの早はや坂さかすみれ……じゃないよな。こっちにくるとかって話は、まだ具体的には決まってないはずだから。だとすると……やばい。ぼくの顔を知っている地元の人間かもしれない。逃げなきゃ！

　ぼくが逃げ腰になって後ろを振り返った。そしてその瞬間、

「タモさま」

　そう声をかけられた。やばい。ぼくの渾あだ名なを知ってる。

　──ん？　この、少し鼻にかかった声は……

「おはよ。タモさま」

　ぼくは胸を撫なで下ろしてもう一度振り返った。よかった、乾いぬいさんだ。

　──って、え？

「え？　なんで──」

「おはよ」乾さんはぼくの目の前まで来て、もう一度そう云いった。そして、微笑ほほえみながらぼくのことを覗のぞき込んで、続けた。「びっくり──した？」

「うん。……当たり前だよ」

　独こ楽まヶが崎さきから帰ってきてからぼくがこちらに帰省するまで、ぼくと乾さんはほとんど毎日の午後、ぼくの部屋で会っていた。部活で忙しい乾さんに、ぼくがすでに終えた宿題を教えてあげるために。勉強する乾さんの傍かたわらで、ぼくは結晶化を解決するヒントを探そうと『操そう形けい学がく概論』を精読していた。

　そして、少しの間でも会えなくなるのは寂しいけれど、地元に帰ることを告げて、こちらに来た。だから、乾さんがここにいるはずがない。

「えへ。来ちゃったよタモさま。始発の電車で」

　合格発表のときもそうだけど、彼女はぼくを驚かせるのが好きらしい。

「……とりあえず」ぼくは公園を指差して云った。「座ろうか」

「うん」

　珠たま山やま三さん高の制服で、大きめのトートバッグを提さげている彼女を見て、今朝の妄もう想そう夢むが現実じゃないんだということがわかって、安心した。ベンチに向かって歩きながら云った。

「よく、ぼくの住んでいるところがわかったね」

「中学のとき、連絡網見ながら探したことがあ、る……って」彼女はあたふた手を振った。「そ、それは、どんなとこに住んでるのかなって興味があっただけで」

　ぼくが外に出てなかったら、ぼくの家族にあいさつするつもりだったのか疑問に思ったけど、そこまでは訊きかなかった。日差しが熱いので、ブランコではなく屋根のついたベンチに座り、公園を見渡す。滑り台、砂場、シーソーなど、最低限の遊具がある、小さな公園だ。広場を囲むように桜の木が植えられていて、春には花見客が結構来る。夏のいまは、青々とした葉が風に揺れていた。まだ早いのか、他人の姿はない。

「なんで制服なの？」

「ああ、これ？」乾いぬいさんは少し恥ずかしそうに俯うつむき、スカーフを指先でちょんちょんといじりながら答えた。「じつはね、こっちに来たのは、佳か夜よちゃんたちに会うのもあるんだ。電話で帰るって話をしてたら、制服が見たいって云いわれて、断れなくなって……」

　佳夜──虹にじ橋はし佳夜というのは、中学校の頃ころ乾さんと仲が良かった女子のことだ。別々の高校に進学しても、二人の交流は続いているみたいだ。

「虹橋さんに会ったら、ぼくのことも云うの？」

「……云うわけないよ。いままでも云ったことない」今度は手持ち無ぶ沙さ汰たにスカートの裾すそを摘つまみながら云う。「ホントは自慢したいんだけど、そんなことしたら万が一ってことがあるから、やっぱりタモさまのことは隠しておこうって決めたんだ。佳夜ちゃんでもね」

「ぼくが乾さんと同じ学校に通ってるっていうのは、バレてるのかな？」

「……どうなのかなぁ？」

　乾さんの独占欲が幸いして、おそらく同級だった人たちの記憶から、ぼくの存在は薄れつつあるみたいだ。いまはインターネットとか通信手段が発達して、いじめが転校先にも引き継がれることがあるらしいから、油断はできない。

「それでね……」乾さんは顔を真っ赤にして、もじもじし始めた「えっと……」

「何？」

「あの、ゴ報告したいことがアリマシテ」

「？」

　──なんだろう、あらたまって。

「その……お赤飯を食べマシタ」

「??　あっ──」ぼくは少し遅れてその意味に気づいた。「あの……」

「…………」

　わざわざそれを云いに来てくれたのか。

「…………、おめでとう、でいいのかな？」

「あ、ありがとうゴザイマス」

「それで……大丈夫、だった？」

　って男のぼくが訊きくのもどうかと思ったが、云ってからではもう遅い。

「うん……って云いたいところだけど、正直、ちょっと辛つらかったよ」

　ぼくがこっちに来て五日しか経たってないのにそんなことが起きるなんて。ぼくが近くにいられればよかったのか、それともそういうとき男の顔は見たくないのか……どう対応すればいいのかわからない。

「……これで……できるようになったよ」

　乾さんは聞こえるか聞こえないかの声量でそう云った。

　ぼくはなおさら、女の子に対して腫はれ物に触さわるような態度を取るようになってしまう。

　女の子が、痛くないように、痛くないように……

「タモさま、あたしがこれを云いったのは、タモさまを困らせるためじゃないよ。って云っても、困っちゃうかもしれないけど。あのね」乾いぬいさんは自分の胸に両手を当てた。「自分の体に血が流れてるってわかって、嬉うれしくて、どうしてもその気持ちを伝えたかった。それだけだよ。……タモさま、手触さわってもいい？」

　ぼくが頷うなずくと、乾さんはぼくの手を取って、自分の首筋へと導いた。びっくりして、心臓が爆発しそうに高鳴る。手の甲は乾さんの髪にくすぐられ、手のひらにはあったかくて柔らかくてさらさらした肌の感触が伝わる。そしてその奥に、とくん、とくんというリズムを発見する。

「ね、ウチ、本物でしょ？　……タモさまがいいなら、胸、触ってもいいよ」

「そ、それは！」ぼくは手を引っ込めた。そんなことしたら……「あっ、ごめん」

「ううん、無理しないで。あたしのほうこそゴメンね」

　そのまま、お互いの会話が止まった。風が、桜の木の葉をさわさわと鳴らした。しばらく考え、ぼくは、乾さんに触れない代償を払うために、この場所の大切な想おもい出を話すことに決めた。

「乾さん、前さ、ぼくが“〝二人”〟ゴーレムを作ったって云ったの、憶おぼえてる？」

「……うん」

「気になってた？」

「べつに気にしてなんか……。ううん、ごめん。ホントはすっごく気になってた。唯ゆいさんじゃないもう一人のゴーレムも、やっぱり女の子なのかなって」

「うん。それはね、すみれちゃんっていう、幼おさ馴なな染じみの女の子なんだ──」

　ぼくは、乾さんにすみれちゃんのことを洗いざらい話した。少しでも隠したら乾さんはすみれちゃんに嫉しつ妬としてしまうから。すみれちゃんが恋愛対象ではなく、幼い頃ころの“〝世界の全すべて”〟だったこと。二人きりでここで遊んでいたこと。雪が積もったこの公園での別れと『六りつ花か水すい』のこと。ぼくが操そう形けい学がくを勉強してはじめて作ったのがすみれちゃんのゴーレムだったこと。ぼくの『本当の願望』の存在を教えてくれたこと。そして、すみれちゃんとの二度目の別れのこと……とにかく思いつくだけ全部教えた。

　乾さんはぼくの拙つたない話を、「うん、うん」と小さな相あい槌づちだけ入れながら、最後まで聞いてくれた。

「苦しくなったとき、いつも心の中で、『──すみれちゃん』って呼びかけてたんだ」

「そう、だったんだ。……ありがと、そんな大事なこと、話してくれて……」

　乾さんは、少し涙ぐんでいた。人差し指で目じりを拭ぬぐった。

　風が強めに吹いて、乾さんの涙の小さな粒がその風に飛ばされたように見えた。それを目で追う──

　公園の入り口に、すみれちゃんが立っていた。それが人間のほうではなく、ぼくが作った水のゴーレムのほうだということは、見てすぐに確信した。

　麦むぎ藁わら帽子と真っ白なワンピース姿、にこにこした笑顔で、こちらに向かって大きく手を振るその姿は、見間違えるわけないから。

「……タモさま、あのコ、知り合い？」

「すみれちゃん」云いって、ぼくは思わず立ち上がった。

「あのコが、すみれちゃん？」

　彼女は公園の中を駆け始めた。踊るようにくるくる回り、ツーテールの先端の軌道が輪を描いている。にこにこして、とっても楽しそうだ。ぼくは──なぜだか動けなかった。すみれちゃんが戻ってきてくれたのに、声をかけることも、駆け寄ることもできず、ただ見ることしかできなかった。

　すみれちゃんは踊りながら、広場の隅のところにある水道のところまで行った。上を向いた丸い蛇口のついた水飲み場だ。そして、こちらを笑顔で見ながら、蛇口のコックを思い切り捻ひねった。蛇口から、勢いよく水が飛び出して、上方に大きく拡散。空中で弧を描き、シャワーとなって周りに降りかかる。すみれちゃんは冷たそうに片目を瞑つむった。

　そして──水はスクリーンとなり、陽光を虹にじへと変換して、ぼくたちに見せてくれた。

「きれい……」乾いぬいさんがため息交じりに呟つぶやいた。

　ぼくもその七色のグラデーションにしばらく見み惚とれた。



    

  
    
      



    

  
    
      「……あれ？　すみれちゃんが、いない。消えた？」

　乾さんの言葉を聞いて視線を下に戻すと、すみれちゃんはシャワーの中からいなくなっていた。きょろきょろ見渡しても、その姿は見あたらない。

「タモさま、いまの見たよね？　幻じゃ、ないよね」

「うん、幻なんかじゃ……」

　ぼくは、すみれちゃんのことを思い出していた。とくに、ぼくが作った水のゴーレムのほうのすみれちゃんを。水の……、水……？

　突然、天使が舞い降りてきたような感覚を、頭の中で覚えた。

　──そうか……

　ぼくはあのとき、水のすみれちゃんと──

「そういう、ことか」

　それは、ずっと待っていた閃ひらめきだった。もっと時間がかかると思って、夏休み中の解決を諦あきらめかけていたけど、こんなに早く思いつくなんて。

「どうしたの？」

「やっとわかったんだ。美み郷さとさんと山やま県がたくんを再会させる方法が」

「ホントに？」乾いぬいさんも立ち上がる。

「うん。まだなんとも云いえないし、媛ひめさんのほうが成功すれば必要ないやり方だけど、たぶん……」

　ぼくは、気持ちがどうしようもなく逸はやり始めていた。一刻も早く、自分の手でアイディアを形に──『呪じゆ紋もん』にしたい。

「乾さん、日帰りで来たんだよね？　ぼくも一緒に珠たま山やまに戻るよ」

「え、いいの？　もう少しこっちにいるんじゃ──」

「本は持ってきたけど、こっちにいたら操そう形けい学がくの研究はできないよ。早く戻らないと」

「それってどんなやり方？　媛ちゃんに教えてあげたほうがいいんじゃない？」

「いや……媛さんは自分の研究をしてるだろうから、ぼくが作ってみる」

「ウチには、教えてくれる？」

「うん。部活が忙しいかもしれないけど、手伝ってくれるかな？　それはね──」

　それは、自分でやらなきゃいけないと思う。『概論』を読んだから、媛さんに頼らなくても、ぼく一人で『呪紋』は作れるはずだ。それに、乾さんを移し替えるために使った模造紙が化学室にあるはずだから、参考にできる。それから山県くんには連絡しよう。彼の気持ちを確認して、それから先生の研究部屋におそらく残っているあれをこっちに送ってもらえば……

「……それって──そんなことして大丈夫かな？」

「もし乾さんが結晶になったら、ぼくはそうすると思うから」

「…………」

　乾さんは顔を赤らめ、目を潤うるませてぼくを見つめ、こくりと頷うなずいた。そして、そわそわし始めた。

「ああ、どうしよう、嬉うれしくて落ち着かないよぉ。──あ、水、止めないとっ」

　そう云いって、乾いぬいさんはとことこ駆けてシャワーの中に入っていった。──照れ隠し、だろうか？　ぼくも乾さんのバッグを持って、それを追った。

「タモさま、制服濡ぬれちゃったぁ……」

　水は止まったけど、乾さんの髪が濡れてきらきらして、セーラー服がしっとり濡れて、下着──薄いボーダー柄のキャミソールが透けて見えて……

「あ……だめぇ！」乾さんは胸のあたりを隠した。「ウチブラじゃないからぁ」

　……ゴメン。



　──すみれちゃん、ちゃんと見守ってくれてたんだね。

　って呼びかけるの、すっかり忘れてたよ。『本当の願望』が叶かなったから、とか、解決方法を悩んでて余裕がなかったから、とかって云いわけしちゃ、ダメだよね？

　ありがとう、すみれちゃん。これで、怖いものの一つが、たぶん消える。



    

  
    
      


第４章　線香花火
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《千ち葉ば美み國くにの話　その５》

　媛ひめたちの学校は、あと三日で夏休みが明ける。東北は夏休みがちょっと短くて、冬休みがちょっと長いんだとか。

　もう二度、実験には失敗していて、そのたびに『呪じゆ紋もん』の大部分を修正している。もし今日がだめだったら、媛は向こうの学校を休んでしまうことになると思う。そうまでして束縛したくはない。……今日、成功してくれればいいな。

　太陽が高く高く昇った正午過ぎ、三度目の実験が始まった。あたしが部活から帰ってきてみたら、和室には、びっしりと『呪紋』が描かれた模造紙が３×２枚すでに用意してあった。これは、琴こと子このときよりは少ない枚数らしい。

　──唯ゆいが見当たらない。須弥しゆみくんと媛は準備に忙しそうだったから、あたしが呼びに行った。すぐ、ベランダで彼女を見つけた。ぎらぎらした太陽の光が暑いそんなところで、携帯電話をかけていた。……家うちの電話を使えばいいのに。

「……うん、……そう。今日やるから。そっちもヨロシクね。はーい、そんじゃー」

　ちょうど終わるところだった。

「唯ゆい、ちょっと来て。これから──」

「わかってるよ。行く行く」

「家の電話を使えばいいのに」

「みく、立ち聞きしてたの？」

「しないよそんなこと。……そっか、あたしに聞かれたくないことだったんだ。ごめん、気がつかなくて」

「まさか。うるさくして媛ひめちゃんたちの邪魔しちゃ悪いと思ったから。他人の長電話って嫌でしょ、生理的に」

　そういえば、唯はここ最近よくベランダで独ひとりいることが多かったけど、電話してたんだね。……誰だれが相手だろう。思いつくのはご両親か友ゆう二じくんか琴こと子こぐらいだけど、さっきの口ぶりからすると……友二くん、かな？　作り主さんといつも何を話してるんだろう？

　──あ、いけないいけない。誰にだってプライベートはあるんだから、詮せん索さくするのはよくないよね。

　唯を連れて和室に戻った。制服を着替えてないことにいまさら気づいたけど、そのまま鏡台の前の椅い子すに座る。唯は奥の壁に腕組みをして寄りかかる。媛は実験の推移を最もよく見渡せる模造紙の縁あたりに立ち、そして須弥しゆみくんは『呪じゆ紋もん』発動者として紙の上に立っている。彼の視線の先には、紙の上に置かれた結晶があり、その30センチほど横にはハルモニアのオルゴールが置かれてある。結局移し替える『素材マテリアル』は、媛が琴子のときに成功したそれに決まった。

「では始めます。発動中は、山やま県がたさん以外紙の上に入らないでください。……山県さん、お願いします」

　須弥くんはその場に膝ひざを落とし、両手を紙の上に突いて目を閉じた。

「頼む。戻ってきてくれ、美み郷さとさん」

　小声でそう云いったのが聞こえた。

　……数秒の間。

　のち、部屋の空気がふっと変わったのを感じた。軽くなったっていうか、下から押し上げられる感じっていうか。前の二回のときにはこんなことなかったから、もしかして、今回こそ成功するかも。

　そして、須弥くんの周りの『呪紋』が青く光りだした。彼が青く照らされる。その光は、電気回路を電気が走るように外側の『呪紋』へと高速で動いていく。光が元あったところは残光を残してすぐ消えてしまう。光は『呪紋』の縁まで達し、半時計回りに回ったあと、角のところで消えた。……光は、結晶とハルモニアをまるで避さけるかのように動いていた。

　また数秒の間があって、空気も、じめっとした夏のそれに戻った。

　──失敗。

「くそっ！　どうしてだめなんだ！」

　須弥しゆみくんが声を上げた。こぶしで紙を殴る。

「……いま見たところでは、『呪じゆ紋もん』の力が結晶を逃げてしまったようです。結晶がゴーストを拘こう束そくする力は、わたしの予想をはるかに超えていた、ということでしょうか……」

　冷静に分析する媛ひめの声にも、落胆の気持ちが入っているように感じた。

「今回が失敗だと苦しいですね……。検証の結果次第ですが、新たな、もっと強い『願望』が必要になるかもしれません」

『願望』が必要ってことはつまり、長い期間誰だれかが『禁欲』しなければいけないってことじゃない？　まだ、時間がかかるっていうの？

「落ち込んでちゃいられない。片かた倉くらさん、すぐやり直しの準備をしよう」

「え？　あ、はい。でも、もうわたしは……」

「何？」

「……えっと、学校が……。まだまだ時間がかかりそうですし……」

　須弥くんの剣幕がすごいことになっていて、媛が怖がっている。

　──だめ！　そんな状態じゃ、できることもできなくなっちゃうよ。

「ちょっと待ちなよ山やま県がた。いまのままじゃみくが──」

「そうだよっ、須弥くん待って。少し落ち着いて。そ、そうだ、アイスがあるから、それでも食べてさ……ね？」

「そんなことをやってる時間は、ぼくにはないんだ」

「待って、待ってったら。……待ってって云いってるでしょ!!」

　──あれ、あたし、どうしちゃったの？

　自分でも信じられないくらい大きな声が、和室に響いた。みんなの動きが止まり、あたしに視線が注がれる。あたしはそれを避さけるように、鏡を見た。

　そこには、当然のようにあたしがいた。左右対称の、右目を隠した、あたしのふりをした人間。あたしじゃないあたし。

　……何？　何か、いつもと違う。

「もう、ダメなんだよ!!」

　叫さけび声が止められない。鏡との距離感が、掴つかめない。

「誰にも、美み郷さとは助けられないんだ!!」

　どんどんあたしが鏡に吸い込まれるような、向こうがあたしに近づいてくるような。

「先生が無理だったんだから、最初からできないって決まってたんだ!!」

　鏡の向こうから、酷ひどい言葉たちが流れてくる。

　──ああ、あたし、もう自分を抑えられないんだ。何もかも、もう壊れてしまうんだ。

「うわぁぁぁぁ!!」

　いちばん近くの模造紙を掴んで、思い切り破り、切れ端を丸めて、鏡に叩たたきつけた。

　それは、美み郷さとを助けるという、ここにいる四人の連帯が音を立てて崩れた瞬間。

「みく、落ち着いて──」

「須弥しゆみくん！」あたしは部屋の入り口のところにいた彼に近づき、ズボンに縋すがった。彼の顔を見上げながら懇こん願がんする。「ね、もう諦あきらめようよ。須弥くんはもう結晶に囚とらわれてちゃだめだよ。あたしがいるじゃない。……そ、そうだ宿題。夏休み中ずっと研究しかしてなかったから、溜たまってるでしょ？　あたしバカだけど、宿題は終わってるんだ。見せてあげるから、一緒にやろ？　間に合うよ。同じクラスでしょ？　だから──」

「何云いってんだよ美み國くにさん。そんなどうでもいいこと──」

「どうでもいい、どうでもいい──あはは、いつも云ってたね須弥くん。『美郷さんを救えれば、他ほかのことはどうだっていいんだ』って。それね、あたしも思ってたよ。『あたしのことなんかどうでもいい』ってね」

「美國さん……」

「気づいてた？　気づいてなかったよね？　だって須弥くん、あたしのこと見てくれないもん。ダイヤの光しか、目に映ってなかったもん。……どうして？　あたしはこんなに須弥くんを見ているのに。ずっとずっと尽くしてきたのに」須弥くんの顔が、涙で滲にじんでよく見えない。「……あたしを見てよ。あたしのこと、少しぐらい見てくれたって、美郷には怒られないよ。ねぇ、あたしを見てよ。あたしを愛して。あたしを愛してよぉ!!」

　腕の力が抜け、あたしの体はずるずるとズボンを伝って、畳の上に落ちた。

「みくさん、それじゃあ、わたしをここに呼んだのは……」

「……そうだよ。媛ひめを呼んだのは、美郷を助けてほしいからじゃない。須弥くんに、諦めさせるため。だって、あんなすごいレポートを作った人ができなかったら、誰だれもできないことになるから……」

「ちょっと、それって酷ひどすぎるんじゃない？　媛ちゃんがこれやるのにどれだけ時間を使ったと思ってんのさ？」

「だって、だって……辛つらかったんだもん。須弥くんもあたしも、“〝責任”〟が重すぎて、重すぎて……あたし……ごめん、なさい」

「……悪い、ついボク云いすぎた。ボクが云える立場じゃなかった」

「ううん、あたしが、悪い。ずっと、どうしていいか、わからなかったから……。美郷が戻ってきたら、須弥くんと結ばれちゃうし、結晶のままでも、あたしを見てはくれないし。でも、たとえ諦めたとしても、今度は須弥くん、ここに来てさえくれなくなる。あたし、どうすればよかったの？　……はぁ、はぁ、かはぁっ」

　何か……苦しい。体が痺しびれる。あたし、このまま死んじゃう？

「みく、しっかりして」

　唯ゆいが駆け寄ってきて、あたしを抱き起こしてくれた。

「誰か、あたしを、助けて。体が疼うずく。『卵』で成功した、あたしの体が、誰の体とも重ねられないまま、崩れちゃう。存在理由が、消えていくのが、わかる……」

「しっかりしな。勘違いしないの。ただの過呼吸だよ。媛ひめちゃん、ビニール袋か何か」

「は、はい！」

　──唯ゆい、媛、ごめんね。あたしなんかに振り回されて、迷惑だったよね？

　そして……

「須弥しゆみくん……」

　あたしはぼやけた視界の中、彼のほうに手を伸ばした。

「…………」

　何を伝えたらいいか、わからなかった……



　あたしは自分の部屋のベッドに寝かされた。ぼんやりとだけど意識はあって、しばらく唯が寄り添ってくれていたのはわかった。そして、ひと眠りした。

　目が覚めると、もう夜だった。すでに唯はいない。電気の点ついていない部屋。窓の外に月が見えた。満月には少し足りない月が、薄い雲の向こうに佇たたずんでいた。耳を澄ますと、低い振動音が聞こえた。冷房ではなく、扇風機がついていたのだ。送られてくる風が、あたしの前髪をなびかせた。

　──いま、何時だろう。

　みんなちゃんと食事しただろうかとか、須弥くんは家に帰ったのかということが気になった。

　──おなか、空すいた。

　あたしも、他ひ人とごとではない。のそのそと体を起こして、リビングに向かった。

　唯がいた。部屋の照明を半分落として、ぴこぴことゲームをやっていた。

「ああ、起きたね」画面から目を離さずにそう云いった。

「──おなか、空いた」

「暢のん気きなもんだなぁ。ま、人間は腹が減るからね。フライパンにナポリタンがあるから、あっためるだけだよ」

「うん、ありがと」

「みくの陰に隠れてたけど、ボクも料理するのさ。他ほかの二人はボクのおいしい手料理を食べて、もう寝てる」

　──須弥くん、今日は泊まったんだ……

　時計を見ると、もう次の日になっていた。

「……なんのゲームしてるの？」

「ギャルゲー。エロくないやつ」

「ふーん」あたしは画面を覗のぞき込む。「そんなのあったんだ。誰だれが買ってきたのかな？」

「セーブデータの中に、あるびっていうのもあったし、しゅみっていうのもあった」

「先生も!?」

「ほら、早く食べなよ、ボクの料理」

「あ、ごめーん」

　あたし何バカなことばっか云いってんだろ。もっと話さなきゃいけないことがあるはずなのに。……もしかして、唯ゆいがそういう話にいかないように気を遣つかってるのかも。

　フライパンで軽く炒め直し、皿に盛って、粉チーズを振りかける。冷蔵庫にあったペットボトルの緑茶も一緒に持ってリビングのテーブルにつく。ギャルゲーから聞こえる声優のきゃぴきゃぴした声を聞きながら、パスタをフォークでくるくる……して、口に運ぶ。

「おいしーよ、これ」

「もちろん。母さんからの直伝だから」

　おいしいし、おなかも空すいていたから、深夜でも食が進んだ。一気に食べ終わった。

「ごちそうさま。すっごいおいしかった」

「お粗末さま。んで、こっちも区切りがついた。ヒロインに告白されちゃったよ」

「クリアしたの？　なんだ、これずっとやってたんだ」

「まあね。……よし、しゅーりょー」

　唯はゲームとテレビの電源を切った。そして、ソファーにぼすっと勢いよく座った。あたしの、隣に。

「ケチャップついてる」

　ティッシュで、あたしの口元を優しく拭ふいてくれた。

「……え？」

　そのまま、あたしの頭が抱き寄せられた。

「みくもさ、よくコクってくれたよ。我慢してたんだねぇ」

「…………」

　急に、泣きたくなってきた。胸の奥が詰まる感じがして、涙がじわっと染み出してくる。頭をポンポンとされるうちに、その涙はすぐ流れ出て頬ほおを伝った。

「あたし……でも……まだどうしたらいいか……」

　あたしは堪たまらなくなって、唯に体を預けた。

「云うだけ云ったから、いいんじゃない？　みくはもう、がんばらなくていいよ。あとはもう、周りに任せておけばいいよ。なすがままにさ。れっといっとびーってやつ？」

「そういう訳だったっけ？」

「そうじゃなかったかな？」

　ほんと唯って、面白い人。面白くて、自由で、でも頼り甲が斐いがあって……

「はぁあ……」唯がいきなり、呆あきれたようにため息をついた。

「どうしたの？」

「なんかボク、いっつもこんな役回りだなってさ」

「いつもって？」

「琴こと子こちゃんにも、こんなことしたことがあったの」

　やっぱり、みんなに頼られる人なんだ……

「たまにはヒロイン役みたいなこともやってみたいなぁって思って。いちばん“〝普通じゃない”〟特別な立場をさ。だから、本人には悪いけど、琴こと子こちゃんやみくのことが、羨うらやましかったりするんだよねぇ」

「そんな意地悪なこと、云いわないで」

「あはは、当事者は大変か」

「そうだよ、えへへ」

　それからしばらくの間、薄暗い部屋の中、小さな声で笑い合った。涙もすぐ止まった。唯ゆいのそばにいるとすごく安心して、起き掛けだったのに、またうとうと眠っていた。

　そして、空がほんの少し藍あい色に変わってきた頃ころ、

「……起きて、美み國くにさん、唯さん」

「あ……、おはよ、須弥しゆみくん」

　あたしは須弥くんに起こされた。反射的にあいさつをしてしまい、数秒後に気まずい気持ちが溢あふれてきた。

「え、えっと……何？　須弥くん」

「……ん。まだ……寝足りない……」唯も目を覚ました。「何さ、いったい……」

「海を、見に行かないか？　いまから行けば、夜明けに間に合う」

「……どうして、かな？」

　あたしは極力自然体を装って訊きいた。

「あの廃はい屋おくへ行きたい。ぼく、佐さ藤とうさんに云われたとおり、どうするべきかずっと考えてたけど、まだ結論が出せてない。あそこへ行けば、それを決められそうな気がするんだ」

　あたしがあんなこと云ったから、須弥くんに結論を急がせることになっちゃったんだ。でも、彼自身がそう思ってるなら、それを尊重してあげたい。

「……人がいない、いまの時間がいいってことだね。うん、行くよ」

　あたしの気持ちは伝わったと思うから、彼がどんな結論に辿たどり着いたとしても、それを受け止めなくちゃ。

「佐藤さん、それでいいですか？　これは、自分勝手な行動じゃないですから……」

　須弥くんがそう云うってことは、唯が彼をここに引き止めておいてくれたんだね。

「……うん、いい。じゃ、ボクたちもついていくからね」唯は頭を掻かきながら、のそっと立ち上がった。「媛ひめちゃんを起こしてくる。あのコ血圧低そうだから、起きるかな？」



　いつもはバスに乗る、駅への下り坂の道を歩いていく。いちばん前に須弥くん。少し後ろからあとを追うようにあたし。さらに少し後ろを唯が媛を負おぶってついてくる。

「だから、なんでボクはこんな役回りなのさ……」

「ごめんね」あたしは振り返って手を合わせる。「やっぱり、あたしがおんぶするよ」

「いいよ。みくたちにはもう背負わせるわけにはいかないから」

「唯……」

「おにいちゃん……」媛ひめが口をもごもご動かして、寝言を云いった。「ふぅん、……んぁ、おにいちゃんが、友ゆう二じさんに変わったぁ」

「このコ、この期ごに及んで……」

　いったんは起きて着替えた媛だったが、出る前に座ったまままた眠りに落ちてしまった。だから、こうして連れていくことにしたのだ。……やっぱり、寝かせたままのほうがよかったかな？

「ずっと研究で寝不足っぽい感じだったから、疲れてるんだよ。昨日は、あのまま研究しないで寝ちゃったんでしょ？」

「うん。ま、仕方ないね。んよいしょっと。……あ、おっきなおっぱいが背中にあたって、気持ちいいかも」

「……媛、内心は怒ってるのかな……」

「どーだろ？　幸せな寝言云ってるくらいだから、心配しなくてもいいんじゃない？」

　──あたし、媛にいちばん悪いことしちゃったんだなぁ……

　起きたら謝ろうと思いながら、海を目指してとぼとぼ歩いた。

　ひんやりした風が、素肌を撫なでる。……そういえばあたし、着替えるの忘れて、昨日から制服のままだった。それはともかく、夏の早朝って、気持ちがいい。少しずつ空の青が増してくる感じとか、車があまり通らなくて新聞配達の自転車の音が目立つ感じとか、振り返ると見える、眠らない山とか。

　前を歩く須弥しゆみくんは、相変わらずあたしを見てくれない。あたしは彼の背中しか見えない。いま何を考えているんだろう？

　一台の車があたしたちの横を通り抜けた。そのライトが、須弥くんの右手に握り締めていたものにきらりと反射して、それを見たあたしは少し悲しくなった。



　線路の反対側に抜けると、潮しおの匂においをよく感じるようになった。もう空は深い青から白い感じに明るくなっていた。

　朝もやに包まれた、海。そこを貫くように砂浜が島まで続いている。島もまた、もやに包まれてよく見えない。他ほかに人の気配のしない、波の音だけが聞こえる静かな舗ほ道どうを歩く。島の手前あたり、松林の向こう側に、あの廃はい屋おくが見えた。

　林の中の、細い歩道に入る。

　その瞬間──

　須弥くんが握っていたダイヤから、あたしの目に光が飛び込んできた。さっきの反射したライトとは違って、ダイヤそのものが光ってるような……。美み郷さとの意思……？

　あの結晶に、須弥くんと美郷との間の想おもい出を見せる作用があるのは知っている。しかもその映像は、赤の他人にはまったく見えなくて、見える人でもどの視点になるかは変わるらしかった。唯ゆいと媛には研究のために説明したけど、たぶん二人ともそれを見てはいないだろう。あたしは一度だけ須弥くんに見せられたけど、そのときは、もう二度と見たくないと思った。

　美み郷さとが、あるいは須弥しゆみくんが、またあたしに想おもい出を見せようとしている……

　光が、あたしの目を奪った。



　あたしは、美郷とも、まして須弥くんとも視点はシンクロせず、あたし自身の視点で二人を見ていた。

　──夕方、廃はい屋おくの入り口あたりで海を眺めている制服姿の須弥くんの元へ、美郷が砂浜を走って近寄っていく。ヘアバンドをしておでこを出して、シンプルな白いＴシャツと濃のう紺こん色の短パンを着ていた。

　あたしはそれを、ずっと松の陰から見つめていた。

　須弥くんが、美郷に気づいた。

「美郷さん……」

「山やま県がた、久しぶりだな」

　美郷は、彼の近くで立ち止まる。人間だったら肩で息をしていそうだけど、ゴーレムだからそれはなかった。とても体が結晶になりつつあるとは思えないほど、美郷はすらっとしていた。須弥くんは立ち上がって、美郷と向かい合った。

「体は、どうなんですか……」

「大丈夫……と云いって安心させたいところだが、やはり治らないみたいだな。運命を受け入れるしかないようだ」

「そんな……」

「本当に運命を受け入れるなら、先生の云うとおり、絶望と死を選ぶのが正しいんだろう。でも、わたしはそれには逆らうことに決めた」

「……ぼくだって、絶望のほうがいいのかなって、先生に告げられたときは思ったけど、結局はどっちがいいのかはわからなくなってしまって。いま美郷さんが来てくれたことで、何かもう引き返せないところに来ちゃったみたいで……」

「わたしは、こうすることを選んだ。それが、結果的に山県に何かを背負わせることになるとわかっていても、どうしてももう一度きみに会いたくて……」

「どうして、ですか？　ぼくに会わなきゃならない理由って」

「……きみも不ぶ粋すいだな。女に、皆まで云わせるのか。……前にも云っただろう、きみのことが好きになったと」

「ぼくは……好きって意味が、友情とか、好感とか、そういうのだと思ってて……。友達になってくださいって云ったのはぼくだし」

「それは、わたしがこんなだからいけないんだな。わたしのイメージが、柔らかい言葉も硬くしてしまう。わたしがきみを好きだと云ったのは、柔らかい意味だ。胸が切なくなるほうの、好き、なんだ」

　美郷はそう云って、彼に優しく微笑ほほえみかけた。ずっと一緒にいたあたしでも、見たことのない表情だ。

「山やま県がたは、わたしのこと、どう思っている？」

「ぼくだって、そういう意味の好きです。ここで待っている間、ずっと切なかった」

「よかった。これで両想おもいだとわかった。そして……おそらくわたしは、もう絶望できない。結晶の中──無の中で、独ひとりで生き続けることを、いま覚悟したよ。わたしはそれでいい。絶望なんてしたくない。いま、きみと同じ時間を過ごすほうが大切だ」

「ぼくもです。ぼくも美み郷さとさんが結晶になっても絶望しません。操そう形けい学がくを研究して、一生かかっても美郷さんを助け出します。だから、ずっとずっと、待っていてください」

「きっと、わたしはその言葉が聞きたかったんだと思う。本当にすまない。どんなにかきみに重い物を背負わせてしまうかと思うととても心苦しいが、それでも絶望よりは、“〝責任という希望”〟のほうを信じたいんだ」

　──そっか。二人は、この瞬間に背負ったんだ。

「わたしは、無の中で待ち続ける十字架を」

「ぼくは、好きな人を救い出す十字架を」

　中学校のとき国語の授業で習った、『走れメロス』みたいだなと思った。二人の間に、他人が踏み入る余地なんかない。

「……じゃあ、ここで待っていてくれ。見せたいものがある」

　美郷は、廃はい屋おくの中に入っていった。しばらくして出てくると、彼女は浴衣ゆかた姿になっていた。赤地に白の鹿かの子こが入った浴衣で、ところどころに大きく白い蝶ちようの模様があしらわれたかわいい浴衣。髪はヘアバンドではなく、髪留めをつけて、やっぱりおでこは出していた。肉体じゃないゴーレムだから、変身できるんだ。

「……恥ずかしいんだがな」美郷の頬ほおが、ちょっと赤くなっているように見えた。「制服でも運動着でもない姿を、きみだけには見せたかった」

　美郷の浴衣姿は、沈みかけの夕日に映はえて、とっても清せい楚そでとってもかわいくて……。勉強にも走ることにもストイックだった美郷が、いったいどこで浴衣姿を男の子に見せるなんてことを憶おぼえたんだろう？　美郷みたいなコにそんなギャップを見せられたら、他ほかの女──あたしなんか、敵かなうわけないよ。

「美郷さん……」須弥しゆみくんが、彼女を前から抱き締めた。「……ほんとに結晶になり始めているとは思えないほど、美郷さん柔らかいです」

　見たくない。聞きたくない。こんなの、知りたくないのに……

「すまない。こんな体では、きみを慰めることが、できないんだ」

「そんなこと、関係ないです」

「ああ……、ありがとう……」

　あたしは松の陰から、ずっと二人を見続けた。見たくないのに見続けた。何度も波の音を聞いた。

　……太陽が沈んで暗くなり、街の明かりだけが二人を包む中で、彼らは花火をし始めた。廃はい屋おくに残してあったんだろう。打ち上げ花火や手持ち花火をやっていた。

　そして、二人は線香花火に火を点つけた。小さな赤い玉の周りに、ぱちぱち火花が発生し、二人のそれぞれの顔をぼんやりと明るくした。

「くしゅん」

　美み郷さとがくしゃみをした。

　やがて小さな光の玉が落ち、須弥しゆみくんが、

「中に、入ろうか」

　と云いって、二人は廃屋に入っていった。きっと夜明けまで、ずっと二人きりでいるつもりなんだろう。もちろん美郷はエッチできないけど、そんなの二人には大した問題じゃないんだろう。肉体を持つあたしと違って……

　──美郷、あたしに、諦あきらめろって云いたいのかな……

　その映像は、以前一度だけ見たそれとは違う場面だった。いったんは絶望するために離れ離れになった二人が再会するという、彼らにとってはいちばん大切なシーンを、いまはじめて見せられたのだ。

　──違う。違うんだよ美郷。須弥くんを奪おうなんて思ってないよ。あたしはただ、須弥くんに、ちょっとでもこっちを向いてほしかっただけ。美郷たちの間に、こんなに大切な想おもい出があるってわかってたけど、ほんの少しだけでも、あたしのことを……

　あたしが想い出から戻ってくると、松の陰から廃屋とその向こうの海を見るという、それと同じ光景が目の前に広がった。っていってもいまは夜明け前で、光の色も雰囲気も違うけど。先頭の須弥くんが立ち止まったので、あたしと唯ゆいもそれに従う。

　須弥くんは……ダイヤモンドを顔の前に持ち上げ、それを見つめた。

　そして、低い声で云った。

「美み國くにさん……」

「……何かな？」

「ここは、ぼくがいてもいい、ただ一つの場所だったんだ」

「……うん」

「そして、出会いの場所でもあった。あそこで、美郷さんと出会った。クラスが同じで、その前から彼女の存在は知っていたといっても、そのときにはじめて会話できたから、やっぱり出会いだったと思う」

「うん」

「美國さんとも、はじめて会った」

「そう、だったね」

　あたしがそこまで云ったとき──

「えっ!?」唯が驚きの声を上げた。「みく、あれ見て！　友ゆう二じと琴こと子こちゃんじゃない？　なんでここにいるの？」

「へ？」

　あたしは唯ゆいの視線の方向を見る。波打ち際にある岩場のそばに、二人の人物が立っていた。少しずつ明るいオレンジ色になってきた水平線を背にしていて、逆光で見えにくいけれど、あれは友ゆう二じくんと琴こと子こに間違いない。どうして──

「……むにゃ……、友二さん……？」

　友二という名前に反応したのか、唯の背中にいた媛ひめも目を覚ました。

「ぼくは──」須弥しゆみくんが、それに構わず続けた。「ここに来れば、どちらかに決められると思っていた」

「えっと、須弥くん……？」

　須弥くんに、友二くんたちを驚く様子はない。──もしかして、須弥くんが友二くんたちを呼んだの？

「ぼくが早く結論を出さないと、もっと美み國くにさんが苦しむってわかったから……」

「あ、あたしのことなんか」

　──何、あれ。

　あたしは須弥くんの話に応じながら、海に続く砂浜の上に何かを発見した。かなり広い面積に、びっしりと記号のようなものが描いてある。あれは──『呪じゆ紋もん』？

「ぎりぎりまで、結晶を海の底に沈めるべきかもしれないと思っていた」

　──もしかして、友二くんたちが、美み郷さとを助ける『呪紋』を？

　だったらどうして、あたしたちに云いわないの？　なぜ砂の上になんて描くの？

「でも──ごめん美國さん。ぼくは、諦あきらめることはできないよ。手にしているこの結晶から聞こえる『願望』が消えない限り、ぼくも絶望するわけにはいかない」

「媛ちゃん！　起きて！　あの『呪紋』、いったい何かわかる？」

　唯は大きな声を出して、ゆさゆさと媛を揺らした。須弥くんは振り返って、その二人を見た。──いや、睨にらみつけた。

「ももももう起きてます揺らさないでください。さっきからわたしも見てますから。えーと、あれは……わたしが琴子先輩のときに使ったものと似ていますし、それから……先生の部屋で見たあれの要素も……あ！」

「わかったの？」

「はい。たぶんあれは──」

「ぼくにできることは」須弥くんが媛の言葉を遮さえぎるように云った。「いますぐ結論を出してしまうことぐらいだ。ぼくは美郷さんともう一度出会うためなら、人間やめてもいい！」

　そう叫さけんで、『呪紋』目指して走りだす。

　とっさのことで、あたしは考えが追いつかなかった。

　──何？　媛に気づかれてはいけない『呪紋』なの？　ということは、あたしたちに邪魔されることを見越して……。人間をやめるって、まさか……

「みくさん！　あれは、『炎の呪紋』の一種です！　精神移動の要素も入ってますから、おそらく、山やま県がたさんは自分が炭素のゴーレムになるつもり──」

　あたしは媛ひめの言葉を最後まで聞かず、彼を追って駆けだした。

「一度くらい、死んでもいい！」

　そう叫さけんだ須弥しゆみくんの背中とは、もうずいぶん離れていた。

　──だめ！　それだけはだめ！　責任でも絶望でも保留でもいい。あたしと縁が切れてもいい。でも、それだけはだめだよっ!!

「あれは、一つの物質の中に、二人の精神を同居させる『呪じゆ紋もん』です。でもそれじゃ、山県さんもいずれ結晶に──」

　須弥くんが、『呪紋』の真ん中に到達。ダイヤを砂の上に置き、彼はその横に両手を突く。『呪紋』はすぐに発光を開始。黄色い光が彼の周りに生まれ、その光は『呪紋』の縁を目指して円形に高速で伝でん播ぱ。縁に届いた瞬間に、赤くて熱い炎が吹き上がる。それに視界が遮さえぎられ、彼が見えなくなる。



    

  
    
      



    

  
    
      　──大丈夫、まだ炎は真ん中には行ってない！

　息を止め、あたしは飛び込んだ。

　跪ひざまずいている須弥くんが見えた。

「美み國くにさ──」

　彼の背中にタックル。その拍子に、足元にあったダイヤにも手を伸ばし、掴つかむ。

「くぅ!!」

　そのまま向こう側の炎の中をくぐり、外へと転がった。

「くはっ」

　やっと息ができた。

「……ハァ、ハァ、はぁ……」

　──間に、合った？

「美み國くにさん！」

　──須弥しゆみくんを、助けたよ、あたし。

「スカートに火が！」

「えぇ!?」

「くそっ！」

　須弥くんに持ち上げられ、運ばれ、浅い波打ち際へと落とされた。じゅうと音がした。

「……冷たい」お尻しりのあたりのスカートを見た。焦げていて、半円形に穴が開あいていた。

「あーあ、制服なのに……」

　横に立っている須弥くんを見上げた。肩で息をして、あたしを見下ろしていた。

「え、えへへ、結晶も──」海水に濡ぬれた結晶を持ち上げ、彼に見せた。「守ったよ」

「くそっ！」彼はそれを受け取らず、ばしぃと海面を殴った。「どうして……」

「……だめだよ須弥くん。死ぬのだけは、だめ」

「どうして、何もさせてもらえないんだよ……」

　媛ひめと唯ゆいが、駆け寄ってきた。その向こうを見ると、炎はもう下火になっていた。二人の少し後ろのほうには、友ゆう二じくんと琴こと子こもいた。

　──また、みんな揃そろった……

「えへへ、あたしも、須弥くんも無事だよ」

　みんなを安心させようと、笑って見せた。

「……こんなときに」唯があたしの頭を小突いた。「気を遣つかう奴やつがあるかっての」

　そうだけど、だって──

「えへ。あたし、バカだからさ」



　あたしと須弥くんが海から上がると、唯たちは二度と砂上の『炎の呪じゆ紋もん』が発動しないようにそれを入念に踏み均ならして消した。そして全員、廃はい屋おくのそばの丈の低い草むらに集まって腰を下ろした。金色の朝日が顔を出してきた。その光と海風が、あたしの体を乾かしてくれる。しばらくは、波の音を聞きながら誰だれも喋しやべらなかった。

「先輩」はじめに口を開いたのは媛だった。「どうして、事前にわたしに相談してくれなかったんですか？」

「……えっ？　あの、その、えーと──」友二くんは、かなりどもりながら答えた。「そ、そうだよ。ぼぼぼぼくは、よかれと思ってしたんだ。昨日の午後、須弥くんから電話があって、すぐ電車に乗って、こっちに着いて、人がいない夜の間に、乾いぬいさんと協力して、『呪じゆ紋もん』を描いたんだ。模造紙だと、燃えてしまうと思ったから……」

　気が動転しているのか、質問と答えが微妙に噛かみ合ってないし。

「先輩、この『呪紋』を人間に使えば、“〝殺人”〟になるって、わからなかったんですか？　生きた人間をゴーレムにしたら、『魂』はどこに行くのか。肉体が炎で焼かれてしまったら、もちろん魂はなくなって、その人は死ぬんですよ。たとえゴーレムになって復活したとしても、その事実は消えません」

「媛ひめちゃん、タモさまをそんなに責めないで」

「責めているんじゃありません。わたしは、先輩を人殺しにしたくないだけです。琴こと子こ先輩も、それに気づかなかったんですか？」

「だって、ウチは……、えーっとぉ」琴子も、媛の勢いに気け圧おされたのか、おどおどしていた。「タモさまから『二人を一つにすればいい』って云いわれて、嬉うれしかったから。もしウチが結晶になったら、タモさまはウチと一つになるのを選ぶって云ってくれたから……」

「先輩、そうなんですか？」

「う、うん。そうなんだよ。ぼくは、知ってたから。無の中で独ひとりぼっちだったら、たしかに怖すぎることだけど、好きな人と心が直に触れ合えば、二人きりでも寂しくないって。……ぼくは、怖かったんだ。どうしようもなく怖かったんだ。苦痛よりも、死ぬことよりも怖いものがあるっていうことを、何がなんでも否定したかったんだよ……」

「でも──」

「媛ちゃん、そのへんにしといてあげなよ」

「うん、あたしも、友ゆう二じくんたちを責めたくない。向こうに帰っても、あたしたちのことを考えてくれてたのは、嬉しいから」

「だから、わたしは……先輩のことを……」

「ごめんね、媛さん。謝って済む問題じゃないかもしれないけど」

「そんな、わたしのほうこそ、ごめんなさい」

　──いいなぁ。やっぱりこの人たち、あたしは好きだな。

「琴子ちゃーん」

「何？」

「『一つになる』ってさ、べつに『呪紋』使わなくてもできることじゃないの？　友二と琴子ちゃんの場合は」

「……？」琴子はきょとんと首を傾げ、そして数秒後。「ふえぇ！　そそそそんなエッチなこと、こんなときに云わないでよ、もう！」

　琴子のリアクションを見て、あたしと唯ゆいは声を出して笑った。

　友二くんと琴子は、朝日でもわかるほど顔を赤く染めて、下を向いてしまった。

「ホントバカップルだね。結局ボクがいないと、二人はだめなんだよ。一つの問題を、二人とも“〝同じ”〟ように考えてさ、それで成功すればいいけど、失敗したら共倒れしちゃうんだから」

「…………」「そんなふうに云いわなくても……」

　そこが、二人を憎めないところでもあるんだけど、と心のなかでフォローしておく。

「さあーて」唯ゆいが手を頭の後ろに組んで、ごろんと寝転がった。「バカップルはいいとして、ずっと黙ってる彼のこと、話そうか」

　ずっと口をつぐんで海のほうを見ていた須弥しゆみくんは、その言葉にぴくりと反応した。

「須弥くん……」

　けれども、いっこうに口を開く気配がなく、あたしは心配になる。

「友ゆう二じとこんなこと考えていたなんてボクたち知らなかったけど、山やま県がたは自分の出したその結論をボクたちにいま拒まれた。じゃあ、他ほかにやりたいことはある？」

　須弥くんは俯うつむいて、答えなかった。

「ないね。ここで、行き詰まっちゃったわけだね。もちろん研究を続ければ何か活路を見出せるかもしれないけど、それにはもっと時間がかかって、みくもみんなももう“〝責任”〟の重さに耐えられないから、現状維持はだめだし、美み郷さとさんを見捨てるのもだめだし、炭素になって同化するのもだめ。だから、何か新しい選択肢が必要だってことになる。“〝責任”〟で苦しむことがなるだけ少ないような、三人の新しい関係を考えなきゃいけないってこと。三人ってのは、もちろん山県と美郷さんとみくだね。

　ボク、ずっと考えてたんだ。みんなは美郷さんを取り戻すことばかり考えていたけど、ボクは、三人の関係をどうするかってことのほうが大切だって。

　で、みんな何も思いつかないんだったら、ボクから一つ提案があるんだ。当事者にしてみれば、無責任だ、部外者のくせにって怒るかもしれない。けど、部外者だからこそ云えることだって、あると思うから、聞いてくれない？」

「うん。……唯は、部外者じゃないよ。須弥くんも、いいよね？」

　彼はこくりと頭を下げた。

「いいって。お願い」

「じゃあ云うよ。……とりあえず、いまの段階で美郷さんが戻ってこなかったのはよかったと、ボクは考えてる。だって、いまそうなったらみくが救われないもん。で、みくを含めた全員が救われるためにどうすればいいかっていうと……その提案をひとことで云えば、山県がいったん美郷さんのことを忘れることだと思うんだ。完全に見捨てるってわけじゃなく、あくまで一時的に、ね。それで、その間、山県とみくの、二人だけの時間を作ってほしいのさ。できれば山県と美郷さんが過ごした時間だけそれを作れれば理想だね。もちろん、山県が研究だけをしに来るような時間じゃなく、みくのことを見てあげる時間ね」

「え？　じゃあやっぱりみくちゃん山県くんのこと好きだったんだ」

「えへへ、じつは、そうなんだ……」

　琴こと子こにあらためて云われるとなんだか恥ずかしくて、あたしは苦笑いした。

「その間、結晶は媛ひめちゃんに持っていてもらおうと思う」

「わたし、ですか？」

「珠たま山やまに持ち帰るのさ。物理的に離れたほうが、忘れやすいっていうのもあるけど、それ以上に、媛ひめちゃんにはもう一度結晶を研究し直してほしいんだ。さっきも云いったけど、時間をかければ何かわかるかもしれないんでしょ？　諦あきらめるとか一つになるとか極端なことはまだ全然しなくていいと思うんだけど、どう？」

「そうですね。わたしも、諦めたくないと思っていました。メールとかもありますから、帰っても研究は続けられるでしょう。それにわたしならば、たしかに特別な感情移入なしに、純粋な科学的興味としてこれに取り組めますから」

「そーそー、重いもの背負ってちゃ、できるものもできなくなるってこと。ついでに云うと、媛ちゃんに研究対象を持っていてもらわないと、ボクが実験台にされちゃいそうだし」

「それは、ぼくも思う。媛さんには、無理はしてほしくないけど、空からっぽになってほしくもないから」

「先輩……」

　いまの須弥しゆみくんはとても辛つらそうだから、彼が一度研究から離れるっていうのは、あたしも賛成。でも、いちばん大事なところがまだ聞けていない。

「それで、美み郷さとが戻ってきたら？」

　すごく聞くのが怖いけど、聞かなくちゃ。

「そう、ポイントはそこなんだ。あたしさ、ゆうべギャルゲーやってたんだけどさ」

「うん」

「その中に、双子ヒロインがいたのさ。ま、そのテのゲームにはよくいるよね？　それをメインに据すえたのもあるし。そんな状況になってるってことは、普遍的なテーマなのかもしれないね、『双子との恋』って。でさ、そのギャルゲーで、たしかに双子のどちらかに絞って、二人に別々の個性を見出して、『キミじゃなきゃだめなんだ』って感じで結ばれるエンディングもあるにはあった。でももう一つ、こういうフラグが立った。『三人で恋してもいいんじゃない？』っていうエンディング。これを、みくたちにも使えないかなって、思いついたんだ」

「『三人で恋する』って……？」

「みくは、美郷さんのこと、嫌いじゃないでしょ？」

「……うん」

「山やま県がたとみくだって、ボクの提案どおり二人だけの時間を作ればいいんだし。トライアングルで好きどうしな関係が作れると思うんだよなぁ」

「そんなの……無理だよ……」

「一いち途ずさも大事。友ゆう二じと琴こと子こちゃんみたいな繋つながりもたしかに大事だけど、それがすべてじゃない。誰だれも不幸にしたくないなら、どっちかを選ぶのじゃなく、折り合いをつけるべきだとボクは思うのさ。ま、単純に“〝普通じゃない”〟のが好きっていうボクのこだわりも否定しないけど」

『三人での恋』なんて考えもしなかった……

「でも」須弥しゆみくんが、やっと口を開いた。「それは美み郷さとさんに対してあんまりだと思う。いまでも、救い出されるのを待っているんだ。ぼくが救い出すって、約束したんだ。勝手にそんなことを決めるなんて、酷ひどすぎる」

「ん～、それを云いわれると、ちょっと苦しいな……。このことだけでも美郷さんに伝えられればいいのに、それすらできないから……」

「……一つわたしからいいでしょうか？」媛ひめが云いだした。「これはわたしの仮説ですが、美郷さんは本当は、無の中にはいないのではないか、と思うのです。わたしは見えませんでしたが、山やま県がたさんやみくさんは、美郷さんの想おもい出のようなものがダイヤの中に見えたと仰おつしやっていました。それは魔法物質的な性質と考えていいのですが、その映像は、もしかしたら、美郷さんが見ている“〝夢”〟なのではないでしょうか？　操そう形けい学がく的な根拠はまだ見つけられませんが、直感的にはそのような気がしますし、みなさんにも賛同してもらえると思います。つまり、美郷さんは“〝無の中”〟ではなく“〝夢の中”〟にいる。『想い出という夢の中になら、いてもいい』からこそ、まだ彼女は生きているのです。

　わたしには不思議だったのです。いくらなんでも、無の中で絶望せずに二年以上も待ち続けられるなんて不可能です。でも美郷さんは生きている。それは、山県さんやみくさんとの想い出があるからこそ可能なんですね。

　つまり何を云いたいかというと、『急せいてはことをし損じる』ということです。いち科学者としてこういう云い方はよくないですが、きっと美郷さんはいつまでも待ってくれますよ。ムはムでも“〝夢”〟のほうなのですから、『醒さめない夢はない』んです」

「イイこと云った、媛ちゃん」

　普段は冷静な媛まで、須弥くんのことを説得しようとしてくれてる……「無責任を承知で云うけど、美郷さん、きっとこの答えをわかってくれると思うよ。山県は、それでもまだ納得できない？」

「…………」

　須弥くんは下を向いてしばらく悩み、そしてそのまま小さく呟つぶやいた。

「どっちにしろ、もう選択肢がなくなってしまった。だから、それしかないっていうことなら……それで、いい」

「ん。消去法でも、選んでくれたんなら、ボクとしては嬉うれしいね。みくは？」

「あたし、みんなに悪いよ。あまりにもあたしにばっかりよすぎる話だから」

「遠慮すんな。みくはずっとがんばってきたんだから、そのご褒美だと思えばさ。それに彼も云ってるじゃん、それしかないって」

「それに……『三人での恋』なんて、あたしできるかどうか……」

　──だってあたしは、美郷と自分を比べてしまうから……

「媛に結晶を預けるところまでは、とりあえずいいでしょ？」

「あたし、媛にずっと酷いことしちゃってたのに、また頼んじゃっていいの？」

「いえ、わたしは構いませんから」

　媛ひめも、優しいな。

　──あたし、どうしたらいいのかな……？

　……やっぱり、美み郷さとに黙ってそんな答えを出すなんて、よくないと思う。でも、もしあたしがここで意固地になり続けたら、唯ゆいたちがあたしたちのことを考えてくれた気持ちも、ぎりぎりで折れてくれた須弥しゆみくんの決意も裏切ることになっちゃうよね。

　だから、あたしは、みんなのために──

「うん。じゃあ、あたし『三人での恋』、やってみる」

　そう云いって、頷うなずいてみせた。

「よし」唯は体を起こして、ぱんっと手を叩たたいた。「とりあえず、うまくいったね」

　……なすがままにっていうより、唯の云ったとおりになっちゃったけど、それしかないから、いいんだよね。

　──朝日が、目を開あけていられないくらい眩まぶしかった。

「じゃ、帰ろうか。みく、服乾いた？」

「うん……なんとか、歩けるよ」

「もうバスも始発の時間は過ぎただろうから、大丈夫だよね。帰って寝直そうよ。友ゆう二じも琴こと子こちゃんもね。二人とも、徹夜で目が窪くぼんでるよ？」

「ホント？　やだ、こんな顔タモさまにずっと見られてたなんて。見ないでタモさま」

　琴子は顔を両手で隠した。

　それを見ながらあたしは立ち上がって、スカートについた砂をぱんぱんと払った。焦げた部分を見る。穴はそれほど大きくなく、パンツは見えないだろう。

「みんな、ごめんね。あたしたちのために、いろいろさせちゃって」

「みく」唯があたしを見上げた。ちょっと怒った顔をしている。「違うでしょ」

「え？」

「美み國くにさん、たぶん、いま云わなきゃいけないのは、ごめんじゃなくて……」

　──そっか。自然に出ちゃった言葉だけど、こういうときは、もっとふさわしい言葉があるよね。よし、それを云おう。

「みんな、ありがと。あたしたちのために、いろいろしてくれて」

　逆に須弥くんに教えられちゃった。

「よしよし」と云って、唯が笑顔であたしを見てくれた。



　そしてわたしは、海の上に昇りつつある太陽に祈った。



　──神様、どうか一度だけでも、美郷と話させてください。

　美郷に一言だけでも、謝らせてください。

　お願いだから……。



　　　　２



　帰りの電車。またこの四人で電車に乗るとは、思わなかった。

　四人席に、ぼくと乾いぬいさん、唯ゆいさんと媛ひめさんがそれぞれ隣同士に座った。

「琴こと子こ先輩」

「なんだい？」

「朝唯さんが、琴子先輩と森もり田た先輩が『呪じゆ紋もん』を使わなくても『一つになれる』と仰おつしやっていたんですが、もしかして先輩生理始まったんですか？」

　四人の間の空気が凍った。

「……媛ちゃんまでそんなこと云いうの？」

「始まったんですね？」

「うん、そう。そうだから、もう云わないで」

「よかったです。これで完全に琴子先輩はセックスが女性になりましたね」

　直接的な単語に、一瞬ドキッとした。他ほかの乗客には、聞こえてないだろうか……

　媛さんは、ジェンダーに対するセックス、つまり「肉体的な性別」という学問的な意味でまじめに云っているんだとすぐにわかったけど、どうして無ぶ遠えん慮りよにそう云ってしまうのかはわからない。まるで、その単語に対して変な意識を持っている聞き手側の汚れ具合を思い知らされているみたいだ。

「あ～あ、しばらく一緒にいたけど、このコだけは、ボクにはわからないなぁ」

　唯さんは、媛さんの頭を帽子の上からぽんぽん叩たたいた。

「やめてください」媛さんは帽子を直す。「……わたし、訊きいちゃいけなかったですか？」

「えと……、ま、いいよ媛ちゃん。気にしないで」

「はい、ありがとうございます」

　赤あか石いし先生のマンションで何があったかは知らないけど、唯さんから媛さんに対する警戒心はなくなっているように見えた。それはたぶん、媛さんに新たな研究対象が見つかって、自分にそういう視線を向けられなくなったからだけではないと思う。

「……けど、いくらみくちゃんと山やま県がたくんを騙だますためでも、あそこまで云わなくてもいいと思う」

「なんのこと？　琴子ちゃん」

「だから……その、バカップルとか、共倒れとか……」

「だってホントじゃないのさ。『炎の呪紋』のこと、友ゆう二じと琴子ちゃんがボクたちに隠したままだったら、いま頃ごろ山県が炭素ゴーレムになってたよ？」

「あ、そうです。森田先輩に、わたしは謝らなければなりません。朝、強く云ってしまってすいませんでした。あれは……」

「いいよ。あれはぼくじゃなくて、間接的に山県くんに聞かせて、彼を諭さとすためだったんでしょ？　すごく緊張したけど、なんとか話を返せてよかったよ」

「はい……。でも、ごめんなさい」

「ほら、友ゆう二じはものわかりがいい。琴こと子こちゃんも見習わなきゃ」

「タモさま酷ひどいよ。ウチだけ仲間外れにしないでよぉ」

　そんなつもりは、まったくない。ぼくだって、唯ゆいさんに止められるまで、自殺幇ほう助じよに手を染めるところだったんだから。



　──ことの顛てん末まつは、つまりこういうことだ。

　帰省して、あの公園で乾いぬいさんと一緒にすみれちゃんと再会したとき、ぼくは『炎の呪じゆ紋もん』のアイディアを思いついた。すみれちゃんと浴よく槽そうの中で一体になった感覚を思い出し、それを基にして、心が直に触れ合った状態で同じ物質の中に入ればいいんだと閃ひらめいた。

　山やま県がたくんも炭素のゴーレムになってその体内にダイヤモンドを取り込めば、美み郷さとさんと再会できるし、永遠に寂しくなくなる。ぼくも乾さんとだったら、そうなりたいと思ったんだ。

　アイディアを閃いて高こう揚ようしていたぼくは、すぐに山県くんに電話で伝えた。ぼくの別ルートである彼は、媛ひめさんと研究している方法がだめだったらその案を使う、と乗ってくれた。ぼくは意気揚々と『呪紋』作成に取りかかった。そしてすぐに青ざめて、ペンを落としてしまった。生きた人間を炎で焼いてゴーレムにすると、魂が失われる──つまり一度死んでしまうということに気づいたからだ。たとえ霊──魂の代わりに命の源となるもの──がそのあと付加されるといっても、それは倫理的には問題がありすぎる、と。……でも、途中でやめることはできなかった。なぜなら、山県くんはきっとそれがわかっていて承諾したのだろうから、いまさら「やっぱりできない」なんて云いえないし、もしそれをやらなければ、痛みより怖い存在を否定する手段をなくしてしまう、というぼく自身の問題もあったからだ。

　ぼくは再びペンを取り、残りの夏休みを費やしてアイディアを形にした。『操そう形けい学がく概論』や乾さんのときに使った『呪紋』、そして独こ楽まヶが崎さきから山県くんに送ってもらった『炎の呪紋』のコピーを参考にしたら、自分でも完成させることができた。はじめて自分で作った『呪紋』を目の前にして、達成感と罪悪感が半々の複雑な気持ちになった。

　その直後、独楽ヶ崎に居い候そうろうしている唯さんから電話がかかってきた。

『ごくろうさんだったね、友二』

「……え？　唯さんいったい何を云ってるんですか？」

『隠してもダーメ。友二のやってることなんか、ボクには筒抜けなんだから』唯さんにぼくのやっていることはすでにバレていたんだ。『……琴子ちゃんが、教えてくれたのさ。だけど、間違っても琴子ちゃんを責めたりしちゃダメだからね。友二のことを思って相談してきてくれたんだからね』

　ぼくは、山県くんともう一人、乾さんだけには内緒で『呪紋』作成のことを教えていた。ぼくと“〝同じ”〟性格の彼女なら、好きな人と同化する気持ちをわかってくれると思ったからだ。実際、嬉うれしがってくれたし。……それにいま思えば、本当に山やま県がたくんの魂を奪ってしまうことへの不安を一人で抱えきれなかったから、というのもあるかもしれない。

　乾いぬいさんはぼくのそんな不安に気づいて、内緒にするという約束を破り、いちばん信頼できる唯ゆいさんに相談してくれていたらしい。

『──でさ、友ゆう二じの考えたアイディア、ボクに使わせてほしいんだけど』

　彼女は、ぼくたちとは違う問題意識を持っていた。山県くんと美み郷さとさんをどう再会させるかではなく、山県くんと美郷さんと美み國くにさんとの三人の関係をどうするか、ということを考えていたんだ。美國さんが山県くんのことを密ひそかに想おもっていることも、彼女は見抜いていた。

　そして、『三人での恋』という提案と、それを達成するための計画を聞かされた。

『山県も、友二と同じで彼女を想う気持ちが強いからさ、簡単に気持ちを曲げないと思う。ただ“〝一つになる”〟という答えはダメって口で云いっても聞かないと思うのさ。だからギリギリまでやらせておいて失敗して、何も選択肢がなくなって追い詰められたところで云おう、というわけ』

　ぼくが完成させた、山県くんを燃やしてダイヤと同化させる『呪じゆ紋もん』を、危険のない、ただの炎を発生させるだけの偽物にするように指令を受けた。それも、操そう形けい学がくの知識が豊富な山県くんに気づかれないよう、見た目は本物に限りなく似せるようにと。それは、技術的には可能なことだった。

「じゃあ、媛ひめさんは美郷さんを助ける研究はやってないんですか？」

『やってるよ。そうじゃないと山県くんが不審がるでしょ。でも無理っぽいって。で、媛ちゃんが云ってたけど、「先輩一人でそれを作ったのは評価できることですけど、先輩を人殺しには絶対させません。操形学は常に人に寄り添って在あるべきです」だってさ。ボクも同じ意見だね』

「そ、そうですよね……」

『そういうことだからよろしくね。詳しいことはまた電話するから。じゃねー』それを聞いたぼくは、唯さんの考えた計画に参加することにした。自分の努力の結晶が使われなかったことに少し落胆もしたけど、心に刺さった棘とげのようなものが抜け落ちた感じもした。

「……ごめん、タモさま。ウチ……」

「大丈夫だよ。ぼくだって、不安だったから……」

　ぼくのためにしてくれたことだから、もちろん乾さんを責めることはしなかった。

　唯さんと何度も連絡を取り合って計画の打ち合わせをした。唯さんは美國さんに聞こえないように、その電話をいつもベランダでかけているらしく、暑い暑いと云っていたのを思い出す。そのうち、炎を発生させるだけの偽の『呪紋』も完成した。

　そして昨日。三度目の精神移し替え実験に失敗し、唯さんが考えるタイムリミットを迎えた。媛さんの夏休みが終わるというのもあるけど、それによる美國さんの我慢の限界というのを見ていたんだろう。計画では、唯ゆいさんが美み國くにさんの秘めた想おもいを山やま県がたくんに代弁するはずだったけど、美國さん本人がやっぱり限界を超えてしまって、告白してしまったらしい。その予定外なことが、より計画を成功に近づけた。

　美國さんがダウンしたあと、唯さんは山県くんに「美國さんの気持ちも考こう慮りよに入れて、早く結論を出すべきだ。いままでのままじゃいけない」と伝えた。それを聞かされた彼はぼくに連絡を取ってきた。『まだ決心はついていないけど、あの廃はい屋おくのところに、呪じゆ紋もんの準備だけはしておいてくれないか』と。

　そして今日の早朝。ぼくと乾いぬいさんが徹夜で描いた偽の『呪紋』は、山県くんによって発動された。美國さんが炎の中に飛び込むという予定外のことが起きたけど、無事でよかった。

　それから珠たま山やま側の四人は一芝居を打った。「唯さんと媛ひめさんが、ぼくと山県くんの裏での繋つながりを知らない」という想定での会話だった。

　──演技なんてしたことないってば。

　唯さんや媛さんと違って、ぼくと乾さんは緊張していた。彼らがやって来る前、二人とも砂浜で何度もどんなことを云いえばいいかシミュレートしていた。そして本番では、変な汗を掻かきながら必死で喋しやべった。かなりどもってしまったし、言葉も説明的で、台本を読んでいるような感じになってしまったけど、山県くんと美國さんはそこまで洞察する余裕はなかったようで、バレずに済んだ。

　唯さんと媛さんの説得によって、二人の気持ちを変えるのは、なんとかうまくいったと思う。



　ぼくは斜め向かいに座っている唯さんに訊きく。

「唯さんは、最初から美國さんのことに気づいてて、それであっちに残ったんですか？」

「ん？　まさか。いろいろとやりたいことがあったから」

“〝いろいろ”〟の中には、やっぱり“〝ゴーレムでも通える学校”〟のことも含まれているんだろうか？

「そんでまあだんだんと、みくってヒロインなんじゃないかなって思ってきてね」

「ヒロイン？」

「“〝普通じゃない”〟ものを持ってるってわかったら、急にあのコが気になり始めた。羨うらやましいと思った、ってほうが正しいかな」

　たしかに、唯さんと美國さんとの距離は驚くほど近くなっていた。

「でもね、無責任な云い方になるかもしれないけど、『三人での恋』がうまくいくかどうかなんてわかんないよ。『三角関係』っていう永遠のテーマが、そう簡単に破られるわけないと思うから。だから、それはとりあえずの答えでしかないのさ」

　ぼくは黙って、電車の音で聞き逃すことのないように耳をそばだてる。乾さんも媛さんも、そうしているように見えた。

「そう、“〝責任”〟だよ。そんなもん背負ってるなんて、辛つらいだけだって。ボクはただ、そのお荷物を、二人の肩から下ろしてやりたかったの。……なんつってね、あはは」

「…………」

「んだよ。人が笑ってんだから、アンタらも笑いなよ」

　たぶん、“〝責任”〟はそれでも残ると思う。だって、一人の人間の精神を扱うことなんだから、それからは逃れられない。問題なのは、感じ方のほうじゃないだろうか。唯さんがしたことは、なんとか美み國くにさんと山やま県がたくんにそれを忘れさせ、感じさせなくすることだったような気がする。

　ぼくや、ぼくと“〝同じ”〟乾いぬいさんも、そういうのには敏感だと思う。乾さんは、中学校のときの伴奏などを思い出してみると、ずいぶんとプレッシャーを感じやすいタイプのようだし、ぼくだって唯さんの作り主という“〝責任”〟をいつも感じる。だから、奔ほん放ぽうな唯さんや、知的好奇心によって“〝責任”〟の意識を逸そらすことができる媛ひめさんが羨うらやましい。

　ぼくは、作り主として、やっぱり唯さんに訊きいておかなくちゃいけない。

「唯さんは、もう一度学校に通いたい気持ちは、ありますか？」

「ん？　んー、やっぱりわかってたか……」

　唯さんにばかり質問責めして、悪いなと思った。彼女は少し考えてから云いった。

「それも、“〝これから”〟ってとこかな？　もしあるとすれば、来年、友ゆう二じたちと同じ学年になろうかな、と。ま、わかんないよ。突然気が変わることもあるだろうし。でも、可能性が増えただけでも、ボクは嬉うれしいな」

「そうですか……」

「しばらくは珠たま山やまにいて、バカップルを見張ってるよ」

「バカじゃないよぉ。……でも、それなら寂しくないね。夏休みの間唯さんに会えなくて、ウチずっと……」

「だから、笑ってよアンタたち。辛しん気き臭くさいって」

　唯さんは顔を少しだけ赤くして、照れていた。

「ちょっとここ最近喋しやべりすぎたね。このコみたいに、しばらく黙っとくわ」

「やめてくださいよぉ」

　また唯さんは媛さんの頭をぽんぽん叩たたいていた。



　人見知りなのに集まった、奇跡のような四人の結びつきが、いつまでも壊れてほしくないと思った。



　　　　＊



　駅でみんなと別れ、あえて徒歩で帰る。夏げ至しを過ぎた太陽はどんどん落ちる時間が早くなる。もうほとんど空は暗い。

　この夏休み、何度長距離移動をしただろう？　いままでの、ずっと独ひとり部屋でごろごろしていた夏休みとはまったく違った。

　そして、宿題を終わらせられなかった夏休みもはじめてだ。学校から出された宿題ではない。それは、山やま県がたくんと美み郷さとさんを再会させるということ。それによって、自分の恐怖をどうにかすることだ。

　唯ゆいさんが出した“〝とりあえずの答え”〟に反対するわけではけっしてない。誰だれかが代わりに犠牲になって得られる幸せなんて、ボクだって望んだりしない。

　でも……じゃあぼくは、どうしたらぼく自身の問題に対する答えが得られるんだろう？　とりあえずでもなんでもいい。乾いぬいさんの気持ちに応えるには、どうしたらいいんだ。

　なんの根拠もないけど、夏休み中にはどうにかできると思っていたのに……。だから宿題だって自分の中で決めて……

　学校近くの橋を渡る。歩きながら下の川を見た。街路灯がゆらゆら乱反射している。そして、橋の影ができているところは闇やみになっている。闇……何もない。

　──吸い込まれる。

　怖くなって、ぼくは立ち止まって目を瞑つむった。そんなに荷物も入っていない肩掛け鞄かばんが深く肩に食い込む感じ。体が重くてしょうがない。いまにもこの場に崩れ落ちそう。

　──ちくしょう。なんだこれ。

　なんだこれ。

「…………」

　そして、突然ぼくの耳にその声が届いた。

「ユウにいちゃん」

　ぼくは目を開あけた。

「ユウにいちゃん」

　ずっと向こう、橋が終わるところに、白いワンピースの女の子が一人。

　すみれちゃんだ。

　彼女の背後を、車が一台走る。ヘッドライトが、彼女を照らした。ワンピースだけでなく、彼女の体まで光が透過したように見えた。

「すみれちゃ──」

　彼女は身を翻して、学校に続く坂のほう、その闇の中にふわっと消えた。

　彼女を追って、走る。

　──待って、すみれちゃん！

　心の中でそう叫さけぶ。

　すみれちゃんに、訊きかなければならないことがあるんだ。

　坂はきつく、すぐにぼくは息が上がる。でも、なんとか走った。

　校舎が見えるところまで来た。白い後姿が、校舎とは少し離れたところにある、屋内プールへと入っていくのが一瞬見えた。

　もう走れなかった。でも、なんとか体を動かした。

　プールの入り口をくぐる。こんな時間なのに、鍵かぎは閉まっていなかった。

「……す……み……」

　手すりにしがみついて、数段の階段をなんとか這はい登る。やっと、すみれちゃんが見えた。彼女は、コースを仕切るロープは張られていない25メートルプールの真ん中、水みな面もに足をつけ、ぼくのほうを向いて立っていた。

「……す、すみれちゃん！」

　飛び込み台の一つに縋すがったところで、ぼくはもう動けなくなった。

　水面に、出力を抑えた天井からの照明が暗いながらも映っている。その照り返しによって、すみれちゃんは幻想的に見えた。

　ぼくの呼吸が整うまで、すみれちゃんは笑顔で、黙って立っていた。

「すみれちゃん」

　そう云いって、ちゃんと声が出せるようになるまで回復したことを確認した。

「すみれちゃん、どうしてあのとき、またぼくの前に出てきてくれたの？」

　そう、それが、訊ききたかった。

「ぼくに『炎の呪じゆ紋もん』のことを教えてくれるためなの？」

　幼い頃ころの想おもい出の公園ですみれちゃんと再び会ったとき、ぼくは閃ひらめいた。すみれちゃんと一緒にお風ふ呂ろに入り、彼女の中で気持ちよくなったときのことを思い出し、それを基にして、山やま県がたくんと美み郷さとさんを炭素として同化させることを。

　それは、すみれちゃんがぼくの心に働きかけて、そのことを教えてくれたんじゃないかと思い込んでいた。

　すみれちゃんは、首を横に振った。ツーテールの両先端まで、その揺れが伝わった。

「ずっと一緒には、いられないんだよ」

　……聞いたことがある言葉だ。ぼくが彼女の中で聞いた、別れのときの言葉だった。

「じゃあ、どうして……」

　彼女は答えなかった。

　──でも、あの閃きが、問題解決のきっかけになったことはたしかだ。もしそれがなかったら、山県くんと美み國くにさんと美郷さんとの関係は変わらなかっただろうし、さらに混迷した状態になっていたかもしれない。

　だとしたら、すみれちゃんはこうなることを見越して、ぼくにきっかけを与えてくれた？

「もしかして、すみれちゃんは全部知ってたの？」

　すみれちゃんは、それにも答えなかった。

「知ってたんでしょ？　だってこれは、あのときと同じだ」

　乾いぬいさんのときと同じだ。すみれちゃんが「『本当の願望』に気づいてほしい」と云ってくれたあのきっかけがなければ、乾さんが体を手に入れるという結果には届かなかったはず。

「そうなんだよね。今度は、美み國くにさんを助けるためだったんだよね」

　すみれちゃんは答えなかったけど、そうなんだと確信した。

「すみれちゃん、ぼくは、ぼくはね──」

　そして、ぼくはもう自分の苦しさを抑えるのに我慢できなかった。

「もう一度、すみれちゃんの中に入らせてほしいんだ。

　ぼくの傷を、すみれちゃんの中で、癒いやして、慰めてよ。

　だって……あんなにがんばったんだ。必死で本を読んで、媛ひめさんに頼らないで……。はじめてだったんだよ、自分で『呪じゆ紋もん』を作るの。すみれちゃんを作るときはただ写しただけだったから。だから、ぼくを褒ほめてほしいんだ。

　ぼく……

　ぼく、だめなことだってわかってるけど、いまどうしようもなく──

『人形の彼女が欲しい』よ。

　もう、どうしたらいいか、わからない。

　怖いよ。怖くて怖くて仕方ない。

　人を傷つけて痛がらせるのが怖いよ。

　女の子が、怖いよ。女の子に触さわるのがすごく怖い。

　ぼくが女の子に触ったら、きっとまた嫌われちゃう。ぼくは、乾いぬいさんにだけは嫌われたくない。

　だったら最初から一つになったほうがいい。一つなら、痛くないでしょ？　ずっと気持ちいいままだよ？　それを教えてくれたのは、すみれちゃんなんだよ？

　だったら──」

　すみれちゃんはそこまで聞いて、右手の人差し指を自分の唇の前に立てて、ぼくの言葉を止めた。そして水みな面もを歩いて、ぼくに近づいてきた。一歩ずつ、波紋が広がった。

　ぼくの前まで来て、前かがみになって、ぼくの頬ほおに両手で触れた。小さくて、温かくて、しっとりした手のひらだった。

「ユウにいちゃん」すみれちゃんはにっこり笑顔でぼくに云いった。「ユウにいちゃんが持っていて、すみれがわかってるのに、ユウにいちゃんだけわかってないものって、なーんだ？」

　──すみれちゃんは、きっとぼくのことをすべてわかっている。『本当の願望』もそうだったように、ぼくが持ってるのにわかってないものなんて、たくさんあるに違いない。

「それはね、ユウにいちゃんのチカラだよ」

「チカラって？」

「人を救うチカラだよ」

「……そんなの、持ってるわけない」

　ぼくは人に──女の子に嫌われるんだ。そんな人間が、人を救えるわけないよ。

「ほら、わかってないでしょ？」

「……わからないよ」

「だってもう、何人も人を救ってきたのに。思い出して、みんなの言葉を」

　みんな──女の子たちの言葉。

『うん、あたしも、友ゆう二じくんたちを責めたくない。向こうに帰っても、あたしたちのことを考えてくれてたのは、嬉うれしいから』

『先輩？　わたし、おにい──おにいちゃんの云いうとおり、自然に話ができる相手を、作ったほうがいいと思いますか？　その相手、先輩がなってくれますか？』

『……ねえ、ボク、まだ「ここにいてもいい」かな？　──ありがとう』

『ウチ、“〝タモさまを好きな自分”〟が好き。……この自分だけは、自分で愛せる』

　三人に比べたらあまり親しくない美み國くにさんの言葉さえも聞こえた。でも……

「ぼくは、ただ自分が怖いことから逃げたかっただけだよ」

「逃げるのがそんなにだめなこと？」

「…………」

「すみれは、もうユウにいちゃんの近くにはいれないし、一緒にもなれない。なっちゃだめなの。ユウにいちゃんも、ホントはわかってるでしょ？」

「…………」

「ユウにいちゃんを救うのは、もうすみれじゃない」

「だ……れ？」

「ユウにいちゃんが救ったコたちに、決まってる。ユウにいちゃんにチカラがあるように、あのコたちだって、チカラを持ってるから」

「……う、うぅ……」

　突然涙が溢あふれてきた。両方の頬ほおを伝って流れた。すみれちゃんの両手の親指でそっと撫なでられると、それは指に吸い取られた。

　──ぼく、また泣いてる……

　自分の心の弱さに、いい加減うんざりしてしまう。

「ユウにいちゃん、逃げるのがだめじゃないように、泣くのだってだめじゃないんだよ？」

「う、ぐぅ……。恥ずかしい……だけだよ……」

「ユウにいちゃんの涙は、何でできてるか知ってる？　それはね、心を包んでいる氷さんが融とけたお水さんでできてるの。ユウにいちゃんの心は、とても脆もろくて、弱くて、でもとてもきれいな形をしてる氷さんに包まれてる。無理やりその心に触さわろうとすると、氷さんは砕けちゃうの。そうしたらね、その欠片かけらは心に刺さって、すごく痛い。だからね、氷さんは、ゆっくりと融かさなきゃいけないの。そっと包んで、あっためてあげることでしか、ユウにいちゃんの心に近づくことができないの」

　目から流れ落ちた涙は、どんどんすみれちゃんに吸収されていく。

「たくさん泣いていいんだよ？　ずっと泣かないで、氷さんを凍らせ続けてきたんだから。その氷さんを融とかして、あのコが、ユウにいちゃんの心に触さわれるようにしてあげてね」

　すみれちゃんは手をそっと離し、体を起こした。

「じゃあ今度こそ、ホントに『さよなら』かも」

「い、イヤだ。待ってよ」

　ぼくはすみれちゃんに手を伸ばした。でも彼女はすっと滑るように離れていった。

「さよならなんてもうイヤだ！　ずっとそばにいてよ！　すみれちゃん！」

　すみれちゃんは、再びプールの真ん中まで行って止まった。

　顔の近くで、小さく手を振った。公園で見た、元気のいい手振りではなかった。

　ゆっくり、彼女はプールの中に沈んでいった。

　首まで沈んだところで、勢いよく頭を振り──

　ちゃぷん。

　潜り、二重の波紋をきれいに作って、彼女は水に溶けた。

「すみれちゃん……」

　ぼくはプールの水に手を入れた。水は冷たく、そこにすみれちゃんの体温はなかった。



　どうして、ぼくは何度もすみれちゃんとの別れを経験しなければいけない？

　どうして心をこんなに痛めなければいけない？



　すみれちゃんの、いじわる……



「おい。誰だれかいんの？」

　入り口のほうから、聞き憶おぼえのある声がした。

　階段を上る足音が聞こえ、

「なんだ、森もり田たくんじゃん。何してんの？」

　懐中電灯でぼくは照らされた。

　片かた倉くら照てらすさん──媛ひめさんの実の兄で、イケメンで、ぼくの嫌いなタイプ──だった。よりによってこんなときにこんな奴やつに会うなんて……

「なんだよ、泣いてんの？」

「……泣いてません」

　ぼくは俯うつむいたまま、よろよろと立ち上がった。

「キミだけか？」彼はプールを照らした。「……いねーな。他ほかにも声が聞こえたような気がすんだけど」

「ぼくだけです」

「ま、いいか。何してたか知らないけど、そろそろプール閉めるから、出てくれ」

「閉める？」

「そ、俺おれら夏期講習が終わったあと、後輩に交じって泳がせてもらってんの。リフレッシュも大事だからっつって、先生たちも許してくれてんだ。で、今日は俺おれが鍵かぎの当番」

「……わかりました。もう帰ります」

「なあ、ホントに泣いてんじゃねーの？」

「泣いてないですから」

「あそ」

　ぼくはとぼとぼ外に出た。後ろで、照てらすさんが照明を落とし、鍵をかけた。彼は、ぼくの隣に並んできた。何気なく横に少し距離を取った。

「森もり田たくん」

「……なんですか？」

「今日、媛ひめ帰ってきたんだろ？」

「はい」

「元気にしてたか？」

「……そうですね。大丈夫だと思います」

「そっか。よかったよかった。他人の家に長期滞在なんてはじめてだから、何気に心配してたんだけど、そりゃよかったなぁ」

　……媛さん、この人とこんなに離れて過ごすのは、はじめてだったんだ。研究に没頭していたとはいえ、寂しかったのかもしれない。

「森田くんも、ずっと向こうにいりゃよかったのに」

「ばか云いわないでください」

「おい」急に凄すごんできた。「先輩にばかっつったな」

「す、すいません」

「冗談だよ」声こわ色いろが元に戻る。「でも、媛についてやってほしかったんだけどなぁ」

「…………」

「森田くんは気づいてるか知らないけど、媛最近ずいぶんと変わってきたんだぜ。俺とこんだけの間離れられたのも、その一つだな。他人との距離感が掴つかめてきている感じがする」

　云われてみれば、媛さんは研究以外の時間は、ずいぶんと柔にゆ和うわになったかもしれない。

「キミに感謝しないといけないな」

「ぼくに？」

「媛はキミに会って変わった。前にも云ったけど、媛は俺以外の人間とでも研究以外の話をできるようになんないと、この先キツい。で、最近はいい感じになってきてる」

「それは、ぼくもそう思います」

「媛、キミのことが好きみたいだな」

「……うえ!?」

「なんだよ『うえ!?』って」

「まさか、そんなわけないです」

「“〝好き”〟って言葉をすぐ恋愛感情に結びつけるのは中坊だな」

「…………」

　この人に云いわれると、無性に悔しい。

「まあそんなわけで、キミには感謝してるよ。これからも、化学サークルの副部長として、媛ひめを支えてくれよ」

「ぼくは助手です。副部長になった憶おぼえはないです」

「だって部員二人しかいねーじゃん。……あそうだ。鍵かぎ返しといてくれよ。キミいつも化学室開あけてるから、鍵の場所わかってるだろ？　早く媛の顔が見たいからさ」

　ぼくはプールの鍵を渡された。照てらすさんは自転車置き場に一度消え、マウンテンバイクに乗って出てきて、「じゃ、よろしくー」と云い残して坂を下っていった。

　鍵を投げつけて「ぼくはパシリじゃない。ふざけんなばか」と叫さけびたかったけど、やめて、しぶしぶ事務室に鍵を返しに行った。



　家に帰る道の途中、すみれちゃんの言葉を思い出していた。

　──すみれちゃんが云うとおり、以前のぼくはずっと泣いていなかった。

　悲しみや怒りなど、いろいろな負の感情はいつも心を揺らしていたけれど、それで泣くことはなかった。そんなことをしても惨みじめになるだけで、どうせ誰だれも助けてくれないと諦あきらめていたからだと思う。

　それがすみれちゃんを作り、一度目の別れを経験したあのときを境に、ぼくは泣き虫になってしまった。……いや、もともと泣き虫だったのを隠していた化けの皮が剥はがれたという表現のほうが正しい。

　いろいろな人と関かかわるようになって、経験したこともない感情がたくさん心を襲ってきて、それの免疫を持っていないぼくはすぐに泣いてしまうようになったんだ。

　敏感すぎる弱い心を、どうにもできない。

　人に近づいて、あるいは近づかれて泣いてしまうのが、怖くて、怖くて……

　そんな自分が変われない。

　どうせ変えられない。

　でも、もし変われるとしたら……？



    

  
    
      


第５章　ふたごクリスタル





　　　　１



《千ち葉ば美み國くにの話　その６》

　夏休み最後の夜、あたしは、夢を見ていた。

　──夢の中で、それが夢だと自覚するなんてあるわけない。普通はそれに気づいた瞬間に目が醒さめてしまうと思うのに、醒めなかった。

　光溢あふれる場所だった。太陽という一つのものから光が届いているわけではなくて、空間全体から光が溢れている感じがした。

「…………」

　しばらくして目が慣れてくると……足元に、芝しば生ふが広がっているのが見えた。

「……校庭だ」

　あたしは呟つぶやいた。校舎や、いつも部活動で使うトラックが見えてきて、そこがいつも通っている学校の校庭だということまでわかってきた。校庭の芝生に立っていたのだ。

　少し先の、サッカーコートで云いえばセンターサークルのあたり、校庭の本当の真ん中に、誰だれかいるのが見えた。走ってそこに駆け寄る。

「……！　美み郷さと？　美郷じゃない！」

「……美國、か」

　白いヘアバンドに、中学校のときの体操着──赤ラインの入った白いＴシャツと赤いブルマを着た美郷が、大の字で寝そべって無表情で空を見上げていた。強めの風が美郷のＴシャツをなびかせた。

　久しぶりの再会……と喜ぼうと思ったけど、夢の中では何度か会ってるから、久しぶりじゃないのかと思い直して、がっかりした。……これ、夢じゃなかったらよかったのに。

「この角度だと、美國の下着が見える」

「ひゃっ！」とっさに膝ひざを折って、お尻しりをぺたんと落として座る。「何よ、真顔でそんなこと云わないでよぅ」

　あたしは制服姿だった。

「こんなとこで、何してるの？」

「…………」美郷はそれには答えず、空を見たまま云った。「また、美國が夢に出てきたな……」

「また？」

「美國と山やま県がたは何度も夢に出てくるんだ。以前はそのたびに、外の世界からの蜘く蛛もの糸かと期待したものだったが、いまはもう、そう思わないことにしている」

「あたし美み郷さとをすぐにでも助けだしたいよ」

「いつもそう云いってくれるんだがな……」

　あたしは無力感に襲われた。そして何となく、美郷がさっきから見上げている空を見た。

「──！」

　空は、ただの空じゃなかった。亀かめの甲こう羅らみたいな模様の線が、空と地面の間に、こちらを包み込むように描かれていた。……そう、それは透明なドームだった。亀きつ甲こう模様の細かい枠の中一つひとつにガラス板みたいなのが嵌はめられているのだろう、その向こう側に見える青空の中の雲が、枠を境にスパッと切れたように見える。透明な板の屈折によって、そう見えているのだ。

「美郷、もしかしてこれ……ここ、ダイヤの中なの？」

「わたしの、夢の中だろ？」

「どっちにしろ、あたしは、あたし自身の夢の中にいるんじゃないってことでしょ？　てことは、美郷は、あたしの夢が作り出した幻じゃないってこと！」

「……なんだって？」

　やっと美郷があたしと目を合わせた。そして足の反動で上半身を起こした。

「じゃあ美み國くには、いままで夢に出てきた美國とは違うのか？」

「そうだよそうだよ！　よかった。また会えたね！　また会えた!!」



    

  
    
      



    

  
    
      　涙が、前髪で隠れた左目からぽろっとこぼれた。

「わたしは美み國くにに──」「あたし美み郷さとに──」

「「どうしても謝りたいことがあった。　……え？」」

　嘘うそみたいに、まるでテレビに出てくる双子タレントみたいにユニゾンした。

「……え、えと」やや間が空あいてから、あたしが先に云いった。「じゃあ、あたしから。あのね、あたしね……須弥しゆみくんのこと、好きになっちゃった。ごめんなさい」

「…………」美郷は少しだけ眉まゆを動かした。「……そう、そのことを、わたしも云いたかった。結晶になってから、ずっとそのことばかり心配していた」

「え？　なんで？　あの頃ころはまだ、あたし好きになってないよ？」

「……わたしと美國は、先生が抱いだいた同じ『願望』で生まれた。同じ精神で生まれた。ということは──」

「ということは？」

「同じ相手を好きになってしまう可能性は高いということだ。たとえこんなに性格は違っても、スタートが同じだから。それに山やま県がたはうちに通うだろうから、おのずと美國と会う機会も増えて……」

「そっか……」

「結晶になる前、山県のことは考えていた。十字架を互いに背負う約束をした。しかし、美國のことまで考えが及ばなかった。もしかして十字架より重いものを自ら背負ってしまうのではないかと、ずっと心配していた。それが外に──美國に伝えられないことを、ずっと歯がゆく思っていた」

　あたしは返す言葉が見つからなかった。そんなことまで考えてたなんて、やっぱり美郷ってずっと先を走ってる。バカなあたしと比べものにならないよ。

「……ど、どうしようあたし。『三人での恋』をするって約束しちゃったよ」

「……それは、いったいなんだ？」

　あたしはべそをかきながら、こっちの世界で起こったことや『三人での恋』を懸命に説明した。勝手に出したその答えを、ごめんごめんと何度も謝った。

「ありがとう美國。ずっと、辛つらかっただろうな」

「ごめん、ごめんね美郷。許してくれないよね」

「……わたしは美國のことを好きだ。美國はわたしをどう思ってる？」

「好きだよぅ。好きに決まってるよぅ」

「だったら、それでいいだろう。わたしも、その『三人での恋』がしたいな」

「許して、くれるの？」

「ああ」美郷はあたしの頭を優しく撫なでてくれた。「だから、もう自分を責めるな」

　あたしは、うぇえ～んと声を上げて泣きだしてしまった。

「そしてその恋は、山県のためとか、みんなのためじゃなく、自分のためにするんだぞ」

　うん、うんと、何度も何度も頷うなずいた。

「じゃあ、もう行ってくれ」

「え？　なんで？　ぐすっ」洟はなを啜すすってしまった。「一緒に、ここから、出ようよ」

「それは無理だ。この空が割れるまで、わたしは無ムと夢ムの間をずっとさまよわなければならない宿命を、十字架を背負っているから」美み郷さとは、めったに見せない、ほんのちょっとだけぎこちない笑顔をあたしに向けた。「それに、美み國くにと山やま県がたに時間が必要だからな」

「せっかく……ひっく」呼吸がうまくいかない。「……会えたのに……ひっく」

「山県にも、わたしたちが会ったことを伝えたほうがいいな。わたしはまだまだ待てるから、美國と時間を作っても大丈夫だから、少しの間十字架を下ろしてもいいと」

「そうだね。でもあたしが云いったんじゃ、ただの夢だと思われて信じてくれなそうだし、立場的にもビミョーだから……」

「ではその、操そう形けい学がくの天才の人に相談してみたらいいんじゃないか？」

「……うん、わかった。そうしてみるよ」

「よし、これでおそらく、みんな大丈夫だ。……もう時間のようだ。じゃあ、またな」

「ああ、ダメぇ。もっと話したい──」

　──再び、世界に光が溢あふれていく。

　美郷の笑顔は、その光の中に埋もれていった。



　夢から醒さめた。──美郷の夢の中から現実に戻されてしまったのだ。

　外はもうぼんやり明るかった。

　顔が涙でぐしゃぐしゃだったので、手に握っていたもので拭ぬぐった。

「……あ」

　それは、昨夜見つけた、美郷のヘアバンドだった。
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　今日から新学期。

　部活の朝練習も再開。

　夢から醒めたあと、二度寝はせず、早い時間に家を出た。まだほとんど人通りがない通学路は、涼しくて気持ちがよかった。数人の部活仲間が自転車で横を通ったので、おはよと声をかけた。いつもより声が通って、自分でもびっくりした。

　唯ゆいが云うところの「つるつるぴかぴか」の校舎に入る。まだ人の気配はあまりしないけれど、これから久しぶりにたくさんの生徒が集まるのだ。二階の教室に行って、勉強道具を鞄かばんから机の中に移し、部活へ。

「……ん？」

　談話スペースの前の廊下を通り過ぎたとき、そこのベンチに人影が見えた。見憶おぼえがあるというか、馴な染じみのある“〝影”〟の気配を感じ取ったあたしは、後ろ歩きでそこに戻った。

「……須弥しゆみくん？」

「…………」思いきり下を向いていた彼は、あたしの言葉にゆっくりと顔を持ち上げた。

「……あ、美み國くにさん」

　彼の制服姿を久しぶりに見た。

「須弥くん！　あのね、あたしね……」

　彼のほうに歩きながら、夢のことを云い……いたくて仕方がなかったけど、美み郷さとの言葉を思い出し、それを飲み込む。

　──わたしから云ってもダメなんだよね。でも今朝、美郷に云われたとおり媛ひめにメールしたから。だから、ね、須弥くん、もう大丈夫なんだよ……

　テーブルに鞄かばんを置き、一つ深呼吸した。

「あ、あの……。早いね、須弥くん。おはよー」

「うん」

　彼はずいぶんと負のオーラを放っていた。まあつまりは眠そうだってことなんだけど、そんな彼の雰囲気、あたしは嫌いじゃない。

「どうしたの？　新学期からこんなに早く来て」

　自分の気を逸そらすために、普通っぽい話題を振った。

「いや……べつに……」彼はぼそぼそと云った。「みんな朝はばたばたしてて、ここを使う人は少ないから、ゆっくりできるんだ」

「へぇー……、知らなかった」

　──須弥くん、朝も自分の家にいたくないのかな……

　普通みんなは、早く起きたとしても家でゆっくりしてくると思うんだけど、彼はそれができないんだなぁとわかると、あたしは少し悲しくなった。そして、彼を元気付けようと、

「……須弥くん、あいさつ忘れてるよ？」

「あ、うん。……おはよう」

「おはよ」

　あたしはもう一度あいさつした。自然と笑顔になっているのが自分でもわかった。

　──唯ゆいの提案を受け入れてから、あたしと須弥くんの関係はちょっとぎこちなくなっている。彼があたしんちに来ても、操そう形けい学がくの研究をするわけではないから、居心地が悪そうにしてるし、あたしが須弥くんのことが好きだっていうのがバレちゃったから、あたしも会話に困っちゃうし。それに……昨日までは、美郷のことがずっと気になってたし……

　でも、昨夜の夢で美郷は許してくれた。だからあたし、がんばらないといけない。美郷と須弥くんの好きのレベルと同じくらいまで、あたしと彼の仲も高めないといけないんだ。

「ねえねえねえねえ」

　ちょっとなれなれしいくらいのテンションを作って、テーブルの周りを回って彼の隣に座り、近づく。

「な、何？」彼はあたしの勢いにうろたえた。

「これ見て」テーブルに置いた鞄かばんからそれを取り出す。「昨夜見つけたんだ。美み郷さとの……」

　美郷が使っていた、白いヘアバンド。ゴーレムなのに、美郷は本物を使っていたのだ。

「ねえねえ、あたし、これつけてみよっかなぁって思ってるんだ。そうすれば、あたしのことも、美郷ぐらい好きになってくれるでしょ？」

　──あたしが彼を好きになった理由。それは、彼の“〝影”〟のある感じだった。あたしが、手前みそだけど“〝光”〟だから、そういう反対のものが欲しかった。そのことが一つ。そしてもう一つ、もっと大きいのがあった。彼の、ひたすら美郷のことを想おもう気持ちだ。いまどきの男子では珍しいくらいひたむきに一人の女の子を好きでい続けていた。そんな様子を見て、あたしは思った。「もしそんなふうに、あたしのことも見てくれたら、愛してくれたら、どんなに幸せだろう」って。美郷が羨うらやましかったのだ。自分勝手な羨せん望ぼうだってわかってたから、ずっと隠してきた。

　もし美郷と同じ形になることで、彼がそういうふうに見てくれたら……

「やめろよそんなの」

　けれど、あたしの予想に反して、彼はそう強く云いってきた。

「え……どうして？　だってそのほうが……」

「そんなの、意味ないよ。美み國くにさんは美國さんとして見ないと、さ」

「……あ、そっか」

　──あたしもしかして、またバカなこと云っちゃった？

　そういえば、須弥しゆみくんはあたしの前で美郷の話をしなくなった。彼女のことを本当に忘れるなんて彼はするはずないから、あたしのことを思ってそうしてくれているのだといまさら気づいた。あたしのバカバカ。

「ごめん──じゃない、ありがとね、須弥くん。やっぱり思いやりあるね、須弥くんは」

「いや……それは買い被かぶりだよ。あのギャルゲーの中で云ってたのを思い出しただけ」

「えっ、ギャルゲーって……」

　唯ゆいもそうだけど、ゲームに恋を教えられるなんて、あたしには考えられもしなかったことだ。でも、恋ってそんなものかもしれないって最近は思う。自分の周りの物語に触れながら、少しずつ自分と相手との物語を作っていくんじゃないかって……

　──難しいな、恋って。何をしたらよくて、何をしたらだめなのか、まだよくわかんないよ。

「だからさ」須弥くんは目を逸そらし、頬ほおを指で掻かきながら云った。「その、いつもの鬼き太た郎ろうヘアのほうがいいよ」

「え？　何ヘアだって？」

「あ、しまっ……」須弥くんは口を手で塞ふさいだ。

「……きたろー？　いま鬼太郎って云ったよね。ゲゲゲの。須弥くんずっとあたしをそんなふうに見てたの!?」

　彼はぶるぶる首を振る。

「見てよ」あたしは前髪をかき上げて見せる。「あたしの左目、ちゃんとあるでしょ？　目玉のオヤジさんとか、まして邪眼とかでもないんだから」

「ご、ごめん」

「もう！」

　立ち上がり、ぷいと彼に背を向けた。

　……でも、それはあたしのことも見てくれてたってことだよね？

　少し腹の立った気持ちが、すぐに落ち着いた。

「……ま、いっか。許してあげる」

　あたしはヘアバンドをしまう。ここで着替えてもいいかと思い、制服を脱ぎ始めた。襟えり元のリボンを解ほどき、ブラウスのボタンを上から順に外す。そして、袖そでから腕を抜いた。

「……!?　な、何やってるんだよ」背後から須弥しゆみくんが云いった。「なんでこんなとこで。それにぼくは男だし……」

「ん？」半脱ぎのまま首だけ振り返る。「だって中にＴシャツ着てきたよ？　それに他ほかに人いないし」

「で、でも……」

「あー、須弥くん赤くなってるー」

「下はどうするの？」

「先にジャージはいてからスカート脱げばいいでしょ？　女の子のこと何も知らないんだからー」

　彼は少し怒った様子で下を向いてしまった。ちょっとさっきの仕返しっぽくなった。

「よいしょっと」

　すばやく着替え、制服を鞄かばんにしまった。

　そして、廊下に出て、彼に手を振った。

「じゃ、行ってくるね」

　あたしの言葉に、彼はこくりと頷うなずいた。

　嬉うれしくなって、廊下を走った。階段の曲がり角のところで他の生徒にぶつかりそうになり、「すいませーん」と云いながら階段を駆け下りた。

　──ちょっと、わざとらしすぎたかな？

　さっき須弥くんに見せた自分の行動を、ちょっとだけ反省した。でも……

　いいよね、あたしらしくて。あたしらしく……

　そう、美み郷さとにはできないことを、あたしはしていいんだ。成功とか失敗とか関係なく、美郷は美郷、あたしはあたしのやり方で、恋をしていけばいいんだ。そうだよね？

　美郷がいつ戻ってきてもいいように、あたし、『三人での恋』の準備をするよ。

　あたし、いまとんでもなく幸せ者だ。赤あか石いし先生も、部活の仲間も、唯ゆいたちも、須弥くんも、美郷も、みんなみんなを愛することができて、愛されてもいる。その幸せを、ためらいなく喜べる。

　──ありがと、みんな。
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　夏休みが明けて、ぼくは再び保健室に通うようになった。夏休みは静かだった校舎の中に、また気持ち悪いくらいたくさんの生徒が登校するようになったから、そうなる前、朝早くにここに来て、心を落ち着けてからクラスに行くことにしているんだ。本当に気持ち悪いときは、そのまま一日過ごすこともあるだろうけど、毎日そうはしないように心がけたいと思っている。

　始業式から数日経たち、いま頃ごろはもう、独こ楽まヶが崎さきも学校が始まっただろう。山やま県がたくんと美み國くにさんは、うまくいっているだろうか？

　大して親しくもないのに、そんなことを考えてしまった。……ベッドの上に座りながら。

「タモさま今日もベッドの上だ」

　乾いぬいさんがカーテンを開あけた。彼女のいい笑顔が、白い朝日に照らされる。彼女も朝早く起きて、ここに来てくれるんだ。

「あ……おはよう、乾さん」

「おはよう」彼女はカーテンを全部開けた。「まだ人がいないから、開けとこう」

　ぼくにも朝日が照らしてきて、眩まぶしくて片目を瞑つむった。

「今日の気分はどう？」

「……ん。今日も授業に出てみるよ。サボらない」

「うん。じゃあウチも、タモさまをここに隠しておけないことを、我慢してみる」

　保健室は学校のオアシスだ。オアシスは、「砂漠を旅する」という前提がなければ、存在することはできない。だから、大げさな云いい方だけど、学校という砂漠を、今日もさまよってみることにする。怖いけど。

「で、ウチらはまた、ここに戻ってこようね」

「うん」

「…………」乾さんはちょっと頬ほおを赤くしてぼくを見つめ、「はー、喉のど渇いちゃったー」と照れ隠しするように冷蔵庫のほうに向かった。

　すっかり保健室の常連になっているぼくらは、冷蔵庫に自分の分のペットボトル飲料を置くことを許されている。乾さんはそれを取り出してごくごくと飲んだ。

　──すみれちゃん、本当に消えちゃったのかな……

　朝日にきらめくそのペットボトルを見て、ぼくはすみれちゃんを思い出してしまった。

　──そう思わせておいて、またひょっこり出てきてくれるのかもしれないけど……

　そして、プールでのやりとりまで思い出してしまい……

「乾さん。……ごめんね」

　再びベッドのそばに来た乾さんに、思わずそう云ってしまった。

「ん、なんのこと？　……もしかして、ウチに触れないこと？」

「…………」何も云いえず、ただこくりと頷うなずいた。

「タモさま、もう謝らなくていいよ」

「…………」またごめんと云いそうになって、その言葉を飲み込んだ。

「ウチだってね、タモさまに謝りたいんだよ」

　乾いぬいさんが上履きを脱いで、ベッドにゆっくりと腰掛ける。ベッドが軋きしむ音が小さくした。

「……どうして？　悪いのはぼくなのに……」

「あのね……」彼女は俯うつむきながら続けた。「ウチ、夏休みの間には、そのことをどうにかしようと思ってた。タモさまが怖がらないで、ウチに触さわってくれるにはどうすればいいか、ずっと考えてた。けど、やっぱりわかんなかった。タモさまを治せなかった」

　お互い少しだけ沈黙し、そして乾さんはぼくと目を合わせた。

「ねぇ、タモさまとウチは“〝同じ”〟だっていうのは、ウチだけが勝手に云ってるわけじゃないよね？　タモさまだって、そう思ってるよね？」

「……うん」ぼくは肯定し、視線を下げた。

「それからタモさま、ウチを『傷つけたり、痛がらせたりしたくない』って云ってくれた」

「うん」

「てことは、ウチだってタモさまを『傷つけたり、痛がらせたりしたくない』ってことなんだよ？」

「それは……でも、男と女の子は違うから……」

「うん、違う。でもそんなの些さ細さいなことだよ。体か、心かの違いだけ。……ウチはね」ぼくの右手をそっと握ってきた。「タモさまの心を傷つけたくないんだよ……」

　もう一ヶ月近く乾さんのそばにいるのに、そういう接触には全然慣れることができず、耳まで熱くなった。

　──そういえば、乾さんは何度もぼくへの近づき方を試していた。どこまでならぼくが触れるのか調べたり、自分の体のことを告白してくれたり。なのにぼくは、それをただ乾さんが自分の体を感じてほしいからやってるんだと思っていた。ぼくのことを気き遣づかってやってくれてるんだと気づかなかった。

　ぼくは「乾さんのことを一方的に気遣ってあげている」と思い上がっていたんだ。優しいふりをして、実際は彼女を敬遠していたんだ。ぼくはなんて酷ひどい奴やつなんだろう。……そうやって卑ひ下げして、自分の心だけを守ろうとしている態度も嫌だし。

「……ゆ、ゆゆゆ」乾さんは顔を真っ赤にして呟つぶやいた。「……友ゆう二じ」

「え!?」

「ウチ、これから友二って呼んでいい？　もうそれくらいしか、近づき方がわからないから。……それに、媛ひめちゃんとか、みくちゃんまで下の名前で呼んでるのが、悔しいからね」

　照れ隠しに笑う乾さん。

「……それでもいいけど、いま渾あだ名なで呼んでるのは乾さんだけだから、なんていうか、特別な感じでいいと思うけど……」

「あ。うーん……。じゃ、使い分けようかな」

「……ぼくのほうこそ──」

　ぼくのほうこそ、唯ゆいさんも媛ひめさんも、美み國くにさんまでも名前で呼んでるのに、彼女だけ苗みよう字じだなんて、それこそ敬遠している。そんなのおかしい。だから──

「琴こと子こ──」「あ」「──さん」

「あー……、“〝さん”〟はいらないよぉ」

「うん。じゃあ──」

　夏休み、山やま県がたくんや美國さんや美み郷さとさんたちを見てきて思うのは、そう簡単に問題は解決できないんだってことだ。彼らは途方もない時間を費やしてきたのに、まだ実を結んでいない。それに比べたら、ぼくと乾いぬいさ──琴子が抱えている問題に使った時間は、一つの夏休みの間だけだ。……そう、焦っちゃいけないんだ。「痛みよりも怖いもの」なんて手に負えないようなことを持ち出して強引に解決しようとするんじゃなくて、すぐ近くにある大事なことに目を向けなくちゃ……

「琴子、おいで」

　ぼくは彼女を引き寄せて、腕の中へと導いた。

「嬉うれしいよ、友ゆう二じ……。やっと見つけた、友二に近づく鍵かぎを」

　ぼくの緊張が心臓の高鳴りとして聞かれてるのかと思うと、ものすごく恥ずかしい。やっぱりこういうのには慣れないし、じかに触れるのは、まだ怖いけど──

　制服越しに、柔らかくてあったかい、本物の彼女の体を感じた。

　そしてぼくは、そっと琴子に──



　　　　３



《片かた倉くら媛の話　その０》

　今朝は、寝坊しませんでした。おにいちゃんと一緒に登校できました。

　おにいちゃんはわたしと一緒に化学実験室まで来ると、冷蔵庫のボトルコーヒーを小さなビーカーに入れて一気に飲み干し、自分の教室へと行ってしまいました。おにいちゃんが飲んだコーヒーは、もちろん賞味期限は切れていません。新しいのです。

　朝の冷たさが残っているこの部屋の空気を、心地よく感じました。

　まだ朝のホームルームまでには時間があるので、少し考え事をしてみようと思います。わたしは、きーちゃんは別ですが、ひとりぼっちにならないとうまく思考ができません。なのでいつもこうして事後的に自分が体験した出来事を味わい、楽しんでいます。こういう時間は、とても大切です。

　リュックから、わたしが作った木のゴーレムである片倉樹き暢のん──きーちゃんを出し、人形から赤制服姿に変身させ、黒板の前に立たせて手を繋つなぎました。そして空あいている右手で緑色のチョークを持ちました。他ほかの色より少し柔らかいチョークです。

　──緑は好きです。わたしの制服の色でもありますし、きーちゃんの『素材マテリアル』の色でもあるからです。

　さて、最近ずっと考えていることといえば、もちろん夏休み前の先輩たちとのことと、夏休み中の独こ楽まヶが崎さきでの体験です。わたしはそれらを、『操そう形けい学がく倫理』という視点でいつも省かえりみています。どんなとき存在理由や存在価値が高められるのかということを探しています。それこそが、ゴーレムを生かすことに繋つながりますし、美み郷さとさんを助けだすことにも繋がると思うからです。

　わたしが出会ってきたゴーレムを表す式を、いくつか黒板に書きました。

　Material×Character=Name

　の形式で揃そろえた式です。これらには、操形学的な意味はありませんし、頭文字を揃えるなどというこだわりなど必要ないかもしれませんが、こうして並べると考えやすいですし、少し面白いので書いてみました。……あと一人、いつだったか友ゆう二じさん──普段は先輩と呼んでいますが、頭の中ではそう呼ぶこともあります──も『六りつ花か水すい』のゴーレムを作ったと云いっていましたが、詳しく教えてくれなかったので式に書けません。あとで教わりましょう。

　では、わたしが出会った順に、考察してみます。

　Harmonia×Hermit-crab=ことこ

　Harmoniaは、いまはわたしがオルゴールの形で所持している、波動に親和性のある魔法物質の金属のこと、Hermit-crabはヤドカリのことです。琴こと子こ先輩はヤドカリという言葉が合っていると思います。『ハルモニア』から『卵』へとマテリアルを取り替えたからというのもありますし、友二さんと“〝同じ”〟ようにいつも不安がって、殻の中に隠れてしまうような性格をもっているからです。

　先輩を『卵』に移す計画の過程で、わたしはその二人の関係を間近で見ることができました。肉親以外でこんなに近くにいるのははじめてでした。そして、二人の関係には、恋愛という言葉を単純に使ったら隠れてしまうような特徴があると思いました。

　友二さんと琴子先輩の関係を、恋愛という言葉以外で表現するなら、“〝相互依存”〟ではないかと思います。「相手がいることで自分がいられる」安心感のようなものを、お互いがお互いに投影し合っています。琴子先輩の言葉を借りれば“〝同じ”〟であり、唯ゆいさんの言葉を借りれば「失敗したら共倒れしちゃう」でしょうか。あるいは「傷の舐なめ合い」などとネガティブな云い方をする人もいるでしょう。相互依存とは、存在を許し合うことですから、『操形学倫理』から見れば、ゴーレムにとって、そして人間にとっても、望ましい関係だとポジティブに捉とらえています。ただし、閉へい塞そく──つまり二人だけの世界を作って、あまりにも排他的になるのは、逆に二人にとっては危険かも、とも考えます。

　話は少しずれますが、夏休みが明けてから、友二さんと会うのはいつも放課後、サークル活動中だけになってしまいました。夏休みも最初の頃ころは朝から一緒に研究できたのですが、独こ楽まヶが崎さきに行ってからは結局バラバラでの活動になってしまいましたし、なかなか友ゆう二じさんとは時間が合いませんね……

　では次です。

　Alabaster×Artist=ゆい

　Alabasterとは『雪せつ花か石せつ膏こう』のことで、唯ゆいさんの『素材マテリアル』を正しく云いえばプレーンの石膏──gypsumなのですが、Artistと合わせたイメージでそうしました。

　彼女には美み國くにさんのところで、恋愛などわたしの知らないことを直接的にも間接的にもいろいろ教えてもらいました。『三人での恋』を提案するなど、関係性についての考察は彼女のほうがわたしより数倍上です。「ここにいてもいい」という存在理由への嗅きゆう覚かくがとても鋭い、とても興味深い人です。

　Egg×Eve=みくに

　人間の肉体の素もとである『卵』はそのままですが、Eveは二重に意味を含んでいます。Eveは神がつくった最初の女性で、みくさんもはじめて肉体──女性の体を得たゴーレムだという共通点が一つ。そしてもう一つは、みくさんの“〝母性”〟です。

　友二さんたちに続いて、独楽ヶ崎では、みくさん、美み郷さとさん、山やま県がたさんの三人での関係を見ることができました。そこでわたしは、みくさんが“〝博愛”〟の人だと感じました。もちろんこれから唯さんの提案どおり、山県さんと特別な関係を築かれるでしょうが、それが他ほかの方々とのそれより抜きん出るかといえば、そうは思えません。美郷さんとの特別さと同じくらい、赤あか石いし先生とも、そして唯さんとも同じくらいの強度で繋つながっているはずです。それらは、優劣や大小で語ってはいけない気がします。彼女ならきっと『三人での恋』ができることでしょう。

『操そう形けい学がく倫理』から見ると、みくさんは誰だれにでも愛情──“〝母性”〟いっぱいで接するので、彼女の引力に応えたみなさんの存在理由が底上げされるのではないかと思います。しかし“〝相互依存”〟同様、やはり落とし穴はあります。これは唯さんに教えられたようなものですが、みくさんは自分自身のことを封じようとし、そして周りも彼女の愛情に慣れてしまうので、彼女自身の存在理由が最も危なくなりやすいのです。だから、同じくらい、とまではいかなくても、受けた分の愛情を忘れずに返すのが理想なのでしょう。……わたしは、みくさんにそれを返すことができていたか、不安です。

　Diamond×Dreamer=みさと

　血圧が低くて、いつもおにいちゃんに起こされてしまうわたしが、なぜ今朝早起きできたかというと、『願望感受能力』が働いたからでした。寝ていたら、なんだか美郷さんのダイヤモンドが騒いでいる気がして、目が覚めてしまったのです。わたしはそれを取り出して中を覗のぞき込みました。そして、美國さんから話だけは聞いていた「映像」がはじめて見えました。美郷さんと美國さんが、芝しば生ふの上で話をしているところでした。その内容も聞くことができました。──信じられませんでした。

　それを見終わってすぐ、みくさんから「媛ひめ、起きてる？　いまね、ダイヤの中に入って、美み郷さとと話せたんだよ。夢だけど、夢じゃないと思う。須弥しゆみくんにこのことを伝えたいんだけど、どう思う？」という旨のメールが来ました。やはり信じられませんでしたが……わたしだってこの目でその光景を見聞きしたのですし、それを「美郷さんと再会したい」という彼女の欲望が反映したただの夢だと断言するのも無理があると思います。考えられるのは、精神が同じみくさんと美郷さんが現実とは違うところで繋つながる、いわゆる“〝双子のシンクロ”〟ぐらいでしょうか？

　……きっと、二人が話せたのは本当のことなんでしょう。これでやっと、山やま県がたさんにきちんと納得してもらうことができそうです。浜辺での話は、やはり強引でしたから。あとで──先に唯ゆいさんに相談してから、彼に電話することにしましょう。

　夢もまた、存在理由や美郷さんの救出の手がかりになるのかもしれません。奇跡に論理は追いつくでしょうか？　楽しみですね。

　そして最後に、残り一つの式です。

　Wood×＝きのん

　はわからないことを意味する変数です。わたしの中の空からっぽを表しています。

　なぜきーちゃんの式なのにわたしのことになるのかというと、きーちゃんはわたしといつも一緒にいたからです。幼い頃ころ──きーちゃんをゴーレムにする前でただの人形だった頃、わたしはそれを掴つかんでずっと離さなかったとおにいちゃんに教わったこともあります。一心同体なのです。だから、わたしの中の空っぽと、きーちゃんのキャラクター──存在理由がイコールで結べるのです。

　わたしはこの二ヶ月ほどの間に、自分一人ではとても手に負えないほどの人数とコミュニケーションを取りました。その中で、わたしはこんな言葉を耳にしました。

『あ～あ、しばらく一緒にいたけど、このコだけは、ボクにはわからないなぁ』

　これはまあ先日の唯さんですが、おそらくは唯さんだけでなく、みなさんが抱かれた感想なのではないかと思います。だって、わたし自身がわからないのですから。……いえ、「他人から見た自分像」によって自己分析ができるのではないかと期待はしていたのですが、やはりみなさんわからないようです。

　感覚的な云いい方ですが、わたしは自分の真ん中にある空っぽを、研究に没頭することで見ないようにしてきました。空っぽという怖いものが自分の中心にあることが、不安です。

　……と自己分析すること自体が、空っぽに近づくことなので、本当は辛つらい作業ではあるのですが、すこし我慢して続けてみます。

　わたしは、周囲との繋がりを通じて、わたし自身を知りたいんです。

　たとえば、友ゆう二じさんとの関係です。あの演技をしたあたりから、わたしの中で彼の存在が膨らんできました。おにいちゃんやきーちゃんと同じくらいの存在にまでなりました。理由はわかりません。しかしだからといって、わたしは友二さんとの関係を、恋愛などという言葉では片付けたくありません。そうしたら、何も見えなくなってしまいますから。

　他ほかの方とも同じです。わたしとみなさんとの関係が、『操そう形けい学がく倫理』という観点から、どうわたしに、わたしの存在理由に作用しているのか、知りたいです。不安ですが、それでも知りたいと思っています。

　そして、ｘを他ほかの言葉で埋めたいです。美み郷さとさんを救うこととは別の目標ができました。

「きーちゃん、いろいろ教えてね」

　虚こ空くうを見つめていたきーちゃんはゆっくりとわたしのほうを向き、こくりと頷うなずきました。

　予鈴が鳴りました。わたしはきーちゃんを元に戻してリュックにしまい、もったいないので黒板の式はそのまま残して、教室へと急ぎました。

　──わたしはこれからどんなゴーレムに出会うのでしょう？　どんなゴーレムを作るのでしょう？

　廊下を歩きながら、そんなことに思いを馳はせました。

【了】



    

  
    
      



    

  
    
      


　あとがき



　本作の主人公、森もり田た友ゆう二じは“〝化学萌もえ”〟ですが、僕は“〝数学萌え”〟の人間でした。数学のトリッキーな側面に魅せられて、つい数年前まで嵌はまっていました。片手で31まで数えられたり、ＱＲコードやゲームのパスワードの仕組みがなんとなくわかったり、一つの長方形をパズルのように組み替えて面積が増減しているかのように見せかけたり、1=0.999…や=1.414…などという嘘うその等式が成り立つかのように計算してみせたり……（＊）。そんなのが好きで、数学を追求しようかと思っていました。

　でも、僕は落おち零こぼれ、数学家崩れになってしまいました。大学で習う数学が、クリエイティブじゃなかったからです。さっき僕が得意そうに挙げた数学の知識は、もちろん僕のオリジナルなんかじゃ全然なく、調べれば誰だれでもわかるものです。創造的な数学は大学院に行かなければできず、しかもそこに至る道はとんでもなく険けわしいものでした。道半ばでの大きな挫ざ折せつ──“〝がっくし”〟を経験しました。

　何かを創り出すことがしたいと思い、僕は物語を書き始めました。でも、僕はまた気づいてしまいました。その物語でさえ、既存のものを継つぎ接はぎしたハリボテに過ぎず、あれもこれも過去に誰かが書いたものでしかないということに。再び、“〝がっくし”〟でした。

　でも、そのハリボテ──『ゴーレム×ガールズ』が、僕のオリジナルとして世に出てしまいました。ハリボテとオリジナルの境目ってよくわからないです。そんなハリボテでよろしければ、今後も書いていきたいと思います。

　友二や媛ひめや山やま県がたなんかは操そう形けい学がくを研究しています。これから“〝がっくし”〟を幾度も経験することになると思いますが、なんとか踏ん張って落ち零れないでほしいと願っています。そのときは僕も陰ながら応援したいと思います。

　最後になりましたが、この本を出版できる感謝の気持ちは、一巻と変わっていません。きれいでかわいいイラストを描いてくださったＫＥＩさんをはじめとした、この本の出版に携わっていただいた皆様、そして、この本を手に取ってくれたあなたに、この場を借りてお伝えします。「ありがとうございました」

大おお凹くぼ友とも数かず



＊：‥これらのことを詳しく書くスペースはないので、いつか機会があれば、数学少女の言葉を通じて書きたいです。次回作以降、たとえば次のような科白せりふを喋しやべるようなキャラクターにしたいと考えていますので、予告代わりに引用しておきます。

『キミに、この式をあげる。

（）×（）＝

　これは、どうしても前を向いているのが辛つらいときのための式だよ。最初の-1は後ろ向き──回れ右すること。次のは一歩後退──後ろを向いたときに見えるものは怖いから、逃げろってこと。それでも──一歩前進になる。それでいーんじゃない？』



    

  
    
      

　著者
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　　ひきこもり。数学家崩れ。
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　　第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作『ゴーレム×ガールズ』でデビュー。



　イラスト
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　　１９８１年４月１日生まれ。北海道出身。現在東京都在住。

　　大雑把でマイペース。ブラックコーヒーとビターチョコ、それと少しの煙を糧にもさもさと絵を描いてますよ。
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